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はじめに 
 
このたびはセーフティコントローラ G9SP シリーズをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
このマニュアルは、G9SP シリーズを使用する上で、必要な情報を記載しています。 
本マニュアルをよく読んで、十分に理解した上でお使いください。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 

・FA 機器の導入を担当される方 
・FA システムを設計される方 
・FA 現場を管理される方 
・機械の設計、設置、運用、保守、廃棄の各フェーズにおいて、安全確保のための資格および権

限と責任を有する方 
 

ご承諾事項 
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載の

条件を適用いたします。 
 
 定義 

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。 
・ 「当社商品」：「当社」の FA システム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品 
・ 「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタログ、その他

のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供されるものも含みます。 
・ 「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、取り扱い

方法、利用上の注意、禁止事項その他 
・ 「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部品、電子

基板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を含みます。 
・ 「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の(a)適合性、(b)動作、(c)第三者の知的財産の非侵

害、(d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守 
 

 記載事項のご注意 
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。 
・ 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値および性能

値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。 
・ 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証するものでは

ありません。 
・ 利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。 
・ 「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」の仕様を変

更することがあります。 
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 ご利用にあたってのご注意 
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。 
・
 
定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。 

・
 
お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断ください。 
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。 

・
 
｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置されているこ

とをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。 
・
 
｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設

計などの安全設計、(ii)｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、(iii)
利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv)｢当社商品｣および｢お

客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。 
・
 
「当社」は DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、

不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、

コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、そのことにより直接または間

接的に生じた損失、損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。 
お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社商品」

またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、⑤「当社商品」に対す

る不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。 
・
 
｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げる

用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される際には、｢当社｣

は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図し

た特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。 
(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道

設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用

途） 
(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24 時間連続運転シス

テム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など） 
(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁

的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など） 
(d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途 

・
 
上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。以下同

じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないでください。自動車搭載用商品につ

いては当社営業担当者にご相談ください。 
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 保証条件 
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。 
・
 
保証期間 ご購入後 1 年間といたします。 
（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。） 

・
 
保証内容 故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施します。 

(a) 当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理 
（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。） 

(b) 故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供 
・
 
保証対象外 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。 

(a) 「当社商品」本来の使い方以外のご利用 
(b) 「利用条件等」から外れたご利用 
(c) 本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用 
(d) 「当社」以外による改造、修理による場合 
(e) 「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合 
(f) 「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因 
(g) 上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む） 

 
 責任の制限 

本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。 
「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を負いませ

ん。 
 

 輸出管理 
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に関する

日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場合には、「当社商

品」または技術資料をご提供できない場合があります。 
 



4 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

マニュアル構成と読み方 
 

マニュアル構成について 
 

本製品のマニュアルは次のような分冊構成になっています。 
目的に応じてお読みいただき、本製品を十分にご活用ください。 

 
マニュアル名称 内容 マニュアル No. 
G9SP シリーズ セーフティコントローラ 
ユーザーズマニュアル 

本マニュアル。G9SP シリーズの仕様、機能、使用方法

などの詳細について説明しています。 
SJLB-306□ 

G9SP シリーズ  セーフティコントローラ 
コマンドリファレンスマニュアル 

G9SP シリーズの安全プログラミングの方法、ファンクショ

ンブロックの仕様、機能、使用方法について説明してい

ます。 

SLJB-307□ 

G9SP シリーズ  セーフティコントローラ 
ホスト接続マニュアル 

G9SP シリーズのオプションボード通信機能を用いて、他

社製の標準 PLC との接続方法、サンプルラダーについ

て説明しています。弊社製の標準 PLC との接続方法

は、G9SP ユーザーズマニュアルにて説明しています。 

SJLB-308□ 

 

システム
構成設定1

2

3

4

5

6

7

設置と配線

ツール立上げ

ソフトウェア設定と
プログラム作成

制御PLC側の
設計

動作確認と
デバッグ

稼動と保守

・盤内への設置に対する注意事項を知りたい
・電源の配線方法が知りたい
・I/O配線方法を知りたい

・ツール(G9SPコンフィグレータ）の
　インストール方法を知りたい
・ツールの起動方法を知りたい

・トラブル時の対処方法、エラーコードについて知りたい

・ユニットの種別、各部の名称、仕様を知りたい
・ハードウェア構成方法を知りたい
・安全応答性能の計算方法を知りたい

本マニュアル

・周辺ツールにおける
　コンフィグレーションデータの作成方法を知りたい

8
トラブル
シューティング

・G9SPと通信する制御PLC側の設定方法を知りたい

・安全ロジックプログラムの作成方法を知りたい
・ファンクションブロックの動作仕様を知りたい

・G9SPへのコンフィグレーションデータの
　ダウンロード方法を知りたい
・周辺ツールを用いた動作確認方法を知りたい

・G9SP故障時の交換方法を知りたい
・G9SPのコンフィグレーションデータを
　更新する方法を知りたい

・制御PLC側のサンプルラダープログラムを知りたい

G9SPシリーズ セーフティコントローラ 
ユーザーズマニュアル  (No.SJLB-306) 

G9SPシリーズ セーフティコントローラ 
コマンドリファレンスマニュアル (No.SJLB-307)

G9SPシリーズ セーフティコントローラ 
ホスト接続マニュアル　(No.SJLB-308)
※PDFファイルでのみご提供
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マニュアルの読み方 
 

ページ構成と記号について 

このマニュアルの各ページの構成と記号は次のとおりです。 

5 - 3

5-2 取り付け方法

セーフティスタンドアロンコントローラ ユーザーズマニュアル（SBCA-354） 

5

5-2 取り付け方法

ここでは、各ユニットを設置する環境についての注意や、盤内の取り付け位置について説明します。

ここでは、CP1Eの取り付け方法について説明します。

5-2-1 取り付け方法

DINレールへの取り付け方法

1

2
解除

DINレール取り付けピン

3

DINレール

DINレール取り付けピン

使用上の注意

端子台のねじ、ケーブルのねじは、以下のトルクで締めつけてください。
　M4：1.2N ･ m
　M3：0.5N ･ m

ユニット背面の DINレール取り付けピンをドライバなどで引き出して「解除」の状態にし、
DINレールに取り付けます。

DINレールに DINレール取り付け用溝の上側をあわせて引っ掛け、奥に差し込んで取り付け
ます。

DINレール取り付けピンをすべて押し上げてロックします。

取
り
付
け
と
接
続
・
配
線

節タイトル
章タイトル

節タイトル

操作手順

マニュアル名称

注記、補足、参照先

項タイトル

インデックス

現在のページの章／節
タイトルをそれぞれ示
します。

操作手順を示します。

注記、補足、参照先など
の各項目を、マークに 
よって示しています。

現在のページの章番
号を示します。

このページは、説明用の見本です。実際の内容とは異なります。  
 
 

マークについて 

安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避
すべきことを示します。

参考
必要に応じて読んでいただきたい項目です。
知っておくと便利な情報や、使用する上で参考となる内容について説明しています。

詳しい情報や、関連情報の記載されている場所を示します。
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表記について 

 
本マニュアルでは、特にツール操作の項目を以下のように記述しています。 
 
[  ] ....... メニュー名、キー、ダイアログボックス名、ボタン名などを示します。 
なお、表中などで、明らかにメニュー名だとわかるところでは、[  ]をつけていない場合もあります。 
例  [ファイル]メニュー、[Tab]キー、[検索]ダイアログボックス、[OK]ボタン 
 
｜ ............ メニューあるいは画面の階層を示します。 

例 ・[コントローラ]｜[電源 ON]を選びます 
[コントローラ]メニューから[電源 ON]を選ぶことを示します。 

・[コントローラ]｜[モード変更]｜[モニタモード]を選びます 
[コントローラ]メニューから[モード変更]を選び、さらに、[モニタモード]を選

ぶことを示します。 
 
[ ]＋[ ] ...... 複数のキーを同時に押すことを示します。 

例 ・[Ctrl]＋[M] 
[Ctrl]キーを押しながら、[M]キーを押します。 

・[Ctrl]＋[Shift]＋[T] 
[Ctrl]キーと[Shift]キーを押しながら、[T]キーを押します。 
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10 動作状態の確認と
デバッグ

1 10

5

6 コンフィグレーション
データの作成

6

7
オプションボードによる
標準PLCとの通信

7

8 オンライン接続と
G9SPへのダウンロード

8

9 運転と動作モード

9

1 概要

11 メモリカセットによる
バックアップ/リストア

2 11

2 各部の名称と仕様

12 保守と点検

3 12

3 応答性能の計算

異常とその処置13

4 13

4 取り付けと配線

付録付

5 付

5 G9SPコンフィグ
レータ使用前の準備

目次構成 
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目次 
はじめに  ......................................................................................................................... 1 
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目次  ......................................................................................................................... 8 
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概要 

第 1 章 概要 

1－1 G9SPシリーズの概要と特長 ............................................................................. 1-2 
1－1－1 概要 .................................................................................................. 1-2 
1－1－2 基本システムと構成機器 .................................................................... 1-2 
1－1－3 特長 .................................................................................................. 1-5 

1－2 基本的な使用手順 .......................................................................................... 1-8 
 

 

ハードウェア設計 

第 2 章 各部の名称と仕様 

2－1 G9SPシリーズ ................................................................................................. 2-2 
2－1－1 各部の名称と表示LED....................................................................... 2-2 
2－1－2 端子配列 ........................................................................................... 2-6 
2－1－3 一般仕様 ........................................................................................... 2-7 
2－1－4 入出力仕様 ....................................................................................... 2-7 
2－1－5 安全入力機能の解説 ....................................................................... 2-11 
2－1－6 安全出力機能の解説 ....................................................................... 2-22 

2－2 拡張I／Oユニット ........................................................................................... 2-27 
2－2－1 各部の名称と表示LED..................................................................... 2-27 
2－2－2 端子配列 ......................................................................................... 2-28 
2－2－3 入出力仕様 ..................................................................................... 2-31 
2－2－4 消費電流 ......................................................................................... 2-32 

2－3 オプションユニット ........................................................................................... 2-33 
2－3－1 RS-232Cオプションボード（形CP1W-CIF01） .................................... 2-33 
2－3－2 Ethernetオプションボード（形CP1W-CIF41） ..................................... 2-34 
2－3－3 メモリカセット（形CP1W-ME05M） ..................................................... 2-35 
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第 3 章 応答性能の計算 

3－1 起動時間 ........................................................................................................ 3-2 
3－2 リアクションタイム（安全応答性能） ..................................................................... 3-3 

3－2－1 リアクションタイムの考え方 .................................................................. 3-3 
3－2－2 ローカル安全入出力リアクションタイム（安全応答性能） ........................ 3-3 

 

第 4 章 取り付けと配線 

4－1 取り付け方法 ................................................................................................... 4-2 
4－1－1 設置場所 .......................................................................................... 4-2 
4－1－2 設置の仕方 ....................................................................................... 4-4 
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安全上のご注意 
 

安全に使用していただくための表示と意味について 
本マニュアルでは、セーフティコントローラ G9SP シリーズを安全に使用していただくために、注意事項を次

のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載してい

ます。必ず守ってください。 
表示と意味は次のとおりです。 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 
安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避
すべきことを示します。  

 

図記号の説明 

  

 
記号は、禁止を意味しています。 

具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
 

 

 

 
記号は、強制を意味しています。 

具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
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本書はセーフティコントローラ G9SP シリーズのユーザーズマニュアルです。 
システム構築を実施するにあたり下記事項を遵守の上、その機能が十分発揮されるように安全関連部のシ

ステム構築を行ってください。 
 
●リスクアセスメントの実施 

本マニュアル記載の安全機器類は設置環境、機械の性能・機能に対応して正しく使われることを前提とし

ています。 
選択および使用に際しては、装置・設備設計開発段階において当該装置・設備に潜在する危険要因を

特定するためのリスクアセスメントを導入して十分な実施体制のもとで当該装置・設備に最適な安全機器

類の選択を行ってください。不十分なリスクアセスメント実施体制のもとでは、不適切な安全機器類の選択

の原因になります。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO 14121 「リスクアセスメントの原則」 

●安全方策 
安全機器類を使用して当該設備・装置の安全関連部のシステム構築を行う際には、下記を代表例とする

一連の国際規格類および/または関連業界規格類を十分理解・適合するように設計してください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO/DIS 12100 「基本概念、設計のための一般原則」 

IEC 61508 「電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全」 
●安全機器類の役割 

安全機器類は、規格で規定される安全機能・機構を備えておりますが、これらの機能・機構は安全関連

部のシステム構築の中で発揮されるように設計されていますので機能・機構動作をご理解の上、十分な

機能・機構の発揮が可能なシステム構築を行ってください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO 14119 「ガードに連動するインターロック装置・設計と選定の一般 

原則」 
●安全機器類の設置 

当該装置・設備への安全関連部のシステム構築および設置を行う際は、適切な教育訓練を受けた技術

者により実施してください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO/DIS 12100 「基本概念、設計のための一般原則」 

IEC 61508 「電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全」 
●法令の遵守 

安全機器類は関連法規および規格に適合しておりますが、ご使用に際しては当該装置・設備に適用され

る各国関連法規および規格を遵守の上ご使用ください。 
  ・ 関連国際規格代表例：IEC 60204 「機械の電気装置」 

●使用上の注意事項の遵守 
最適選択された安全機器類の具体的な使用方法に関しては、本マニュアルの当該安全機器類記載の

「仕様」「注意事項」および製品に同封の「取扱説明書」記載事項を十分遵守の上ご使用ください。記載

注意事項から逸脱した使用方法は安全関連部の不十分な動作機能による設備・装置の予期せぬ故障

及び故障に伴う災害発生の一要因となります。 
●装置・設備の移転・譲渡 

当該設備・装置を移転および譲渡する際は、当該取扱説明書を必ず保存・付属し、移転先及び譲渡先

にて取扱上の支障を来たさないようにしてください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO 12100 「基本概念、設計のための一般原則」 

IEC 61508 「電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全」 
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感電の恐れがあります。通電中は端子に触れないでください。 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。 
G9SPシリーズのテスト出力および標準出力を安全出力として使用しないでください。 

 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。G9SPシリーズの
通信データを安全信号として使用しないでください。 

 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。 
G9SPシリーズの LEDを安全関連のオペレーションに使用しないでください。 

 

出力が故障し、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。安全出力やテスト出力の
定格を超える負荷に対しては、絶対に使用しないでください。 

 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。DC24Vラインと
の短絡によって負荷がONしないように出力ラインとDC24Vラインが触れないよう適切に配
線してください。  

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。安全出力の地絡に
よって出力が ONしないように、外部電源の 0V側を接地してください。 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。システムの稼動前
に安全性確認テスト（ユーザテスト）を実施して、すべての G9SPシリーズのコンフィグレ
ーションデータとその動作が正しいことを確認してください。  

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。G9SPシリーズを
交換する場合、交換後の G9SPシリーズの機種が正しいことを確認してください。また、交
換後の G9SPシリーズが適切にコンフィグレーションされ、正しく動作することを確認する
ために、安全性確認テスト（ユーザテスト）を実施してください。 

 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。メモリカセットか
らのリストア後は、G9SPシリーズが適切にコンフィグレーションされ、正しく動作すること
を確認してください。  

出力が動作し、重度の人身障害が起こる恐れがあります。強制セット/リセットをおこなう場
合、十分な安全方策を実施してください。 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。安全機能に関わる
機器、部品は使用する各国の法的規制に従い、使用用途に応じた安全規格等に適合した認証品
を使用してください。  
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セキュリティ対策 

 

 
アンチウイルス保護 
制御システムに接続するパソコンへの最新の商用品質のウイルス対策ソフトの導入および保
守を行ってください。  

不正アクセスの防止 
当社商品に対して、以下の不正アクセス防止対策を行ってください。 
・権限保有者だけを制御システムや装置へアクセス可能とする物理的統制の導入 
・制御システムや装置のネットワーク接続を最小限に抑えることによる、信頼できない 
デバイスからのアクセス防止 

・ファイアウォールの導入による IT ネットワークからの分離（未使用通信ポートの遮断、通
信ホストの制限） 

・制御システムや装置へのリモートアクセスが必要な場合における、仮想プライベート 
ネットワーク（VPN）の使用 

・制御システムや装置へのリモートアクセスにおける多要素認証の導入 
・強固なパスワードの採用と頻繁な変更 
・制御システムや装置でUSBメモリなど外部ストレージデバイスを使用する場合の事前 
ウイルススキャン 

 

データ入出力の保護 
制御システムや装置への入出力データの意図せぬ改変に備えた、バックアップや範囲チェック
などの妥当性の確認を行ってください。 
・データの範囲チェック 
・データの改ざんや異常に備えた、バックアップによる妥当性確認、リストアの準備 
・データの改ざんや異常を想定した、緊急停止や縮退運転などの安全設計 

 

紛失データの復元 
データ紛失対策として、定期的な設定データのバックアップと保守を行ってください。 

 

グローバルアドレス経由でイントラネット環境を利用する場合、SCADA、HMI などの不正な
端末や不正なサーバに接続すると、なりすまし、改ざんなどネットワークセキュリティの問題
になる可能性があります。お客様ご自身で、端末へのアクセスの制限、セキュア機能を搭載し
た端末を使用、設置エリアの施錠などの十分な措置を講じてください。 

 

イントラネットを構築する場合、ケーブル断線や不正ネットワーク機器の影響により通信障害
が発生する可能性があります。設置エリアの施錠などの方法によって、ネットワーク機器への
物理アクセスを制限するなど、十分な措置を講じてください。  

SDメモリカード機能を搭載した機器を使用する場合は、リムーバブルメディアの抜き取り、
不正アンマウントなどにより、第三者がリムーバブルメディアの中身のファイルやデータを不
正取得、改ざん、差し替えなどを行うセキュリティリスクがあります。お客様ご自身で、設置
エリアの施錠、入室管理などの方法によって、コントローラへの物理アクセスを制限したり、
リムーバブルメディアの適切な管理対策を行ったりするなどの十分な措置を講じてください。 
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安全上の要点 
 取り扱いについて 
G9SP シリーズを落下させたり、異常な振動や衝撃を加えたりしないでください。故障や誤動作の原因となり

ます。 
 設置・保管環境について 
下記の場所には G9SP シリーズを設置、保管しないでください。 

・直射日光が当たる場所。 
・定格を超える使用周囲温度、湿度になる場所。 
・温度変化が急激で結露するような場所。 
・腐食性ガスや可燃性ガスのある場所。 
・塵埃、塩分、鉄粉の多い場所。 
・水、油、薬品などの飛沫がある場所。 
・定格以上の振動や衝撃が加わる場所。 

下記のような場所に設置する場合には遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被爆する恐れのある場所 
・電源線が近くを通る場所 

この商品は「class A」(工業環境商品)です。住宅環境でご利用されると、電波妨害の原因となる可能性が

あります。その場合には電波妨害に対する適切な対策が必要となります。 
 
 設置・取り付けについて 
・G9SP シリーズは IP54(IEC/EN 60529)以上のエンクロージャ内で使用してください。 
・制御盤に取り付ける際は、DIN レール(TH35-7.5/ TH35-15：IEC60715)または M4 のネジ(締めつけトル

ク 1.2 N・m)ですべてのユニットを正しく取り付けてください。 
・DIN レール使用時は振動による脱落防止のためエンドプレート（形 PFP-M、別売）を使用して G9SP シリ

ーズを DIN レールに固定してください。すべてのユニットを正しく DIN レールに固定してください。 
・G9SP シリーズは放熱のため下図のように縦向きに設置してください。 

 
・通風、配線およびユニット交換のため、G9SP シリーズの側面に 20mm 以上、上下に 50mm 以上の空間

を確保してください。 
・I/O 端子台、コネクタなど、ロック機構のあるものは必ずロックしていることを確認してからご使用ください。 
次のことを行うときは、電源を OFF してください。 

・拡張 I/O ユニットやオプションボードを脱着するとき。 
・装置を組み立てるとき。 
・ケーブルを接続、配線するとき。端子台を脱着するとき。 
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 設置・配線について 
・外部 I/O 機器配線用の電線サイズは下記を参考にしてください。 

単線 0.32 ～ 0.82 mm2 AWG22～18 
0.32 ～ 0.5 mm2 AWG22～20 (*1) 

より線 0.5  ～ 1.3 mm2 AWG20～16 
0.5  ～ 0.82 mm2 AWG20～18 (*1) 

*1: 1 端子に 2 本の電線を配線する場合、同じ電線を使用してください。 
・端子台のネジは 0.5N・m のトルクで締めてください。 
・配線を行う際は、必ず電源を切った状態で行ってください。G9SP シリーズに接続された外部装置が予期

せぬ動作をする恐れがあります。 
・入力端子には規定の電圧を正しく印加してください。定格以上のDC電源やAC電源を接続すると規定の

機能が発揮されず、安全機能の低下、製品自体の破損、焼損の原因になります。 
・通信ケーブルや I/O 信号用ケーブルは高圧線、動力線から離して配線してください。  
・端子台などを取り付ける際は、指をはさまないようにしてください。 
・誤配線は、安全機能の低下の原因になります。配線はすべて正しく行い、稼動前に動作確認してくださ

い。 
・拡張 I/O ユニットやオプションボード、各コネクタは必ずロックして使用してください。 
・配線後は、適切に放熱を行うため、塵埃侵入防止用ラベルを必ず外して使用してください。 
・G9SP シリーズは 24V 側接地で使用しないでください。パソコンなどの周辺機器に接続すると、下図のよう

に外部電源が短絡することがあります。 

電源回路 

24V 

0V 0V 0V 

G9SP 周辺機器 

GND 

USB ケーブル 

FG 

 
・拡張 I/O ユニットの接続は規定台数までとしてください。 
 
 電源装置の選択について 
DC 電源装置は下記の項目を満たすようにしてください。 

・1 次回路・2 次回路間が 2 重絶縁または強化絶縁 
・UL508 で定義されるクラス 2 回路または制限電圧電流回路の出力特性要求を満たす。 
・出力保持時間が 20ms 以上 
・IEC/EN60950-1, EN50178 の要求を満足する SELV 電源 
 

 定期点検とメンテナンスについて 
・交換の際は、必ず電源を切った状態で行ってください。G9SP シリーズに接続された外部装置が予期せ

ぬ動作をする恐れがあります。 
・分解、修理、改造はしないでください。本来の安全機能が失われ危険です。 

 
 廃棄について 
G9SP シリーズを分解する際は、けがをしないよう注意してください。 
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法規・規格について 
 
G9SP シリーズは、以下の規格の認証を取得しています。  
認定機関 規格 
TÜV ラインランド ・EN ISO 13849-1:2015 

・EN ISO 13849-2 
・IEC 61508 parts 1-7 

・IEC 61131-2 
・EN ISO 13850 

UL ・UL508 ・CSA C22.2 No.142 
KOSHA ・S マーク *1  
その他 ・CE マーク 

・C-Tick マーク  
*1: KOSHA S マーク認証は G9SP 本体（Ver.1.1 以降）と拡張 I/O ユニットで取得しています。 
 

G9SP シリーズを使用することにより、 
・IEC 61508、IEC/EN 62061（電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全）の SIL
（Safety Integrity Level：安全度水準）3 の要求事項 

・EN ISO 13849-1 の安全カテゴリ 4,PL(Performance Level) e までの要求事項 
を満足する、安全制御システムを構築することができます。 

 

海外でのご使用について 
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（または技術）に該当

するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づく輸出許可、承認（または役務取引許

可）が必要です。 
したがって、EC 指令適合品であるG9SPシリーズをご使用の場合でも、お客様にて機械・装置全体でEC 
指令適合性を確認・対応していただく必要があります。 
 

EC指令適合について 

適合指令 

・EMC 指令 2014/30/EU 
・機械指令 2006/42/EC 
 

適合の考え方 

 EMC指令 
オムロンの商品は、各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、組み込んだ機械・

装置がより容易に EMC 規格に適合できるように、商品自身の関連する EMC 規格（＊）の適合を図って

います。 
しかし、お客様の機械・装置は様々であり、かつ EMC の性能は EC 指令適合商品を組み込んだ機器・制

御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、お客様の使用状態での適合性は確認でき

ません。したがって、機械・装置全体での最終的な EMC 適合性の確認を、お客様自身で実施していただ

くようにお願いします。 
＊ EMC (Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性) 関連規格のうち、 

EMS (Electro-Magnetic Susceptibility：電磁感受性) に関しては EN61000-6-2、(Electro-Magnetic 
Interference：電磁妨害) に関しては EN61000-6-4、 
また、EN61000-6-4 Radiated emission は 10m 法によります。 
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 機械指令 
機械指令では機械の安全性に用いるセーフティコンポーネントに対して必要な安全性が確保されているこ

とを求めています。 
適用規格は EN ISO 13849-1:2015 と IEC/EN 62061 SIL CL3 です。 
 
 EC指令への適合について 
G9SP シリーズは、EC 指令に適合しています。しかし、お客様の機械・装置を EC 指令に適合させるにあ

たり、以下の注意が必要です。 
・DC 電源ユニットおよび I/O ユニットに接続する DC 電源は、下記の項目を満たすようにしてく

ださい。 
  － 1 次回路・2 次回路間が 2 重絶縁または強化絶縁 
  － 8A までに電流制限された絶縁電源 
  － 出力保持時間が 20ms 以上 
  － IEC/EN60950-1、EN50178 の要求を満たす SELV 電源 
・G9SP シリーズの EC 指令適合商品は、EMI に関して共通エミッション規格（EN61000-6-4）
に適合していますが、特に Radiated emission(10m 法) に関しては、ご使用になる制御盤の

構成、接続される他の機器との関係、配線等により変化する事があります。 
したがって、EC 指令適合品である G9SP シリーズをご使用の場合でも、お客様にて機械・装

置全体で EC 指令適合性を確認・対応していただく必要があります。 
 

EN ISO 13849-1ならびに IEC/EN 62061の適合について 
EN ISO 13849-1 ならびに IEC/EN 62061 では、セーフティコントローラを用いて開発する安全制御システ

ム構築時の安全関連ソフトウェアを作成する、ソフトウェア設計のライフサイクルの全ての活動（例：基本ソフ

トウェア設計、安全回路システム設計、ソフトウェアアップグレード）においてシステムの障害を回避するため

に、ソフトウェアを見やすく、理解しやすく、試験しやすく、かつ保守しやすくするための工程管理を運用する

ことが要求されています。 
つまり、セーフティコントローラの提供するファンクションブロックを用いて作成する設備・装置などのソフトウェ

ア設計・開発に対しても工程管理を運用することが要求されています。 
規格の適合はお客様自身で実施していただくようお願いします。 
お客様の装置の安全性能を検証するために必要な機械安全信頼性データは、

http://www.ia.omron.com/support/sistemalibrary/index_jp.html を参照してください。 
 

KC認証への適合について 
本製品を韓国で使用する場合には、以下の注意事項を守ってください。 

 

Ａ급기기（업무용 방송통신기자재） 
이 기기는 업무용(Ａ급) 전자파적합기기로서 판매자또는 사용자는 이 점을 주의하시기 

바라며,가정외의지역에서 사용하는 것을 목적으로 합니다. 
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用語解説 
本マニュアルでは、特に説明する場合を除き、以下の用語を使用して G9SP シリーズを説明します。 
 

用語 

用語 解説 
セーフティ、安全 安全制御で使用するために特別な安全方策を施した機器、機能、データ等であることを示

します。 
スタンダード、標準 一般制御用途の機器、機能、データ等であることを意図し、安全制御で使用するために特

別な安全方策を施した機器、機能、データ等と区別するための呼称です。 

セーフティコントローラ、安全コントローラ 安全制御に使用される高い信頼性を持つコントローラです。 

スタンダード PLC、標準 PLC 一般制御用のプログラマブルコントローラ（PLC）です。 
安全制御用途の PLC と区別するための呼称です。 

拡張 I/O ユニット 形 CP1W-20EDT（-1）、形 CP1W-32ET（-1）の総称です。 
G9SP シリーズでは、弊社製 CP1□シリーズの拡張 I/O ユニットを一部使用可能です。 
G9SP シリーズに装着し、標準入出力点数を拡張します。 

オプションボード 形 CP1W-CIF01、形 CP1W-CIF41 の総称です。 
G9SP シリーズでは、弊社製 CP1□シリーズのオプションボードを一部使用可能です。 
G9SP シリーズに装着し、標準 PLC と通信を行います。 

メモリカセット 形 CP1W-ME05M の別称です。 
G9SP シリーズでは、弊社製 CP1□シリーズのメモリカセットを使用可能です。 
G9SP シリーズに対して、コンフィグレーションデータのリストア、バックアップを行います。 

G9SP コンフィグレータ 形 WS02-G9SP□□の別称です。 
G9SP シリーズの設定やプログラミング、デバッグを行うためのソフトウェアツールです。 

コンフィグレーションデータ G9SP シリーズを動作させるための設定データです。G9SP コンフィグレータを用いて作成

し、G9SP シリーズの内部メモリへダウンロード（パソコン→G9SP への書込み）します。 
コンフィグレーションデータには、ユニット構成、入出力端子設定、システム設定、プログラム

が含まれます。各項目の詳細は、第 6 章を参照ください。 
バックアップ、Backup G9SP シリーズの内部メモリに格納されているコンフィグレーションデータを、メモリカセットに

読み出す操作をさします。 
リストア、Restore メモリカセットに格納されているコンフィグレーションデータを、G9SP の内部メモリへ書き込

む操作をさします。 
安全入力機器 安全制御で使用するために特別な安全方策を施した入力機器。 

非常停止スイッチ、セーフティドアスイッチなど入力機器の総称です。 
安全出力機器 安全制御で使用するために特別な安全方策を施した出力機器。 

安全リレーなど出力機器の総称です。 
CP シリーズ オムロン製プログラマブルコントローラ CP シリーズです。 
NE1A シリーズ オムロン製セーフティネットワークコントローラ NE1A シリーズです。G9SP シリーズの上位機

種に該当します。 
デュアルチャネル 冗長性をもたせるため、安全入力／出力を二重化して使用することです。 

その2点を同値判定する使い方を同値入力／Equivalent、反転判定する使い方を反転入

力／Complementary といいます。 
Discrepancy デュアルチャネルの 2 点の論理に不整合のある状態です。 

デュアルチャネル監視異常ともいいます。 

 

略語 

略語 解説 
MC Memory Cassette の略称です。 
Si Safety Input の略称です。安全入力端子を指し、標準入力の IN と区別しています。 
So Safety Output の略称です。安全出力端子を指し、標準出力の OUT と区別しています。 
To Test Output の略称です。安全入力端子の診断を行うためにテストパスルを出力します。 
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1－1 G9SPシリーズの概要と特長 
 

1－1－1 概要 
セーフティコントローラG9SPシリーズは、使いやすさを追求した、小規模から中規模安全制御向けの

プログラマブルなコントローラです。 
 

G9SP シリーズを使用することにより、 
・IEC 61508、IEC/EN 62061（電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全）の SIL
（Safety Integrity Level：安全度水準）3 の要求事項 

・EN ISO 13849-1の安全カテゴリ4, PL(Performance Level) eの要求事項を満足する、安全制御

システムを構築することができます。 
 

また、拡張 I/O ユニットやオプション品を使用することによってアプリケーションの幅が広がります。 
 

1－1－2 基本システムと構成機器 
G9SP シリーズを使用した基本システム構成を紹介します。 

形 G9SP-N□□□ 

G9SPシリーズ 
セーフティコントローラ

拡張 I/Oユニット 

最大 2台まで増設可能 

パソコン 
周辺ツール 
G9SPコンフィグレータ 

●拡張時に 2段レイアウトなどで距離が必要なとき 

形 CP1W-20EDT/EDT1 

形 CP1W-32ET/ET1 

USB ケーブル 

RS-232C 
オプションボード

Ethernet 
オプションボード 

形 CP1W-CIF01 形 CP1W-CIF41 (Ver2.0以降)
またはG9SPシリーズ 

拡張 I/Oユニット 

メモリカセット 

形 CP1W-ME05M 

標準 PLC RS-232C、または、
Ethernet通信 

形WS02-G9SP□□□ 

MEMORY
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1 

概
要 

G9SPシリーズ 

G9SP シリーズは安全入出力点数により 3 機種あります。  
名称・形式 形 G9SP-N10S 形 G9SP-N10D 形 G9SP-N20S 

外観 

 
W86 x H110 x D85 [mm] 

 
W130 x H110 x D85 [mm] 

 
W130 x H110 x D85 [mm] 

電源 DC24V 
プログラム容量 ファンクションブロック 最大 128 個 

安全入力 10 点 10 点 20 点 
安全出力 半導体出力 4 点 半導体出力 16 点 半導体出力 8 点 
テスト出力 4 点 6 点 6 点 
標準入力 なし なし なし 

入

出

力

点

数 標準出力 半導体出力 4 点 なし なし 
拡張 I/Oユニットの増設 最大 2 台まで可能 
オプションボードの装着 最大 1 枚まで可能 
メモリカセットの使用 可能 
バッテリの装着 不可 

 

 G9SPシリーズのユニットバージョン 
G9SP シリーズでは、バージョンアップなどによる G9SP シリーズの搭載機能の差異を管理するため、

「ユニットバージョン」という考え方を導入しています。 

・ 製品での表記 
ユニットバージョンによる管理対象の製品には、ユニットバージョンが「Ver.□.□」というフォ

ーマットで、銘板上の Lot No.の右に記載されています。 

Lot No.

G9SP
SAFETY

Lot No. 28705 0000 Ver.1.0

OMRON Corporation MADE IN CHINA

製品の銘板 

ユニットバージョンを示します。
（例：ユニットVer.1.0）

G9SPシリーズ
セーフティコントローラ

CONTROLLER 

  
・ 周辺ツール「G9SPコンフィグレータ（Ver.1.10以降）」による確認 

G9SP コンフィグレータでは、プロジェクトウィンドウで、ユニット名称を右クリックし［プロパテ

ィ］を選択することで、ユニットバージョンを確認することができます。  
・ ユニットバージョンの種類 

本マニュアルの中でユニットバージョンを特に明記していない場合は、全てのユニットバー 
ジョンを対象に説明しています。 

機種 形式 ユニットバージョン 
ユニット Ver.1.0 
ユニット Ver.1.1 

G9SP シリーズ 形 G9SP-N□□□ 

ユニット Ver.2.0 

ユニット Ver.1.1 以降は KOSHA S マーク認証を取得しています。 
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拡張 I／Oユニット 

CP シリーズの拡張 I/O ユニットのうち、以下 4 機種を使用できます。 
また、I/O 接続ケーブル形 CP1W-CN811 も使用できます。 

標準入出力 20 点ユニット 標準出力 32 点ユニット 名称・形式 
形 CP1W-20EDT 形 CP1W-20EDT1 形 CP1W-32ET 形 CP1W-32ET1

外観 

IN CH

CH

OUT

00 01 02 03

08 09 10 11

04 05 06 07

00 01 02 03 04 05 06 07CH

CH EXP

COM 01 03 05 07 09 11
NC 00 02 04 06 08 10

NC 00 01 02 04 05 07
NC COM COM COM 03 COM 06

 
W86 x H110 x D50 [mm] 

CH

NC

NC

NC

NC

NC

NC

COM

COM COM COM COM COM COM03 06 01 03 06

00 02 04 06 08 10

00 01 02 04 05 07 00 02 04 05 07

00 02 04 06 08 10
01 03 05 07 09 11 01 03 05 07 09 11

IN

OUT

CH CH

CH CH EXP

CH

CH

CH

111009080706050403020100

111009080706050403020100

0706050403020100

0706050403020100

 
W150 x H110 x D50 [mm] 

標準入力 12 点 なし 入出力

点数 標準出力 半導体出力 8 点 
（シンクタイプ） 

半導体出力 8 点 
（ソースタイプ） 

半導体出力 32 点 
（シンクタイプ） 

半導体出力 32 点

（ソースタイプ） 

 

オプションユニット 

 オプションボード 
CP シリーズのオプションボードのうち、以下 2 機種を使用できます。 

RS-232C オプションボード Ethernet オプションボード 名称・形式 
形 CP1W-CIF01 形 CP1W-CIF41 

(ユニット Ver2.0 以降) 
外観 

COMM

 

IP ADDRESS:

SUBNET MASK:

COMM ERR 10BASE-T
100BASE-TX   

プロトコル 無手順 UDP/IP（*1） 
*1：オムロン標準 PLC との間では、FINS/UDP による通信が可能です。 
 

 メモリカセット 
CP シリーズのメモリカセット 形 CP1W-ME05M を使用できます。 

 
 I/O接続ケーブル 

CP シリーズの I/O 接続ケーブルを 1 本のみ使用できます。 
拡張 I/O ユニットの接続ケーブルでは長さが足りないとき、または縦に配置したいときに使用します。  

I/O 接続ケーブル 名称・形式 
形 CP1W-CN811 

外観 

 
長さ 800 [mm] 

 

 使用上の注意 

ここに記載している拡張 I/O ユニット、オプションユニット以外のユニットでの動作は保証できま

せん。形式をご確認のうえ、接続してください。 

 



1－1 G9SP シリーズの概要と特長 
 

1-5 
 G9SP シリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306） 

1 

概
要 

 

1－1－3 特長 
 

安全ロジック演算 

安全規格認証済みファンクションブロックを使用してプログラミングを行うことができます。これにより、

単純な全体停止の安全アプリケーションから、動作モードを複数持つような複雑なものまで、幅広い

安全アプリケーションを実現できます。 
 

安全入出力 

G9SP シリーズの安全入出力端子は、接続される安全機器の故障やその配線異常を検出するため

の様々な自己診断機能を搭載しています。 
 豊富な I/O 配線異常検出機能 
・安全入力において、接続機器の故障、誤配線、断線・短絡・地絡などの異常を検出できます。 
・安全出力において、安全ロジック演算の EDM 機能と組み合わせることにより、セーフティリレーやコ

ンタクタなどの出力機器の接点溶着故障、誤配線、断線、短絡、地絡などの異常を検出できます。 
 各種安全機器との直接接続 
オムロン製セーフティマット形UM、非接触式ドアスイッチ形D40A-2/D40A/D40Z、シングルビームセ

ーフティセンサ形 E3ZS/E3FS を直接接続できます。専用コントローラを介さずに接続できるので、制

御盤の小型化とシステムコストの削減ができます。 
 

オプション機器によるアプリケーション対応力の拡大 

オプション機器を使用することにより、最適かつフレキシブルなシステム構成が可能です。 
 オプションボードによる標準 PLC との接続 
オプションボードを用いて、標準 PLC と汎用的な通信が可能です。オプションボードは、広く普及して

いる RS-232C シリアル通信と Ethernet 通信をサポートしているので、追加のシステムコストを低減で

きます。 
 拡張 I/O ユニットによる標準入出力の追加 
標準拡張 I/O ユニットを使用することで、標準制御側との信号受け渡しを低コストで実現できます。 
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周辺ツールにより設計から立上げまでを強力に支援 

G9SPコンフィグレータの各種機能を用いることで設計から立上げに要する作業を大幅に効率化する

ことができます。 
 オペレーションガイド機能とヘルプ機能によりツール操作をサポート 

 ユーザ定義ファンクションブロックによるプログラムの部品化 
・G9SP シリーズで作成したユーザ定義ファンクションブロックをプログラム部品として再利用できま

す。 
 オフラインシミュレーション機能と豊富な検索機能による机上デバッグ 

・プログラム作成画面にてプログラムのオフラインシミュレーションが可能なため、G9SP シリーズへダ

ウンロードする前にプログラムの品質を高めることができます。 
・使用 I/Oタグ検索や未結線ファンクションブロック検索などの検索機能により、プログラムを効率的に

解析することができます。 
 

タイミングチャートを用いたシミュ
レーションデバッグが可能です。 

任意の入力 I/O タグの値を変化させることで、
プログラムの動作をシミュレーションすること
ができます。 

出力に関連する入力を
表示します。 

 
 オンラインモニタ機能による異常機器の特定 

・電源電圧降下や I/O 配線異常、安全リレーの溶着故障などの異常を検出し、その要因と対処方法

を確認できます。 

ボタンをクリックするだけで、異常内
容の説明、トラブルシューティングの
方法を表示するので、異常復旧まで
の時間短縮が可能です 

G9SP シリーズに、現在、発生して
いる異常を確認できます 
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1 

概
要 

 強制セット／リセット機能 
・強制セット／リセット機能により、入出力機器、通信データの ON/OFF 状態に関わらず、プログラム

で使用する I/O タグの値を ON/OFF させることができます。立上げ時に入出力機器、通信相手機

器が揃っていない状態でプログラムのデバッグができます。また、出力側の配線チェックも効率的に

実施できます。 
 

保全効率の向上 

G9SP シリーズは、異常発生時のシステム停止時間を最小化するための各種機能を備えています。

これにより、必要以上にシステムが停止することを防止でき、生産効率の向上を実現できます。 
 異常発生時でも正常部の運転を継続 

異常が発生した場合、G9SPシリーズは異常個所を即座に特定し、異常影響部のみ停止し、正常部

の運転を継続します。例えば、I/O 配線に短絡異常が発生した場合、そこに接続されている安全機

器に関連する出力のみを停止します。 
 停止要因特定のための各種情報 

本体の 2 色 LED、G9SP コンフィグレータの異常履歴、および操作履歴によって、停止要因を素早く

知ることができます。 
 メモリカセット（オプション）によるバックアップ／リストア 

G9SPシリーズの交換やプログラムの更新を行う際、メモリカセットを用いて行うことができます。このた

め、G9SP コンフィグレータを操作することなく、簡単に G9SP シリーズの交換、復旧ができます。 
 

パスワードによるアクセス管理 

G9SP シリーズと G9SP コンフィグレータは、各種パスワード機能により、現場での意図しないコンフィ

グレーションデータの改変を防止することができます。 
 デバイスパスワードによるアクセス管理 

G9SP シリーズへダウンロードしたコンフィグレーションデータは、G9SP シリーズ本体に設定したパスワ

ードにより保護されます。 
メモリカセットによるコンフィグレーションデータの更新を禁止することもできます。 
 パラメータパスワードによるアクセス管理 

G9SP コンフィグレータが作成するプロジェクトファイルもパスワードによるアクセス管理ができます。こ

れにより、プロジェクトファイルの意図しない改変の防止はもちろん、G9SP シリーズからアップロードし

たコンフィグレーションデータを参照不可とすることもできます。 
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1－2 基本的な使用手順 
一般に、次のような手順で使用します。 

 

 システム設計 

1. リスクアセスメント実施により安全方策の決定 

2. 安全機器の選定 

3. 装置のセキュリティ設計 

4. 制御側（標準 PLC）とのインターフェース設計 

ソフトウェア設計 

G9SP コンフィグレータを用いて、コンフィグレーションデータの作成と

その机上デバッグを行います。 
 

1. G9SP コンフィグレータ使用前の準備と起動 

2. コンフィグレーションデータの作成 

ハードウェア設定（ユニット構成、安全入出力端子設定）、 

プログラミング、システム設定を行います。 

3. レポートの表示と印刷 

    設定した内容をコンフィグレーションレポートに表示し、 

    ハードウェア設計者へインプットします。 

4. 机上デバッグ 

    オフラインシミュレーション機能や検索機能を用いて、事前に 

    プログラムのデバッグを行います。 
 

         「第 5 章 G9SP コンフィグレータ使用前の準備」 

         「第 6 章 コンフィグレーションデータの作成」 

ハードウェア設計 

コンフィグレーションレポートの I/O 端子割り当て

に従い、接続 I/O 機器の配線や安全応答性能

の検証を行います。 
 

1. 電源、接続 I/O 機器、通信の配線を決定 

2. 安全応答性能の計算と検証 

3. 取り付けと配線 
     

「第 2 章 各部の名称と仕様」 

「第 3 章 応答性能の計算」 

「第 4 章 取り付けと配線」 

立上げ・デバッグ 

G9SP シリーズとパソコンを接続し、コンフィグレーションデータのダウンロード、デバッグ、動作確認を行います。 
 

1. オンライン接続と G9SP シリーズへのダウンロード 

2. G9SP シリーズの試運転（動作状態の確認とデバッグ） 

    強制セット/リセット機能を用いた配線チェック、モニタ機能を用いたプログラムの動作チェックを行い、G9SP シリーズ

    が意図した動作をしていることを確認していきます。 

3. 安全性確認テストの実施 

   デバッグ完了後、全ての安全機能が正しく動作することを確認します。 

4. 稼動前の準備 

     最後に、稼動前の準備を行います。 

・安全性確認テスト完了を受けて、コンフィグレーションデータをロックします。 

・G9SP 交換時に備えて、メモリカセットへコンフィグレーションデータをバックアップします。 

・最終コンフィグレーションデータのレポートを出力し保管します。 
 

    「第 8 章 オンライン接続と G9SP シリーズへのダウンロード」     「第 9 章 運転と動作モード」 

    「第 10 章 動作状態の確認とデバッグ」       「第 11 章 メモリカセットによるバックアップ／リストア」 

稼動と保守・点検 

1. 装置の稼動 

2. 異常発生時の対応とトラブルシューティング 

3. 点検・交換 

「第 2 章 各部の名称と仕様」 
「6－3 装置のセキュリティ設計」 
「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」 

「第 11 章 メモリカセットによるバックアップ／リストア」 

「第 12 章 保守と点検」 

「第 13 章 異常とその処置」 

 



      

【 ハードウェア設計 】 
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2－1 G9SPシリーズ 
ここでは、G9SP シリーズの各部の名称、入出力仕様、端子配列を説明します。 
外形寸法、質量については 「4-1 取り付け方法」、配線図については 「4-2 配線方法」を参

照してください。 
 

2－1－1 各部の名称と表示LED 

各部の名称と機能 

 形 G9SP-N10S 

(1) LED

(5)

(2)USB

(3)

(4)

(8) LED

(9)

(8) LED

(9)

(7) I/O

(6)

 
 

 形 G9SP-N10D 

 形 G9SP-N20S 

(1) LED

(5)

(2)USB

(3)

(4)

(8) LED (9)

(8) LED

(9)

(7) I/O(6)
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G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306） 

 
番号 名称 機能 
① 動作表示 LED G9SP シリーズの動作状態を LED の表示で確認することができます。 
② USB ポート *1 パソコンと接続し G9SP コンフィグレータによる設定やモニタを行います。 

接続には市販の USB ケーブル（G9SP に接続する側が B タイプオス）を使用する

ことができます。 
「5-2-2 USB ドライバのインストール」 

③ プッシュスイッチ 以下の機能で使用します。 
1) メモリカセットへのバックアップ、メモリカセットからのリストア 
2) 動作中のコンフィグレーション ID の入出力状態 LED への表示 

「第 11 章 メモリカセットによるバックアップ／リストア」 
④ ディップスイッチ（4 極） メモリカセットへのバックアップおよびシリアル通信速度設定を行う際に使用しま

す。 
No. 名称 意味 初期値

SW1 未使用 OFF のまま使用してください。 OFF 
SW2 未使用 OFF のまま使用してください。 OFF 
SW3 Bandrate *2 OFF：9,600bps 

ON：115,200bps 
OFF 

SW4 Backup 
(CPU→MC)

ON 状態で起動すると、G9SP シリーズ

からメモリカセット（MC）へのバックアッ

プを行います。 
通常時は OFF で使用ください。 

OFF 

 
⑤ メモリカセットスロット メモリカセットを装着します。出荷時は、スロットカバーが装着されています。 

「1-1-2 基本システムと構成機器」 
「2-3 オプションユニット」 
「第 11 章 メモリカセットによる保守効率の向上」 

⑥ オプションボードスロット スロットにオプションボードを最大 1 枚まで装着できます。 
「1-1-2 基本システムと構成機器」 
「2-3 オプションユニット」 

⑦ 拡張 I/O ユニットコネクタ CP シリーズの拡張 I/O ユニットを最大 2 台まで接続することができます。 
「1-1-2 基本システムと構成機器」 
「2-2 拡張 I/O ユニット」 

⑧ 入出力表示 LED 
（I/O LED） 

内蔵入出力端子の状態を LED で確認することができます。 

⑨ 端子台 電源や入出力機器を接続します。  
*1. USB ケーブルは、3m 以内になるようにしてください。 
*2. ユニット Ver.2.0 以降で使用可能です。 
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動作表示 LED 

G9SP シリーズの動作表示 LED について説明します。 
詳細は、各機能を説明している章を参照してください。 

：消灯 ：点滅  ：点灯 

LED 名称 表示色 状態 内容 

 
運転状態（RUN） 緑 

 
アイドル状態（IDLE） 

 
運転停止異常（Critical Fault：致命的な異常） 赤 

 
運転停止異常（Abort：未サポートユニット装着など軽微な 
異常） 

緑/赤  初期処理中、または、コンフィグレーション待ち状態 

--  内部回路用電源が供給されていない状態、または、 
メモリカセット機能の実行中 

MS 
（モジュール 
ステータス） 

参照先 「第 9 章 運転と動作モード」 

 
強制セット/リセット有効状態（強制モード） 黄 

 強制セット/リセット機能未使用状態（通常モード）、または、 
メモリカセット機能の実行中 

FORCE 
（強制セット/ 
リセット状態） 

参照先 「第 9 章 運転と動作モード」 
「10-3 強制セッット/リセットによるデバッグ」 

 
有効なコンフィグレーションを持ち、ロック済み 

 
有効なコンフィグレーションを持つが、未ロック 

黄 

 有効なコンフィグレーションを持っていない、または、 
メモリカセット機能の実行中 

LOCK 
（コンフィグレー

ションロック） 

参照先 「9-4 コンフィグレーションロックと自動運転」 

 
運転停止異常が発生中 

 
運転継続異常が発生中 

赤 

 正常時 

ERR/ALM 
（異常状態） 
 

参照先 「第 13 章 異常とその処置」 

 
以下のメモリカセット機能を終了した状態 
1) メモリカセットへのバックアップ 
2) メモリカセットからのリストア 
正常終了時は、本 LED 黄点灯。 
異常終了時は、本 LED 黄色点灯と ERR/ALM LED 赤点灯。

 
0.5 秒

メモリカセット機能開始待ちの状態 

 
0.25 秒

メモリカセットへの書き込み、または、読出し中 

黄 

 メモリカセット機能を実行していない状態 

MC 
（メモリカセット） 
 

参照先 「第 11 章 メモリカセットによるバックアップ／リストア」 

 
USB 通信中（送受信のいずれかを実行中） 

 
MS 

FORCE 

ERR/ALM 

MC 

COMM 

LOCK 

 

COMM 
（USB 通信） 

黄 

 上記以外 

 安全上の要点 

MC LED が 0.25 秒間隔で点滅しているときは、メモリカセットへアクセス（書き込み、また

は、読出し）中です。 
G9SPシリーズの内部回路用電源をOFFにしないでください。また、メモリカセットを抜き取

らないでください。メモリカセット内のデータ、および、G9SP シリーズ内のデータが壊れて消

えてしまう場合があります。 
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入出力表示 LED（I／O LED） 

G9SP シリーズの入出力表示 LED について説明します。 
安全入力端子、安全出力端子では、回路の故障等を検知するために自己診断を行っています。そ

の自己診断により異常を検知した際、赤色 LED にて異常端子を確認することができます。 
：消灯 ：点滅  ：点灯

LED 名称 表示色 状態 内容 
出力回路用電源が正常状態 OUT PWR 

（出力電源） 
緑 

 ・出力回路用電源が供給されていない状態 
・または、初期処理中 
・または、コンフィグレーション待ち状態 
・または、運転停止異常発生中 

黄 入力信号が ON 

・入力回路で異常を検出した 
・または、デュアルチャネル（二重化）設定時、デュアルチャネル監視異常（入

力データ不一致異常）が発生 
・または、メモリカセット機能実行により、異常を検出した場合、その異常コード

に該当する端子番号の LED が点灯します。 

赤 

 デュアルチャネル（二重化）設定時、 
相手端子で異常を検出（自端子は異常なし） 

Si 0～n  
n：端子番号 
（安全入力端子） 

--  ・入力信号が OFF 
・または、初期処理中 
・または、コンフィグレーション待ち状態 
・または、運転停止異常発生中 

黄 出力信号が ON 

・出力回路で異常を検出した 
・または、デュアルチャネル（二重化）設定時、デュアルチャネル間のデータ異

常が発生 

赤 

 デュアルチャネル（二重化）設定時、 
相手端子で異常を検出（自端子は異常なし） 

So 0～n 
n：端子番号 
（安全出力端子） 

--  出力信号が OFF 
出力信号が ON O 0～n 

n：端子番号 
（標準出力端子） 

黄 

 出力信号が OFF 

 
 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れが

あります。G9SPシリーズの LEDを安全関連のオペレーションに

使用しないでください。 
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2－1－2 端子配列 

 形 G9SP-N10S 

NC

NC NC

Si0
Si1

O0

Si2
Si3

Si4
Si5

Si6
Si7

Si8
Si9

V2

V1 G1

So1
So2

So3

T0
T1 T3上側

(17pin)

下側
(14pin) G2

So0
NC

NC
O1

O2
O3

T2

 
 形 G9SP-N10D 

NC NCSi0

So8

Si1

So9

Si2

So10

Si3

So11

Si4

So12

Si5

So13

Si6

So14

Si7

So15

Si8
Si9

V2

V1 G1

So1
So2

So3

NC
NC

T0

So7
So4

So5
So6

T1上側
(24pin)

下側
(19pin) G2

So0NC

NC
NC

T2
T3

T4
T5

 
 形 G9SP-N20S 

NC

NC

NCSi0
Si1

Si2
Si3

Si4
Si5

Si6
Si7

Si8
Si9

Si10
Si11

Si12
Si13

Si14
Si15

Si16
Si17

Si18

V2

V1 G1

T0
T1

T2

Si19上側
(24pin)

下側
(19pin)

So0
G2 So1

So2
So3

So4
So5

So6
So7

NC
NC T3

T4
T5  

 
 内部結線図 

D＋

D－

USB

内部回路

安全入力
　回路

テスト出力
　 回路

安全出力
　回路

標準出力
　回路

DC24VV1

G1

Si0

Si19

T0

T5

V2

G2

So0

So7

O0

O3

L

L

L

L

 

 
 

 端子名称 
端子名称 説明 

V1/G1 内部回路・入力回路用電源端子(DC24V) 
V2/G2 出力回路用電源端子(DC24V) 
NC 未接続 (なにも接続しないでください) 
Si0 - Si19 安全入力端子 
T0 - T5 テスト出力端子 
So0 - So15 安全出力端子 
O0 - O3 標準出力端子 
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2－1－3 一般仕様 
項目 仕様 

電源電圧 V1,V2 DC24V （DC20.4 ~ 26.4V -15 % +10%） 
消費電流 *1 400mA（V1：300mA, V2：100mA）（N10S） 

500mA（V1：300mA, V2：200mA）（N10D） 
500mA（V1：400mA, V2：100mA）（N20S） 

絶縁構造 ClassⅢ（SELV） 
過電圧カテゴリ II 
耐ノイズ性 IEC61131-2 準拠 
耐振動 5~ 8.4Hz: 3.5 mm, 8.4~ 150Hz: 9.8 m/s2 
耐衝撃 147m/s2: 11ms 
取り付け方法 DIN レール取り付け（IEC60715 TH35-7.5/TH35-15） 

または M4 ネジ取り付け 
使用周囲温度 0 ~ +55℃ 
使用周囲湿度 10 ~ 90% （結露なきこと） 
保存周囲温度 -20 ~ +75℃ 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
使用高度 標高 2000ｍ以下 
汚染度 汚染度 2 
保護構造 IP20 （端子台を除く） 
端子台ネジ M3 セルフアップネジ 

*1 外部接続機器の消費電流は含みません。 
 

2－1－4 入出力仕様 

 入出力点数一覧 
項目 形 G9SP-N10S 形 G9SP-N10D 形 G9SP-N20S 

安全入力 10 点 10 点 20 点 
安全出力 4 点 16 点 8 点 
テスト出力 4 点 6 点 6 点 
標準出力 4 点 -- -- 

 安全入力仕様 
項目 仕様 

入力タイプ シンク入力(PNP 対応) 
入力電流 6mA 
ON 電圧 DC11V 以上(各入力端子と G1 間) 
OFF 電圧 DC5V 以下(各入力端子と G1 間) 
OFF 電流 1mA 以下  

 使用上の注意 

セーフティライトカーテンなどの半導体出力タイプの安全機器には、配線異常を検出するため

にパルスを出力するものがあります。G9SP シリーズの安全入力端子に半導体出力タイプの安

全機器を接続する際は、下記の点にご注意ください。 
・半導体出力 ON 時の OFF パルス幅： 700µs 以下であること 

 

700µs 以下
 

・半導体出力 OFF 時の ON パルス幅： 30µs 以下であること 
 

30µs 以下   
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 テスト出力仕様 
項目 仕様 

出力タイプ ソース出力（PNP 対応） 
定格出力電流 G9SP-N10S T0, T1 

T2 
T3 
T0-2 合計 

：60mA 以下 
：30mA 以下  *1 
：300mA 以下 *2 
：60mA 以下 

G9SP-N10D T0, T1, T2 
T3 
T4, T5 
T0-2, T4-5 合計 

：60mA 以下 
：300mA 以下 *2 
：30mA 以下 *1 
：60mA 以下 

G9SP-N20S T0, T1, T2  
T3 
T4, T5  
T0-2, T4-5 合計 

：100mA 以下 
：300mA 以下 *2 
：30mA 以下 *1 
：120mA 以下 

ON 残電圧 1.8V 以下（各テスト出力端子と V1 間） 
漏れ電流 0.1mA 以下 

*1: オムロン製 形 D40A-2/D40A/D40Z 非接触式ドアスイッチを接続可能 
*2: ミューティングランプ出力（断線検知）機能つき 

 
 安全出力仕様 

項目 仕様 
出力タイプ ソース出力（PNP 対応） 

定格出力電流 1 出力当たり 
4 出力当たり 

：0.8A 以下 
：1.6A 以下（N10S,N20S） *1 
：1.2A 以下（N10D） *2 

ON 残電圧 1.2V 以下（各出力端子と V2 間） 
OFF 残電圧 2V 以下 
漏れ電流 0.1mA 以下 

*1: So0～So3,So4～So7 の各４点の合計 
*2: So0～So3,So4～So7,So8～So11,So12～So15 の各４点の合計 

 

 使用上の注意 

安全出力がパルス出力に設定されている場合、接続機器がOFFパルス (パルス幅:640μs) 
によって誤動作しないようご注意ください。 

 
 標準出力仕様(G9SP-N10S のみ) 

項目 仕様 
出力タイプ ソース出力(PNP 対応) 
ON 残電圧 1.5V 以下（各出力端子と V2 間） 
負荷電流 100mA 以下 
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入力配線 

 接点出力タイプの機器 
非常停止押しボタンスイッチやセーフティリミットスイッチなどの接点出力タイプの機器は、G9SP シリ

ーズの安全入力端子(Si)をテスト出力端子(To)と組み合わせて使用します。 

 

To 

Si 

G9SP 
V1 

G1 

DC24V

6mA typ

 
 

テスト出力 1 点に接続されるケーブルの配線長は 600m 以下にしてください。 

 

To0 

Si0 

G9SP 

Si1 

L1

L2

L3

L4

L1+L2+L3+L4 ≦ 600m
 

 
 PNP半導体出力(電流ソース出力タイプ)の機器 

ライトカーテンなどの PNP 半導体出力機器の信号は安全入力端子(Si)に入力します。 
最大配線長は接続する機器の仕様を確認ください。 

 

Si 

G9SP 

V1 

G1 

DC24V

6mA typ

PNP 半導体
出力機器
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出力配線 

・出力機器の接続は以下を参考にしてください。 
・出力端子から出力機器までのケーブル長は 100m 以下にしてください。 

 

So 

G9SP 

V2 

G2 

DC24V

0.8A max 

L 

 
 
 



2－1 G9SP シリーズ 
 

2-11 
 

2 

各
部
の
名
称
と
仕
様 

G9SP シリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306） 

 

2－1－5 安全入力機能の解説 
ここでは、G9SP シリーズの安全入出力機能のうち、安全入力機能について説明します。G9SP シリ

ーズでは、安全入力端子にて、接続する外部機器の診断を行います。 
 

接続可能な外部機器 

接続可能な外部機器（安全機器、非安全機器）を示します。 
種類 例 

メカ接点タイプの安全機器 非常停止スイッチ、セーフティリミットスイッチ、セーフティドアスイッ

チ、イネーブルスイッチ、2 ハンドスイッチなど 
半導体出力タイプの安全機器 セーフティライトカーテン、レーザスキャナなど 
非安全機器 リセットスイッチ、ミューティングセンサなど 

 
また、以下のオムロン製安全機器を、専用コントローラをなしに直接接続することができます。 

種類 形式と対応カテゴリ / PL 
オムロン製 シングルビームセーフティセンサ 形 E3ZS、形 E3FS ※安全カテゴリ 2、および PLc まで適合 
オムロン製 非接触式ドアスイッチ 形 D40A-2 

形 D40A 
形 D40Z 

※安全カテゴリ 4、および PLe まで適合 
※安全カテゴリ 3、および PLd まで適合 
※安全カテゴリ 4、および PLe まで適合 

オムロン製 セーフティマット 形 UM ※安全カテゴリ 3、および PLd まで適合 

 

安全入力端子の設定方法 

G9SP シリーズの安全入力端子は、G9SP コンフィグレータにより、接続する外部機器を選択すること

で簡単に設定できます。（詳細は 「6－2－2 ハードウェア設定」参照） 

接続する機器を、接続する端子へドラッ
グ&ドロップします。これにより安全入
力端子の設定が完了します。 

設定される内容が表示されます。 

安全入力端子と組合せ
られるテスト出力端子
番号です。 

選択した接続機器が表示されます。 
「I/O コメント」はプログラムで使
用する名称です。 
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外部機器との接続例 

 メカ接点タイプの安全機器を接続する場合 
非常停止スイッチなどのメカ接点タイプの安全機器を接続する場合について、非常停止スイッチを例

に挙げて説明します。 
【配線例】 
非常停止スイッチを二重化で使用する場合は、テスト出力端子と組み合わせます。 

Si0

T0 T1

Si1

2212

11 21

         Si0

T0

Si1

12 22

11 21

 
入力信号間の短絡検知が必要な場合    入力信号間の短絡検知が不要な場合 
 
【G9SP コンフィグレータの設定例】 

 
 
 

 半導体出力タイプの安全機器を接続する場合 
セーフティライトカーテンなどの半導体出力タイプの安全機器を接続する場合について、セーフティラ

イトカーテンを例に挙げて説明します。 
【配線例】 
セーフティライトカーテンの OSSD 出力など DC24V 半導体出力を入力します。 
OSSD 出力信号ラインの異常は、外部接続機器側で検出されます。 

Si0

Si1

セーフティ
ライトカーテン

制御出力 1（OSSD 1）

制御出力 2（OSSD 2）

24VDC
0V

24VDC
24V

0V 0V

投
光
器

受
光
器

 
 
【G9SP コンフィグレータの設定例】 
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 オムロン製シングルビームセーフティセンサ形 E3ZS/E3FSを接続する場合 
オムロン製シングルビームセーフティセンサ形 E3ZS/E3FS を接続する場合について説明します。 

【配線例】 
シングルビームセーフティセンサの制御出力 DC24V 半導体出力を入力します。 

シングルビーム
セーフティセンサ

24VDC
0V

L1

L1+L2≦100m

L2

投
光
器

受
光
器

テ
ス
ト
入
力
（
桃
）

0V（
青
）

24V（
茶
）

T3

Si0

24V（
茶
）

モ
ー
ド
（
桃
）

0V（
青
）

制
御
出
力
（
黒
）

 
 
【G9SP コンフィグレータの設定例】 

 
 

 使用上の注意 

・G9SP シリーズ（ユニット Ver.1.□）への接続可能最大数は 1 台です。 
・G9SP シリーズ（ユニット Ver.2.0 以降）への接続可能最大数は以下です。 
  形 G9SP-N10S の場合 4 台（1 台×4 系統） 
  形 G9SP-N10D/20S の場合 6 台（1 台×6 系統） 
・シングルビームセーフティセンサ形 E3ZS/E3FS の総配線長（上図の L1+L2）は、100m 以内

で配線してください。 
・シングルビームセーフティセンサ形 E3ZS/E3FS は、安全カテゴリ 2、および PLc までのアプリ

ケーションにて使用できます。安全カテゴリ 3、および PLd 以上のアプリケーションには適用で

きないので、ご注意ください。 
・複数のシングルビームセーフティセンサを使用する場合、配線間短絡が検出できない場合

があります。そのため、安全カテゴリ 2 を満足するには、シングルビームセーフティセンサの接

続の際には、ケーブルを外部ダメージから保護する必要があります。ダクトの使用や系統ごと

にケーブルを分けるなどの対策を行ってください。また、専用ケーブル（形 XS2F）の使用によ

る対策も可能です。 
・シングルビームセーフティセンサのテスト周期は以下のとおりです。 
ユーザシステムの規格適合性を判断する場合、参照してください。 
  形 G9SP-N10S：112×サイクルタイム（ms） 
  形 G9SP-N10D/20S：168×サイクルタイム（ms） 
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 オムロン製非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z を接続する場合 
オムロン製非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z を接続する場合について説明します。 

【配線例】 
オムロン製非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z の非接触式ドアスイッチ出力

（黒）を安全入力端子に入力します。この信号は 1 本の信号線となっています。G9SP シリ

ーズと接続する場合、分岐（下図例の Si0,Si1）して使用してください。 
また、使用するテスト出力端子は 1 個のみであり、形 D40A-2/D40A/D40Z の非接触式ド

アスイッチ入力（白）を接続します。 
形 D40A-2/D40A/D40Z は 1 つのテスト出力端子につき、最大 15 台まで直列接続できます。 

黒 茶白 青 黒 茶白 青 黒 茶白 青

T4

0V

24VDC

Si0

L1

L1+L2+……+Ln+1+Ln+2≦100m

L2

n台（最大15台）

Ln+1

Ln+2

Si1

 
【G9SP コンフィグレータの設定例】 

 

 使用上の注意 

・G9SP シリーズへの接続可能最大数は以下です。 
   形 G9SP-N10S の場合、15 台（15 台 x 1 系統） 
   形 G9SP-N10D/20S の場合、30 台（15 台 x 2 系統） 
・非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z を接続できるテスト出力端子には以下の制限

があります。ご注意ください。 
   形 G9SP-N10S の場合、T2 のみ 
   形 G9SP-N10D/20S の場合、T4、および、T5 のみ 
・非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z の総配線長（上図の L1+L2+…+Lｎ+2）は、

100m 以内で配線してください。 
・非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z の入力線には、メカニカル接点、および、セン

サを使用できません。 
・非接触式ドアスイッチ形 D40A-2 は、安全カテゴリ 4、および PLe までのアプリケーション

にて使用できます。 
・非接触式ドアスイッチ形 D40A は、安全カテゴリ 3、および PLd までのアプリケーションにて使

用できます。安全カテゴリ 4、および PLe のアプリケーションには適用できないので、ご注意く

ださい。 
・非接触式ドアスイッチ形 D40Z は、安全カテゴリ 4、および PLe までのアプリケーションにて使

用できます。 
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 参考 

形 D40A-2/D40A/D40Z の標準タイプ（ケーブル付）をご使用時、および形XS2F/XS2W を使

用した分岐接続時、総配線長はケーブル長×2 で加算します。 

 
 オムロン製セーフティマット形 UM を接続する場合 
オムロン製セーフティマット形 UM を接続する場合について説明します。 

【配線例】 
オムロン製セーフティマット形 UM のセーフティマット出力を安全入力端子に入力します。 
形 UM は 1 系統のみ設定でき、最大 12 枚まで直列接続できます。 

L1

L2

L3
本例では

セーフティマット 1

青 白

黒 茶

黒 茶

セーフティマット 2

セーフティマット形UMを
2枚連結した場合の配線例です。

青 白

L1+L2+L3≦100m

 
 
【G9SP コンフィグレータの設定例】 

 
 

 使用上の注意 

・G9SP シリーズへの接続可能最大数は以下です。 
     12 枚（12 枚×1 系統） 
・セーフティマット形 UM の総面積は、18m2 以内で使用してください。 
・セーフティマット形 UM の総配線長は、100m 以内で配線してください。 
・セーフティマット形 UM は、安全カテゴリ 3、および PLd までのアプリケーションにて使用できま

す。安全カテゴリ 4、および PLe のアプリケーションには適用できないので、ご注意ください。 

 

 参考 

セーフティマット形 UM の付属ケーブルおよび延長ケーブル形 UMEC-××をご使用の場合、

総延長はケーブル長×2 で加算します。 
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 オムロン製マットコントローラ形 MC3を接続する場合 
安全オムロン製マットコントローラ形 MC3 を接続する場合について説明します。 

【配線例】 
オムロン製マットコントローラ形 MC3 の安全出力を安全入力端子に入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
マットコントローラ 
MC3 

 
 
 
 
 
 

【G9SP コンフィグレータの設定例】 

 
 

 使用上の注意 

安全入力端子の ON ディレー時間；30ms 以上を設定し、ご使用ください。 

 
 

T0 T1

Si0 Si1

24

2313

14
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安全入力端子が持つ機能一覧 

G9SP シリーズの安全入力端子が持つ機能について説明します。G9SP コンフィグレータにより接続

する外部機器を選択することで、以下の機能が自動的に設定されます。 

自己診断機能 

テストパルス評価機能

安全入力端子をデュアルチャネル
（二重化）で使用時に、その２入
力の整合性をチェックできます。

デュアルチャネル評価機能

接続されている外部機器の故障や
配線異常を検出するために、一定
間隔でパルスを出力します。安全
機器によりテストパルスの種類が
異なります。 

メカ接点機器用

テストパルスなし

シングルビームセーフティセンサ用 

非接触式ドアスイッチ用

セーフティマット用

その他の機能 

入力フィルタ機能

安全入力端子の自己診断機能によ
り検出した異常の箇所と要因を通
知する機能です。 

異常通知機能

正常 ON 時は黄色 LED、異常発生時は赤色 LED で確認できます。

G9SP コンフィグレータを用いることで、異常要因（例：外部接
続機器の故障、短絡・地絡などの配線異常）を確認できます。 

接続されている外部機器のチャタリングやノイズによる誤動作を防止するために、オンディ
レー、オフディレーを設定できます。 

オフディレー

オンディレー

I/O LEDによる確認

G9SPコンフィグレータでの確認 

オプションボード通信での確認 

G9SP コンフィグレータの場合と同じ情報をオプションボード通
信経由で標準 PLC へ送信できます。 

2 入力が同値であることをチェックします。 

2 入力が反転値であることをチェックします。 

デュアルチャネル同値入力

デュアルチャネル反転入力

セーフティマット用

セーフティマット用 2 入力の論理チェックをします。 

安全入力機能 プログラム
実行機能

安
全
入
力
端
子 

安
全
出
力
端
子 

安全入力端子に取り込まれた値は、安全入力機能により評価された後にプログラムへ渡されます。 

安全出力機能

二重化しません。

シングルチャネル

 
 

テストパルス評価機能 

テスト出力端子から一定間隔のテストパルス付き 24V を出力し、接続されている外部機器の故障や

配線異常を検出する機能です。本機能は以下のパラメータの組合せで実現されます。 
・テストパルス診断 
・テストソース 
・テストパルス種別 
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Si0 と T0 を組み合わせるとき 

外部接点 

V1 

G1 

T0 

Si0 

G9SP 

24V 
0V テスト出力端子 T0 よりテストパルス付

き 24V が出力され、安全入力端子 Si0
側で正常にテストパルスが戻ってくる
ことを監視しています。 

例えば、入力信号の電源(プラス側)
への短絡が検知可能です。 

 
 

 テストパルス診断 
安全入力端子に接続する外部機器の種類に応じて設定されます。 

設定 説明 
テストパルスなし テスト出力端子からのテストパルスによる診断を行いません。 

セーフティライトカーテンのような半導体出力タイプの安全機器や非安全機

器を接続する場合に使用します。 
テストパルスあり テスト出力端子からのテストパルスによる診断を行います。 

接続する安全機器にあわせて、テストソースで使用するテスト出力のモードを

選択します。 

 
 テストソース 
テストパルス診断を”テストパルスあり”に設定した場合に、組み合わせるテスト出力端子を決定するた

めの設定です。G9SP コンフィグレータでは自動的に割当てられますが、任意の端子に変更すること

も可能です。 
 

 使用上の注意 

非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z を接続できるテスト出力端子には以下の制限

があります。ご注意ください。 
   形 G9SP-N10S の場合、T2 のみ 
   形 G9SP-N10D/20S の場合、T4、および、T5 のみ 

 
 テストパルス種別 
テストパルス診断を”テストパルスあり”に設定した場合に、外部機器に応じたテストパルスを出力する

ための設定です。 
設定 説明 

メカ接点 メカ接点機器を接続します。メカ接点機器を経由して、安全入力端子にテスト

出力信号（パルス出力）を入力します。 
入力信号線の電源(プラス側)への接触、地絡、他の入力信号線との短絡が検

知できます。 
シングルビーム 
セーフティセンサ 

オムロン製シングルビームセーフティセンサ形 E3ZS/E3FS を接続します。シン

グルビームセーフティセンサ診断用テスト信号が出力されます。 
非接触式ドアスイッチ オムロン製非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A/D40Z を接続します。形

D40A-2/D40A/D40Z 用テスト信号が出力されます。 
セーフティマット オムロン製セーフティマット形 UM を接続します。セーフティマット診断用テスト

信号が出力されます。 
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デュアルチャネル評価機能 

G9SP シリーズは、安全入力端子をデュアルチャネル（二重化）で使用することができます。その際に、

2 入力間のデータずれを評価する機能です。本機能は以下のパラメータの組合せで実現されます。 
・シングル／デュアル 
・デュアルチャネル監視時間 

 シングル／デュアル 
設定 説明 

シングルチャネル 独立した安全入力端子として使用します。 
デュアルチャネル同値入力 ペアになる安全入力端子とともに、デュアルチャネル同値入力として

使用します。 
デュアルチャネル反転入力 ペアになる安全入力端子とともに、デュアルチャネル反転入力として

使用します。 
セーフティマット ペアになる安全入力端子をセーフティマット入力として使用します。 

 
 デュアルチャネル監視時間 

デュアルチャネル設定された 2 つの入力のうち、一方の入力の値が変化してから、他方が変化する

までの時間を監視します。設定した時間以内に他方の入力に変化がない場合、異常と判断します。 
この監視時間は 0（無限）から 65530ms まで 10ms 単位で設定できます。 
シングルチャネル設定した場合には、この監視時間設定はできません。 

 
 入力 I/Oタグとの関係 

安全入力端子に入力されたデータは、下記のように評価されます。プログラムで使用する入力 I/O タ

グへは、この評価後の値が反映されます。 
安全入力端子の

入力信号 
評価後の値 

シングル／デュアル 
Si (x) Si (x) 

状態の意味 

0 0 インアクティブ(OFF) 
シングルチャネル 

1 1 アクティブ（ON） 

 
安全入力端子の 

入力信号 
評価後の値 

シングル／デュアル 
Si (n) Si (n+1) Si (n) Si (n+1)

状態の意味 

0 0 0 0 インアクティブ(OFF) 
0 1 0 0 2 入力間データずれ 
1 0 0 0 2 入力間データずれ 

デュアルチャネル 
同値入力 

1 1 1 1 アクティブ（ON） 
0 0 0 1 2 入力間データずれ 
0 1 0 1 インアクティブ(OFF) 
1 0 1 0 アクティブ（ON） 

デュアルチャネル 
反転入力 

1 1 0 1 2 入力間データずれ 
ｎ＝偶数 
 

評価後の値 
シングル／デュアル セーフティマットの状態

Si (n) Si (n+1)
状態の意味 

無荷重 1 1 アクティブ（ON） 
セーフティマット 

荷重 0 0 インアクティブ(OFF) 
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・ デュアルチャネル同値入力設定時の動作（正常時） 

 Si 0 端子

Si 1 端子

デュアルチャネル監視時間

I/O タグ
Si 0 

I/O タグ
Si 1 

デュアルチャネル監視時間

 
 

・ デュアルチャネル同値入力設定時の動作（デュアルチャネル監視異常時） 

 Si 0 端子

Si 1 端子

I/O タグ
Si 0 

I/O タグ
Si 1 

デュアルチャネル監視時間デュアルチャネル監視時間

 
 

入力フィルタ機能 

安全入力端子に接続された外部機器のチャタリングやノイズによる誤動作を防止するために、ON デ

ィレー、OFF ディレーを設定できます。 
ON ディレー／OFF ディレー時間は、各端子に対して 0 から 1000ms の範囲で設定できます。 
ディレー値が大きいほどチャタリングやノイズへの耐性があがりますが、入力信号に対する応答が遅く

なります。 

T ONディレー T OFFディレー

リミットスイッチ
 などの入力

I/Oタグ  

 
 

 使用上の注意 

・ON ディレー／OFF ディレー時間は、G9SP シリーズのサイクルタイムの倍数でのみ設定でき

ます。プログラムの内容が変化するなどで、サイクルタイムが変化した場合、ON ディレー／

OFF ディレーの値も変化します。 
例）サイクルタイム 5ms 時：ON ディレー 5ms×10＝50ms、OFF ディレー 5ms×5＝25ms 

サイクルタイム 6ms に変化後：ON ディレー 6ms×10＝60ms、OFF ディレー 6ms×5＝30ms 
・OFF ディレー使用時は、その分安全応答性能へ影響します。安全応答性能へ加算してくだ

さい。（参照先 「3―2 リアクションタイム」） 
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異常通知機能 

安全入力端子の自己診断機能により検出した異常の箇所と要因を通知する機能です。 
異常検出時、以下の 3 つの方法で確認することができます。 

・ G9SPシリーズ前面の I/O LEDによる確認 
G9SP シリーズは、安全入力端子で異常検出時、前面の I/O LED が赤点灯/点滅します。

これにより、異常を検出した端子を特定することができます。LED 表示パターンの詳細につ

いては、 「2―1―1 各部の名称と表示 LED」を参照してください。 

・ G9SPコンフィグレータでの確認 
安全入力端子で異常検出時、G9SP コンフィグレータをオンライン接続することで、異常を

検出した端子、ならびに、その異常要因を確認することができます。G9SP コンフィグレータ

操作方法、確認画面については、 「10―1 デバイスのモニタリング」を参照してくださ

い。 

・ オプションボード通信での確認 
安全入力端子で異常検出時、オプションボード通信を使用することにより、標準 PLC から

異常個所、ならびに、異常要因をモニタできます。オプションボードの通信方法、通信デー

タの詳細仕様については、 「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」を参

照してください。 
 

 異常検出時の動作 
G9SP シリーズは、安全入力端子で異常検出すると、 

・プログラムへ渡す安全入力評価データをインアクティブとします。 
・ERR LED を赤点滅、異常を検出した安全入力端子の I/O LED を赤点灯します。 
 デュアルチャネルで使用時は、相手端子を赤点滅します。 
・異常履歴に検出した異常を登録します。 
・運転を継続します。 
 

 異常のリセット 
安全入力端子で発生した異常から復帰するには、下記のすべての条件が必要です。 

・異常要因を取り除く。 
・インアクティブ信号を入力する（非常停止押しボタンを押す、扉を開けるなど）。 
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2－1－6 安全出力機能の解説 
ここでは、G9SP シリーズの安全入出力機能のうち、安全出力機能について説明します。G9SP シリ

ーズでは、安全出力端子にて、接続する外部機器の診断を行います。 
 

接続可能な外部機器 

接続可能な外部機器を示します。 
種類 例 

PNP 出力が接続可能な安全機器 安全リレー、コンタクタ 

 

安全出力端子の設定方法 

G9SP シリーズの安全出力端子は、G9SP コンフィグレータにより、接続する外部機器を選択すること

で簡単に設定できます。（詳細は 「6－2－2 ハードウェア設定」参照） 

接続する機器を、接続する端子へドラッ
グ&ドロップします。これにより安全出
力端子の設定が完了します。 

設定される内容が表示されます。

選択した接続機器が表示されます。
「I/O コメント」はプログラムで使
用する名称です。 
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外部機器との接続例 

出力機器の接続は以下を参考にしてください。 
 

So0o0～So15o15

G2G2

V2V2

DC24VC24V

L

G9SP
シリーズ

最大0.8A 

 
 

 
出力が故障し、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。安

全出力やテスト出力の定格値を超える負荷に対しては、絶対に使用しな

いでください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがありま

す。DC24Vラインとの短絡によって負荷が ONしないように出力ライン

と DC24Vラインが触れないよう適切に配線してください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがありま

す。安全出力ラインやテスト出力の地絡によって出力が ONしないよう

に、外部電源の 0V側を接地してください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがありま

す。下表に従って適切な制御機器を使用してください。 

 
制御機器 必要事項 

コンタクタ 強制ガイド機構を備えたコンタクタを使用してください。またコ

ンタクタの故障を検出するためのフィードバック信号として NC

接点もあわせて使用してください。フィードバック用の NC接点

は微小負荷(DC 24V, 6mA)に適用できるものを使用してください。

その他の制御機器 要求される安全カテゴリを満足できるかどうか十分に検証してか

ら使用してください。 

 

 使用上の注意 

・I/O 信号用ケーブルは高圧線、動力線から離して配線してください。 
・出力端子から出力機器までのケーブル長は 100m 以下にしてください。 
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安全出力端子が持つ機能一覧 

G9SP シリーズの安全出力端子が持つ機能について説明します。G9SP コンフィグレータにより接続

する外部機器を選択することで、以下の機能が自動的に設定されます。 

自己診断機能 

テストパルス評価機能

安全出力端子をデュアルチャネル
（二重化）で使用時に、その２出
力の整合性をチェックできます。

デュアルチャネル評価機能

接続されている外部機器との配線
異常を検出するために、一定間隔
でパルスを出力します。 

テストパルスあり

テストパルスなし

その他の機能 

安全出力端子の自己診断機能によ
り検出した異常の箇所と要因を通
知する機能です。 

異常通知機能 

正常 ON 時は黄色 LED、異常発生時は赤色 LED で確認できます。

G9SP コンフィグレータを用いることで、異常要因（例：外部接
続機器の故障、短絡・地絡などの配線異常）を確認できます。 

I/O LEDによる確認

G9SPコンフィグレータでの確認

オプションボード通信での確認

G9SP コンフィグレータの場合と同じ情報をオプションボード通
信経由で標準 PLC へ送信できます。 

2 出力が同値であることをチェックします。 

デュアルチャネル同値出力

安全入力機能 プログラム
実行機能

安
全
入
力
端
子 

安
全
出
力
端
子 

プログラムで実行された結果を受け取り、安全出力機能により評価された値を端子へ出力します。 

安全出力機能

二重化しません。

シングルチャネル

 

 

テストパルス評価機能 

安全出力端子から一定間隔のテストパルス付き 24V を出力し、配線異常を検出する機能です。本

機能は以下のパラメータで実現されます。 
・テストパルス診断 
 

 テストパルス診断 
テストパルス評価の有無を決定するパラメータです。本パラメータの設定内容により、検出できる異常

が異なります。 
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故障モード 

電源ライン（＋側）への

接触 
地絡 出力配線間の短絡 

チャネル 
モード 

動作モードの説明 
出力 

ON 時 
出力 

OFF 時

出力 
ON 時 

出力 
OFF 時

出力 
ON 同士の

短絡時 

出力 
OFF 同士

の短絡時 

出力が 
異なる配

線の短絡

テストパルスなし 
出力 ON 時にテストパ

ルスを出力しません。 
検知 
不可 

検知 
可 

検知 
可 

検知 
不可 

検知 
不可 

検知 
不可 

検知 
可 

テストパルスあり 
出力 ON 時にテストパ

ルスを出力します。 
検知 
可 

検知 
可 

検知 
可 

検知 
不可 

検知 
可 

検知 
不可 

検知 
可 

 

 使用上の注意 

・断線故障は、EDM ファンクションブロックを用いることで検出できます。 
・“テストパルスあり”に設定されると、安全出力 ON 時、出力回路診断のため OFF パルス信号

（パルス幅：640μs）が出力されます。この OFF パルスによって誤動作しないように、接続さ

れる制御機器の入力応答時間にご注意ください。 

 

デュアルチャネルモード設定 

G9SP シリーズは安全出力端子をデュアルチャネル（ペア）で使用することができます。 
デュアルチャネルで使用すると、 

・プログラム実行機能からの 2 つの出力が同値でなかった場合、異常と判定します。 
・2 つの出力端子のうち一方でも異常が検出されると、外部機器に対する 2 つの出力をとも

に遮断します。 
本機能は以下のパラメータで実現されます。 

・シングル／デュアル 
 シングル／デュアル 

設定 説明 
シングルチャネル 独立した安全出力端子として使用します。 
デュアルチャネル同値出力 ペアとなる安全出力端子とともに、デュアルチャネル出力として使用します。

ペアとなる安全出力がともに正常な場合、出力を ON します。 

 出力 I/Oタグとの関係 
チャネルモード設定によって、プログラムで使用する出力 I/O タグのデータは、下記のように安全出力

端子に反映されます。 

出力 I/O タグの値 
安全出力端子から

の出力信号 シングル／デュアル 
So (x) So (x) 

状態の意味 

0 0 インアクティブ(OFF) 
シングルチャネル 

1 1 アクティブ（ON） 

 

出力 I/O タグの値 
安全出力端子からの

出力信号 シングル／デュアル 
So (n) So (n+1) So (n) So (n+1)

状態の意味 

0 0 0（OFF） 0（OFF） インアクティブ（OFF） 
0 1 0（OFF） 0（OFF） 出力データ異常（OFF） 
1 0 0（OFF） 0（OFF） 出力データ異常（OFF） 

デュアルチャネル 
同値出力 

1 1 1（ON） 1（ON） アクティブ（ON） 
ｎ＝偶数 
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異常処理 

安全出力端子の自己診断機能により検出した異常の箇所と要因を通知する機能です。 
異常検出時、以下の 3 つの方法で確認することができます。 

 
 G9SP シリーズ前面の I/O LED による確認 

G9SP シリーズは、安全出力端子で異常検出時、前面の I/O LED が赤点灯/点滅します。

これにより、異常を検出した端子を特定することができます。LED 表示パターンの詳細につ

いては、 「2―1―1 各部の名称と表示 LED」を参照してください。 
 G9SP コンフィグレータでの確認 

安全出力端子で異常検出時、G9SP コンフィグレータをオンライン接続することで、異常を

検出した端子、ならびに、その異常要因を確認することができます。G9SP コンフィグレータ

操作方法、確認画面については、 「10―1 デバイスのモニタリング」を参照してくださ

い。 
 オプションボード通信での確認 

安全出力端子で異常検出時、オプションボード通信を使用することにより、標準 PLC から

異常個所、ならびに、異常要因をモニタできます。オプションボードの通信方法、通信デー

タの詳細仕様については、 「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」を参

照してください。 
 

 異常検出時の動作 
G9SP シリーズは、安全出力端子で異常検出すると、 

・異常が検出された安全出力端子は、プログラムに依存せずインアクティブになります 
・ERR LED を赤点滅、異常を検出した安全出力端子の I/O LED を赤点灯します。デュア

ルチャネルで使用時は、相手端子を赤点滅します 
・異常履歴に検出した異常を登録します 
・運転を継続します 
 

 異常のリセット 
安全出力端子で発生した異常から復帰するには、下記のすべての条件が必要です。 

・異常要因を取り除く。 
・該当する安全出力端子に対するユーザアプリケーションから出力 I/O タグへの出力信号

がインアクティブ。 
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2－2 拡張 I／Oユニット 
 

ここでは、拡張 I/O ユニットの各部の名称、入出力仕様、端子配列を説明します。 
外形寸法、質量については 「4-1 取り付け方法」、配線図については 「4-2 配線方法」を参

照してください。 
 

2－2－1 各部の名称と表示LED 

各部の名称と機能 

 標準入出力 20点ユニット（形 CP1W-20EDT／20EDT1） 

①入力端子 

④入力表示LED 

③出力端子 

⑥出力表示LED

⑤拡張コネクタ

②拡張I/O接続ケーブル

20EDT1

 
 

 標準出力 32点ユニット（形 CP1W-32ET／32ET1） 

③出力端子

⑤拡張コネクタ

②拡張I/O接続ケーブル

③出力端子

⑥出力表示LED

32ET

 
 

番号 名称 機能 

① 入力端子 入力機器を接続します。 

② 拡張 I/O 接続ケーブル となりの CPU ユニットまたは拡張 I/O ユニットと接続するための接続ケーブルです。 
延長したい場合、縦に配置したい場合は、I/O 接続ケーブル形 CP1W-CN811（長さ 800mm）

を使用します。 

③ 出力端子 出力機器を接続します。 

④ 入力表示 LED 入力状態を表示します。ON で点灯します。 

⑤ 拡張コネクタ CP シリーズの拡張 I/O ユニットを接続することができます。 
「1-1-2 基本システムと構成機器」 
「2-2 拡張 I/O ユニット」 

⑥ 出力表示 LED 出力状態を表示します。ON で点灯します。 
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入出力表示 LED（I／O LED） 

 
：消灯  ：点灯 

LED 名称 表示色 状態 内容 
黄 

 
入力信号が ON IN 0～n 

n：端子番号 
（標準入力端子） 

-- 
 

入力信号が OFF 

 
出力信号が ON OUT 0～n 

n：端子番号 
（標準出力端子） 

黄 

 
出力信号が OFF 

 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れが

あります。G9SPシリーズの LEDを安全関連のオペレーションに

使用しないでください。 
 

 

 
 

2－2－2 端子配列 

 標準入出力 20点ユニット（形 CP1W-20EDT／20EDT1） 

・ 入力（ユニット上部端子台） 

 COM 01 03 05 07 09 11

NC 00 02 04 06 08 10

COM
00-11
NC 

：コモン端子 
：入力端子 
：配線しないでください 

・ 出力（ユニット下部端子台） 
 

 00 01 02 04 05 07

COM COM COM 03 COM 06
 

COM 
00-07

：コモン端子 
：出力端子 

 
 標準出力 32点ユニット（形 CP1W-32ET／32ET1） 

・ 出力（ユニット上部端子台） 
 

NC COM COM COM COM 05 07 COM 10 COM 13 15 NC NC NC

00 01 02 03 04 06 08 09 11 12 14 NC NC NC

 

COM 
00-15
NC 

：コモン端子 
：出力端子 
：配線しないでください 

・ 出力（ユニット下部端子台） 
 

 16 17 18 19 20 22 24 25 27 28 30 NC

NC COM COM COM COM 21 23 COM 26 COM 29 31

COM
16-31
NC 

：コモン端子 
：出力端子 
：配線しないでください 
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 配線図 標準入出力 20点ユニット（形 CP1W-20EDT／20EDT1） 

入力端子 

 形 CP1W-20EDT／20EDT1 

・ ユニット上部端子台 

 

COM
00-11
NC 

：コモン端子 
：入力端子 
：配線しないでください 

 
 出力端子 

  形 CP1W-20EDT（シンクタイプ トランジスタ出力） 

・ ユニット下部端子台 

 

COM
00-07

：コモン端子 
：出力端子 

 
  形 CP1W-20EDT1（ソースタイプ トランジスタ出力） 

・ ユニット下部端子台 

 

COM
00-07

：コモン端子 
：出力端子 
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 配線図 標準出力 32点ユニット（形 CP1W-32ET／32ET1） 

出力端子 

 形 CP1W-32ET（シンクタイプ トランジスタ出力） 

・ ユニット上部端子台 
COM 
00-15 
NC 

：コモン端子 
：出力端子 
：配線しないでください

・ ユニット下部端子台 

 

COM 
16-31 
NC 

：コモン端子 
：出力端子 
：配線しないでください

 
  形 CP1W-32ET1（ソースタイプ トランジスタ出力） 

・ ユニット上部端子台 
COM 
00-15 
NC 

：コモン端子 
：出力端子 
：配線しないでください

・ ユニット下部端子台 

 

COM 
16-31 
NC 

：コモン端子 
：出力端子 
：配線しないでください
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2－2－3 入出力仕様 
拡張 I/O ユニットの入出力仕様について説明します。 
 入力仕様 【形 CP1W-20EDT/20EDT1】 

項目 仕様 

入力電圧 DC24V、＋10% / －15% 

入力インピーダンス 4.7kΩ 

入力電流 5mA TYP 

ON 電圧 最小 DC 14.4V 

OFF 電圧 最大 DC 5.0V 

ON 応答時間 1ms 以下 （＊） 

OFF 応答時間 1ms 以下 （＊） 

回路構成 

内部回路

入力表示LED
IN

IN

COM

4.7kΩ

75
0Ω

 

＊： 応答時間はハード的なディレー時間の数値です。 
 

 安全上の要点 

入力端子には定格電圧を超える電圧を印加しないでください。 
 

 出力仕様（トランジスタ出力：シンク／ソースタイプ） 
仕様 項目 

形 CP1W-20EDT／EDT1 形 CP1W-32ET／32ET1 
DC 24V 
＋10%／-5% 
0.3A／点 

DC 4.5～30V 
0.3A／点 

最大開閉能力 
（＊1） 

0.9A／コモン 
1.8A／ユニット 

0.9A／コモン 
7.2A／ユニット 

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下 
残留電圧 1.5V 以下 1.5V 以下 
ON 応答時間 0.1ms 以下 0.1ms 以下 
OFF 応答時間 1ms 以下 

DC24V, +10%／-5%, 5～300mA 時 
1ms 以下 
DC24V, +10%／-5%, 5～300mA 時 

同時 ON 最大点数 8 点（100%負荷） 24 点（75%負荷） 
ヒューズ（＊2） あり（1 個／コモン） 
回路構成 

L

L

出力表示LED

内部回路

COM (-) 

OUT

OUT
DC24V/
DC4.5～
30V

シンクタイプ(形CP1W-20EDT,形CP1W-32ET)

 
L

L

出力表示LED

内部回路

COM (+) 

OUT

OUT

ソースタイプ(形CP1W-20EDT1,形CP1W-32ET1)

DC24V/
DC4.5～
30V
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＊1：周囲温度が 50℃以下の場合、最大 0.9A／コモンの開閉が可能です。 

0.9

0.8

 (A) 

0

周囲温度

コ
モ
ン
総
電
流

50 55 (℃)

 
＊2：ユーザによるヒューズ交換はできません。ショートなどの過電流でヒューズが切れたときは、ユニットを

交換してください 
 

 安全上の要点 

出力端子には最大開閉能力を超える電圧の印加や負荷の接続をしないでください。 

 
 

2－2－4 消費電流 
 

消費電流 ユニット名称 型式 
DC5V DC24V

形 CP1W-20EDT 20 点入出力 
 入力 12 点 
 出力 8 点 

形 CP1W-20EDT1 
0.130A － 

形 CP1W-32ET 

拡張 I/O ユニット 

32 点出力 
 形 CP1W-32ET1 

0.113A － 
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2－3 オプションユニット 
 

ここでは、オプションユニットの各部の名称、コネクタ配列、通信仕様などを説明します。 
外形寸法、質量については「4-1 取り付け方法」、配線図については「4-2 配線方法」を参照してくだ

さい。 
 

2－3－1 RS-232Cオプションボード（形CP1W-CIF01） 

各部の名称とコネクタ配列 

 

COMM

表面 裏面

①通信状態表示LED

③CPU ユニット接続
コネクタ

②RS-232C コネクタ  
 

 通信状態表示 LED 
シリアル通信中のとき、点滅します。 
 

 RS-232Cコネクタ 
ピン番号 信号略称 信号名称 信号方向 

1 FG 保安用接地 － 
2 SD(TXD) 送信データ 出力 
3 RD(RXD) 受信データ 入力 
4 RS(RTS) 送信要求 出力 
5 CS(CTS) 送信可 入力 
6 5V 電源 － 
7 DR(DSR) データセットレディ 入力 
8 ER(DTR) 端末装置レディ 出力 
9 SG(0V) 信号用接地 － 

5 

6 

1 

9  

コネクタ口金 FG 保安用接地 － 

 

 使用上の注意 

オプションボードの着脱は、必ず G9SP シリーズの電源が OFF の状態で行ってください。 

 
 

通信仕様 

G9SP シリーズの RS-232C シリアル通信は、無手順プロトコルでのみ可能です。 
接続する標準 PLC 側の通信設定を、「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」を参照し

て設定してください。 
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項目 仕様 

接続方式 D-SUB 9P (メス) 
最大伝送距離 15m（通信速度 9,600bps のとき） 

3m（通信速度 115,200bps のとき） 
通信プロトコル 無手順 
最大データ長 「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」 

スタートコード 0x0040 フレーム形式 
エンドコード 受信バイト 198 
通信速度 9,600bps / 115,200bps（ユニット Ver.2.0 以降） 通信設定 
パラメータ データ長 : 8bit, 

ストップビット : 1bit 
パリティ : E（偶数パリティ） 

消費電流 CPU ユニットに含む 
質量 CPU ユニットに含む 

 

2－3－2 Ethernetオプションボード（形 CP1W-CIF41） 

各部の名称とコネクタ配列  

IP ADDRESS:

SUBNET MASK:

COMM ERR 10BASE-T
100BASE-TX

 

IPアドレス用ラベル 
ユーザが設定した IPアドレスとサブネットマスクの値を、
ユーザが記入してユニット前面に貼ることができるラベル
を添付しています。 
設定値を必ず記載して、ユニット本体に貼ってください。

Ethernetコネクタ 
Ethernetツイストペアケーブルを接続します。 

LED表示 
動作状態を表示します。 

 
 

 通信状態表示 LED 
LED 色 Status 意味 

消灯 データを送信、受信もしていない COMM 黄 
点灯 データ送信または受信中 
消灯 Ethernet オプションボードは正常 
点灯 Ethernet オプションボードが通信停止異常 

ERR 赤 

点滅 Ethernet オプションボードが通信継続異常 

 

 使用上の注意 

・Ethernet オプションボード 形 CP1W-CIF41 は、ユニット Ver2.0 以降のみ使用可能です。

それ以外を使用時は、G9SPシリーズが「サポート外のオプションボード」異常（MS LED赤点

滅）を検出します。 
・オプションボードの着脱は、必ず G9SP シリーズの電源が OFF の状態で行ってください。 
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通信仕様 

G9SP シリーズの Ethernet 通信は、UDP/IP プロトコルのみ可能です。 
接続する標準 PLC 側の通信設定を、「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」を参照し

て設定してください。 
 Ethernet通信仕様 

項目 仕様 
タイプ 100BASE-TX（10BASE-T として使用可能） 

媒体アクセス方式 CSMA/CD 
変調方式 ベースバンド 
伝送路形式 スター型 

100Mbps（100BASE-TX） 10Mbps（10BASE-T） 伝送速度 
ただし、G9SP シリーズと Ethernet オプションボード間の内部的な通信速度は、115.2kbps

伝送媒体 ツイストペアケーブル（非シールド：UTP）: カ

テゴリ 5、5e 
ツイストペアケーブル（シールド付：STP）: カ

テゴリ 5、5e で 100Ωのもの 

ツイストペアケーブル（非シールド：UTP）: カテ

ゴリ 3、4、5、5e 
ツイストペアケーブル（シールド付：STP）: カテ

ゴリ 3、4、5、5e で 100Ωのもの 
伝送距離 100m（ハブとノード間の距離） 

伝
送
仕
様 

カスケード接続数 スイッチングハブの使用において制限なし 
消費電流（ユニット） DC5V 130mA 以下 
耐振動 JIS 0040 に準拠 

10～57Hz：振幅 0.075mm、57～150Hz：加速度 9.8m/s2 
X/Y/Z 各方向 80 分（掃引時間 8 分×掃引回数 10 回=合計 80 分） 

耐衝撃 JIS 0041 に準拠 
147m/s2 X/Y/Z 各方向 3 回 

使用周囲温度 0～＋55℃ 
使用周囲湿度 10～90%（結露のないこと） 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 －20～＋75℃ 
質量 23g 以下 
外形寸法 36.4（W）×36.4（H）×28.2（D）mm 

 

 参考 

オムロン製標準 PLC とは、FINS/UDP による通信が可能です。 
 
 

2－3－3 メモリカセット（形CP1W-ME05M） 
G9SP シリーズでメモリカセットを使用する際の説明については、「第 11 章 メモリカセットによるバック

アップ／リストア」を参照してください。 
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この章では、G9SP シリーズの起動時間やリアクションタイムについて説明しています。 

  

3－1 起動時間 ....................................................................................................... 3-2

3－2 リアクションタイム（安全応答性能）......................................................................... 3-3
3－2－1 リアクションタイムの考え方 ...................................................................3-3
3－2－2 ローカル安全入出力リアクションタイム（安全応答性能） .........................3-3

 
 

 
 

応答性能の計算  



3－1 起動時間 
 

3-2 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

3－1 起動時間 
ここでは、G9SP シリーズの動作フロー、起動時間について説明します。 

 

動作フロー 

G9SP シリーズは、以下のようなサイクル動作を行います。 
 電源 ON 

初期処理 

システム処理 

I/O リフレッシュ（入力） 

サイクルタイム
(プログラム 

による) 

ユーザアプリケーション演算処理
（ロジック演算処理） 

I/O リフレッシュ（出力） 

USB/オプションボード通信処理

 

初期処理時間 

G9SP シリーズは電源投入時に初期処理を行います。この初期処理中、G9SP シリーズはハードウェ

アの自己診断を実行します。このため、電源投入から初期処理を終了するまでの時間は、最大 3 秒

となります。 
 

G9SPシリーズの運転（RUN）開始までの時間 

G9SP シリーズは、自動運転（自動実行）時、電源投入から最大 3 秒で運転（RUN）開始します。標

準 PLC から G9SP シリーズが正常に運転を開始したことを確認するためには、「ユニット正常運転ス

テータス」をモニタします。 
G9SP シリーズは、以下の条件により「ユニット正常運転ステータス」を ON します。 

・運転（RUN）開始 
・かつ、G9SP シリーズに異常が発生していない 
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3－2 リアクションタイム（安全応答性能） 
ここでは、G9SP シリーズのリアクションタイム（安全応答性能）の計算方法について説明します。 
 

3－2－1 リアクションタイムの考え方 

 リアクションタイム（安全応答性能）とは 
セーフティチェーン（安全入力機器－G9SP シリーズ－安全出力機器からなる、安全機能を実現す

るための論理的なつながりのこと）における障害や故障の発生も考慮した、出力遮断に要する最大時

間のことです。リアクションタイムから安全距離を求めます。 
 

3－2－2 ローカル安全入出力リアクションタイム（安全応答性能） 
ここでは、G9SP シリーズのローカル安全入出力リアクションタイムを示します。セーフティチェーン全

体のリアクションタイムを計算する場合は、ライトカーテンなどのセーフティセンサやスイッチ、セーフテ

ィリレーなどのアクチュエータのリアクションタイムを、別途加算してください。 
 

G9SP シリーズセーフティセンサ/
スイッチ 

アクチュエータ 

センサ/スイッチ 

リアクション 
タイム 

ローカル 

安全入出力 

リアクション

タイム 

アクチュエータ

リアクション 
タイム 

 
 

リアクションタイムを計算するための要素 

G9SP シリーズのローカル安全入出力リアクションタイムは、以下の条件により変化します。計算前に

条件や値を確認しておきます。 

・ サイクルタイム 
プログラムの量や内容によってサイクルタイムが変化します。 

・ 入力 OFFディレー時間 
チャタリング対策などのために入力 OFF ディレーを設定している場合は、リアクションタイム

に加算が必要です。 
 

 使用上の注意 

・プログラム変更によりサイクルタイムが変化した場合は、再度、リアクションタイムの計算を行

ってください。 
・プログラムで OFF ディレーファンクションブロックを使用したり、ループバック接続を行う場合は、

その影響分も加算が必要です。 
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安全入力機器・サイクルタイム・入力 OFF ディレー時間の確認方法 

サイクルタイム、入力 OFF ディレー時間は、G9SP コンフィグレータが出力するコンフィグレーションレ

ポートで確認します。 
 

リアクションタイム計算式 

G9SP シリーズのローカル安全入出力リアクションタイムの計算式を示します。 

ローカル安全入出力リアクションタイム 
= (サイクルタイム × 2)－2 + 入力オフディレー時間 [ms] 

 
 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあり

ます。 

すべてのセーフティチェーンについて、算出したリアクションタイムが要求

仕様を満たしていることを確認してください。  
 

 

 参考 

以下のオムロン製セーフティセンサ／スイッチを G9SP シリーズと直接接続して使用する場合

の”セーフティセンサ／スイッチリアクションタイム”は、以下のとおりです。  
接続機器 セーフティセンサ／スイッチ 

リアクションタイム 
サイクルタイム 

シングルビームセーフティセンサ 
形 E3ZS、E3FS 

2ms + （サイクルタイム × 3）ms サイクルタイム = 4ms 
2ms + （サイクルタイム × 2）ms 5ms ≦ サイクルタイム ≦ 9ms 
2ms + （サイクルタイム × 1）ms 10ms ≦ サイクルタイム 

非接触式ドアスイッチ 
形 D40A-2、D40A 

6ms + 0.4ms × 連結台数 － 

非接触式ドアスイッチ 
形 D40Z 

31ms（固定） サイクルタイム ≦ 10ms 
（サイクルタイム × 3）ms 11ms ≦ サイクルタイム 

セーフティマット 
形 UM 

（サイクルタイム × 3）ms サイクルタイム = 4ms 
（サイクルタイム × 2）ms 5ms ≦ サイクルタイム ≦ 8ms 
（サイクルタイム × 1）ms 9ms ≦ サイクルタイム 

非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40A の 24V 短絡故障に対しての故障検出時間は（サイク

ルタイム × 3）ms です。ドアスイッチ以外のアプリケーションで使用する場合の、セーフティセ

ンサ/スイッチリアクションタイムは、 （サイクルタイム × 3） ms を使用してください。 
以下に、サイクルタイムごとのセーフティセンサ／スイッチのリアクションタイムの計算例を示し

ます。  
接続機器 センサ／スイッチリアクションタイム［ms］ 

 サイクルタイム 4 5 6 7 8 9 10 11 12 15 20 25 30 
シングルビームセーフティセンサ 
形 E3ZS、E3FS 

14 12 14 16 18 20 12 13 14 17 22 27 32 

非接触式ドアスイッチ 
形 D40A-2、D40A 

  6 + 0.4 × 連結台数（サイクルタイムに依存しません） 

非接触式ドアスイッチ 
形 D40Z 

  31 31 31 31 31 33 36 45 60 75 90 

セーフティマット 
形 UM 

12 10 12 14 16 9 10 11 12 15 20 25 30 
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この章では、G9SP シリーズの取り付け方法および配線方法について説明しています。 
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4－1 取り付け方法 
ここでは、各ユニットを設置する環境についての注意や、盤内の取り付け位置について説明します。 

 

4－1－1 設置場所 

設置環境 

次のような場所には設置しないでください。 
･周囲温度が 0～55℃の範囲を超える場所 
･温度変化が急激で結露するような場所 
･相対湿度が 10～90％RH を超える場所 
･腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
･塵埃、塩分、鉄粉が多い場所 
･本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
･日光が直接あたる場所 
･水、油、薬品のしぶきがかかる場所 
 

次のような場所で使用する際は、遮へい対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源線や動力線が近くを通る場所 
 

盤内の取り付け場所 

盤内の G9SP シリーズの取り付けは、操作性、保守性、耐環境性を考慮してください。 
 

 設置の向き 
盤内に取り付けるときは、放熱のため、必ず LED や通信ポートなどのある面が手前にくるように、横向

きに設置してください。 

 
 操作性、保守性に対する配慮 

・保守、操作の安全性を考え、高圧機器、動力機器からはできるかぎり離して取り付けてください。 
・制御盤の設置面上で、床から 1,000～1,600mm の高さに取り付けると操作が容易になります。 
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注意� 
通電中や電源を切った直後は、電源部や入出力端子部の周辺に触れないでください。

火傷の恐れがあります。 

 

 使用上の注意 

電源 OFF 後は十分に冷めてからユニットに触れてください。 

 
 耐ノイズ性能を向上させるための配慮 

ユニットを設置するときは、電源の放熱のために盤や他の機器とは、離して設置してください。 
・高圧機器の設置されている盤内には取り付けないでください。 
・動力線からは 200mm 以上離して取り付けてください。 

G9SP

200mm以上

200mm
以上

動力線

 
・取り付け用の中板はアースを完全にとってください 

 
 周囲温度に対する配慮 

G9SP シリーズの使用周囲温度は、0℃～55℃です。以下の項目に配慮して設置してください。 
・通風スペースを十分とってください。 
・発熱量の高い機器（ヒータ、トランス、大容量の抵抗など）の真上に取り付けることは避けてください。 
・周囲温度が 55℃以上になるときは、強制ファンまたはクーラーを設置してください。 

 



4－1 取り付け方法 
 

4-4 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

 

4－1－2 設置の仕方 
ここでは、G9SP シリーズの配置方法について説明します。 
 
拡張 I/O ユニットを使用する場合のレイアウトは、以下のように、1 段または上下 2 段にすることができ

ます。 
 

1段配置 

拡張 I/O ユニットを横に配置することが可能です。 

CPシリーズ拡張I/Oユニット

G9SPシリーズ

 

 

2段配置 

I/O接続ケーブル形CP1W-CN811（800mm）を使用することで、上下2段に配置すること

も可能です。 

 

 

I/O接続ケーブル
形CP1W-CN811

 
 

 使用上の注意 

I/O 接続ケーブルの使用は、G9SP シリーズ本体横の 1 箇所だけです。拡張 I/O ユニット間や

複数箇所での使用はできません。 
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4－1－3 取り付け方法 
ここでは、G9SP シリーズの取り付け方法について説明します。 

 

外形寸法と取り付け高さ 

 外形寸法 

 
 

形式 A B 質量 
形 G9SP-N10S 86 76 290g 以下 
形 G9SP-N10D 130 120 440g 以下 
形 G9SP-N20S 130 120 430g 以下 

 
 取り付け高さ 
取り付け高さは、約 90mm です。 
ただし、オプションボードに接続ケーブルを接続したときは、さらに寸法を必要とするので、G9SP シリ

ーズを実装する制御盤の奥行きには十分配慮し、余裕をもって実装してください。 
 

取り付け方法の検討 

取り付けは、次の 2 種類の方法があります。 
 DINレール取り付け 
形 PFP-50N（50cm）／形 PFP-100N/100N2（100cm）の DIN レールに取り付けできます。 
DIN レールは、盤内に 3 箇所以上のねじで取り付けてください。 

 
 
 表面取り付け  
M4 ねじで盤内へ直接取り付けできます。 
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固定金具 

 DINレール 
DIN レールは制御盤内に M4 ねじを 210mm 以下（6 穴おき以下）で取り付けてください。締め付けト

ルクは 1.2 N・m です。 

15
10

4.5

25 25 25
10

25 15
1000

1000(500)＊

形PFP-100N2

形PFP-100N/50N

15
10

4.5

25 25 25
10

25 15(5)＊ 1

16

1.51

29.22427

28-25×4.5長穴

30±0.3

7.3±0.15

35±0.3 27±0.15

＊(   )は形PFP-50Nの寸法です  
 エンドプレート 

 
DINレール上のユニットが左右にずれないように固定するため、エンドプレート（形PFP-M）を使用して

ください。 
 

 ネジ取り付けの方法 
（1）外形寸法図を参考にして、取り付け面に取り付け穴加工をします。 
（2）G9SP シリーズを穴にあわせて、M4 ねじで取り付けます。締め付けトルクは 1.2N・m です。 

 

 

 

 



4－1 取り付け方法 
 

4-7 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306） 

4 

取
り
付
け
と
配
線

 

4－1－4 拡張I/Oユニットの接続 
ここでは、拡張 I/O を接続する方法について説明します。 

 

接続方法 

1 G9SP シリーズまたは拡張 I/O ユニットの拡張コネクタカバーを取り外します。拡張コネクタカバー

を外すときはマイナスドライバなどを使用してください。 

拡張コネクタ
カバ一

(1) 取り出す  
2 拡張 I/O ユニットの接続ケーブルのソケットを G9SP シリーズまたは拡張 I/O ユニットの拡張コネク

タに差し込みます。 

 

(2) 差し込む

 
3 G9SP シリーズまたは拡張 I/O ユニットの拡張コネクタカバーを取り付けます。 

(3) 取り付ける

 

 

 使用上の注意 

・拡張 I/O ユニットの着脱は、必ず G9SP シリーズの電源が OFF の状態で行ってください。 
・G9SP シリーズと拡張 I/O ユニットの間は、10mm 程度空けてください。 
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ユニット接続時の注意 

G9SP シリーズに接続できる拡張 I/O ユニットには、以下の制限があります。 
 形式の制限 

接続可能な拡張 I/O ユニットについては、 「1－1－2 基本システムと構成機器」、「2－2 拡張

I/O ユニット」を参照してください。 
 最大接続ユニット台数 

最大 2 ユニットまで接続できます。 
 コンフィグレーションデータとの構成一致 

コンフィグレーションデータで作成した構成と実構成が異なる場合、G9SP シリーズは動作継続異常

となります。コンフィグレーションデータ、または、実構成を修正し一致させてください。異常内容の詳

細は、 「第 13 章 異常とその処置」を参照してください。 
 

4－1－5 オプションボードの装着 
ここでは、オプションボードを装着する方法について説明します。 

 

装着・取外し方法 

 装着方法 
1 G9SP シリーズの電源を OFF にしてください。 
2 オプションボードスロットのカバーを取り外してください。 

カバー上下のロックレバーを同時につかむとロックが解除され、引き抜くことができます。 
3 装着するボードの方向を確認し、カチッという音がするまで確実に押し込んでください。 

 
 取り外し方法 

オプションボードを取り外す場合は、必ず電源 OFF の状態で行ってください。オプションボードの上下

のロックレバーを同時につかむとロックが解除され、引き抜くことができます。 
 

 使用上の注意 

オプションボードの着脱は、必ず G9SP シリーズの電源が OFF の状態で行ってください。 

 

オプションボード接続時の注意 

G9SP シリーズに装着できるオプションボードには、以下の制限があります。 
 形式の制限 

接続可能なオプションボードについては、 「1-1-2 基本システムと構成機器」を参照してくださ

い。 
 最大装着ボード数 

最大 1 枚まで装着できます。 
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4－2 配線方法 
ここでは、G9SP シリーズ、CP シリーズ拡張 I/O ユニットの配線方法について説明します。 

 

4－2－1 配線について 
電源・入出力機器との配線には以下の電線サイズを推奨します。 

単線 0.32 ～ 0.82 mm2 AWG22～18 
0.32 ～ 0.5 mm2 AWG22～20 (*1) 

より線 0.5  ～ 1.3 mm2 AWG20～16 
0.5  ～ 0.82 mm2 AWG20～18 (*1) 

*1: 1 端子に 2 本の電線を配線する場合. この場合同じ電線を使用してください。 
・端子ねじはM3セルフアップねじを使用しています。端子ねじは締め付けトルク 0.5N・mで確実に締

め付けてください。 
・圧着端子を使用する場合は M3 用の次のものを使用してください。 

6.2mm以下 6.2mm以下 

 
 

 安全上の要点 

・配線を行う際は、必ず電源を切った状態で行ってください。G9SP シリーズに接続された外部

装置が予期せぬ動作をする恐れがあります。 
・電源や入力端子には規定の電圧を正しく印加してください。定格以上のDC電源やAC電源

を接続すると規定の機能が発揮されず、安全機能の低下、製品自体の破損、焼損の原因

になります。 
・入力端子の入力電圧や出力端子の最大定格を超える負荷を加えないでください。 
・電源でプラスとマイナスの指定があるものは、プラスとマイナスの配線を間違えないでくださ

い。 
・通信ケーブルや I/O 信号用ケーブルは高圧線、動力線から離して配線してください。 
・ケーブルを無理に曲げたり引っ張ったりしないでください。断線する恐れがあります。 
・端子台などを取り付ける際は、指をはさまないようにしてください。 
・誤配線は、安全機能の低下の原因になります。配線はすべて正しく行い、稼動前に動作確

認してください。 
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4－2－2 電源の配線 

 電源の配線のしかた 

G9SP シリーズには内部・入力回路用電源端子 V1/G1 と出力回路用電源端子 V2/G2 がありま

す。 
電源は許容電源電圧変動範囲内（DC20.4～26.4V）で使用してください。 
・出力機器の起動電流や突入電流などによる電圧降下の可能性がある場合は、内部・入力回路用

電源と出力回路用電源を分離することをおすすめします。 
・G9SP シリーズを複数台数使用する場合は、突入電流による電圧降下や遮断器の誤動作を防止

するため、各 G9SP は別回路で配線することをお勧めします。 

D＋

D－

USB

内部回路

安全入力
　回路

テスト出力
　 回路

安全出力
　回路

標準出力
　回路

DC24VV1

G1

Si0

Si19

T0

T5

V2

G2

So0

So7

O0

O3

L

L

L

L

 

 
 

 電源装置の選択について 
DC 電源装置は下記の項目を満たすようにしてください。 
・1 次回路・2 次回路間が 2 重絶縁または強化絶縁 
・８A までに電流制限された絶縁電源。 
・出力保持時間が 20ms 以上 
・IEC/EN60950-1, EN50178 の要求を満足する SELV 電源 
 電源の接地について 

・入出力配線の断線・地絡時に異常を検知できるよう、電源の 0V 側(G1,G2)を接地してください。 
・ノイズ防止のため、接地線は D 種接地（第 3 種接地）してください。 
・接地線をほかの機器と共用したり、建物の梁に接続したりすると、悪影響を受けることがあります。 
 

 安全上の要点 

・プラス側とマイナス側の配線を間違えないようご注意ください。 
・電源ユニットへの電源供給は必ず同系統としてください。 

 

 使用上の注意 

・配線時は、ワイヤくずなどが飛びます。ユニット内への混入防止のため、ユニット上面に付い

ている防じんラベルを付けたまま配線してください。 
・配線完了後は放熱のため、防じんラベルは必ず取り外してください。 

 



      

【 ソフトウェア設計 】 
  

 

G9SP コンフィグレータ使用前の準備
  

この章では、G9SP シリーズの設定、プログラミング、デバッグを行う周辺ツール「G9SP コ

ンフィグレータ」の特長や、インストール方法について説明します。 

  

5－1 概要 .............................................................................................................. 5-2
5－1－1 動作環境とシステム構成.....................................................................5-2
5－1－2 G9SP コンフィグレータの機能..............................................................5-3

5－2 インストール .................................................................................................... 5-4
5－2－1 G9SP コンフィグレータのインストール ...................................................5-4
5－2－2 USB ドライバのインストール..................................................................5-5
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5－1 概要 
G9SP コンフィグレータとは、G9SP シリーズの初期設定、プログラミング、モニタリング、デバッグを行

うソフトウェアです。ここでは、特長と動作させる上で必要な環境などについて説明します。 

 

5－1－1 動作環境とシステム構成 

動作環境 

G9SP コンフィグレータを動作させるためには、以下の環境が必要です。お使いのシステムが次の条

件に合っているかどうか、必要な機器が揃っているかどうか、ご確認ください。 
項目 内容 
CD-ROM または DVD-ROM
ドライブ 

1 台以上 

対応する OS Windows 7 SP1（32 ビット版、64 ビット版） 
Windows 8.1（32 ビット版、64 ビット版） 
Windows 10（32 ビット版、64 ビット版） 
Windows 11（64 ビット版） 
※インストール時に Administrator 権限が必要 

コンピュータ本体 Microsoft 社が推奨するプロセッサを搭載したパーソナルコンピュータ 
メモリ（RAM） Microsoft 社が推奨するメモリ容量 
ハードディスク空き容量 200M バイト以上 
ディスプレイ  SVGA(800x600)以上の高輝度ディスプレイ 

256 色以上の表示が必要 
G9SP シリーズとの接続用通

信ポート 
USB ポート 

 

システム構成 

G9SP コンフィグレータは、パソコンにインストールし、市販の USB ケーブルで G9SP シリーズ本体と

接続して使用します。 

 

G9SP コンフィグレータ 

USB ポート 

ペリフェラル（USB）ポート 

(USB1.1 準拠、B コネクタ） 

市販 USB 
ケーブル *1 

Aコネクタ 
B コネクタ 

G9SP シリーズ 

*1：最大 3ｍ。 
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 使用上の注意 

・G9SP コンフィグレータを RS-232C オプションボード、Ethernet オプションボードに接続して使

用することはできません。必ず、直接、USB 接続してご使用ください。 
・オンライン接続している状態で、G9SP シリーズの電源を OFF したり、USB ケーブルを抜か

ないでください。USB ケーブルを抜く場合は、必ず、アプリケーションをオフライン状態にして

から抜いてください。 
・USB ケーブルでパソコンと G9SP シリーズを接続した状態で、パソコンをスタンバイ状態にす

ることはできません。 

 
 

5－1－2 G9SPコンフィグレータの機能 
G9SP コンフィグレータは、以下の用途で使用することができます。 

設定・プログラミング関連の機能

G9SPコンフィグレータ 

デバッグ・保守関連の機能 

安全入出力端子設定 

ユニット構成 

ロジックエディタ 

ユーザ定義ファンクションブロック 

ハードウェア設定

システム設定

プログラミング

オフラインシミュレーション

オンラインモニタ

その他の便利な機能レポート表示・印刷

アクセス権管理

G9SPシリーズのハードウェア構成や安全入出力端子の設定を行います。 

G9SPシリーズのサイクルタイムなどのソフトウェア関連機能の設定を行います。

安全認証済みファンクション 
ブロックを用いて、G9SPの 
プログラミングを行います。 

強制セット/リセット

パソコン上でプログラムのデバッグを行います。

G9SPシリーズの実 I/Oを任意の値にセット/リセットします。 

各種検索機能

プログラム中の I/Oタグや異常個所を検索します。 

G9SPシリーズのプログラム実行状態や異常履歴などをモニタします。 

設定内容の確認と印刷が行えます。 

G9SP シリーズの設定内容の改変や、パソコン上でのプロジェクトファイルの参
照・編集に対して、パスワードでプロテクトをかけることができます。  



5－2 インストール 
 

5-4 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

5－2 インストール 
G9SP コンフィグレータを使用するためにパソコンにインストールする方法を説明します。 
 

 使用上の注意 

インストールする場合は、以下の全ての条件を満たすユーザでログオンしてください。 
・Administrator 以上の権限 
・アカウント名に半角英数以外の文字が含まれていない（Ver.1.00 のみ） 

 

5－2－1 G9SPコンフィグレータのインストール 

インストールの準備 

インストールする前に次のことを確認してください。 
 ハードディスクの空き容量 

G9SP コンフィグレータは、ハードディスクにのみインストールできます。インストール先のハードディス

クに空き容量が 200M バイト以上必要です。空きがない場合は、前もって空けておいてください。 
 Windows環境とインストール先 

G9SP コンフィグレータは、Windows 上で動作するソフトウェアで、インストールも Windows 上から実

行します。お使いのパソコンに Windows がインストールされ、正しく動作しているかどうかを確認してく

ださい。 
 

インストールの実行 

ここでは次のドライブ構成を例に、パソコンにインストールする方法を説明します。 
C ドライブ：ハードディスクドライブ 
D ドライブ：CD-ROM ドライブ 

1 Windows を起動し、CD-ROM ドライブに「G9SP コンフィグレータマスタディスク」を挿入します。 
パソコンのオートラン機能により、インストールプログラムが起動します。 
インストールプログラムが起動しない場合は、スタートメニューから「ファイル名を指定して実行」を

選択し、「ファイル名を指定して実行」ダイアログボックスから「d:¥setup」と入力して[OK]ボタンを

クリックしてください。 
2 インストールプログラムの指示にしたがって、インストールしてください。 

 
 

G9SPコンフィグレータをアンインストールするときは 

G9SPコンフィグレータが必要なくなったときなどにアンインストールします。Windowsのコントロールパ

ネルから[アプリケーションの追加と削除]を使って、G9SP コンフィグレータをアンインストールしてくださ

い。 
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5－2－2 USB ドライバのインストール 
G9SP シリーズ本体と接続するためには、パソコンに USB ドライバのインストールが必要です。 
USB ドライバは、G9SP コンフィグレータのインストール時に、パソコン内の以下のディレクトリに保存さ

れます。 
(インストールフォルダ)¥Drivers¥USB 

 

Windows 7/8.1/10/11 にインストールする 

USB ドライバを Windows 7/8.1/10/11 パソコンへインストールする手順を説明します 
 
1 G9SP シリーズ本体の電源を ON にし、パソコンの USB ポートと G9SP シリーズ本体の USB ポー

トを USB ケーブルで接続します。 
2 Windows のデバイスマネージャーを起動します。 
3 ［ほかのデバイス］に表示された

「OMRON-PLC」上で右クリックして、［ド

ライバーソフトウェアの更新］を選択しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4 ［ドライバーソフトウェアの更新］ダイアロ

グが表示されます。「コンピューターを参

照してドライバーソフトウェアを検索しま

す」を選択します。 
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5 ［次の場所でドライバーソフトウェアを検

索します］で［参照］ボタンをクリックしてく

ださい。ドライバを検索するフォルダに下

記のディレクトリを指定して、［次へ］をクリ

ックしてください。 
 
Windows 7 SP1 の場合 
（インストールフォルダ）¥Drivers¥USB¥7 
 
Windows 8.1 の場合 
（インストールフォルダ）¥Drivers¥USB¥8 
 
Windows 10/Windows 11 の場合 
（インストールフォルダ）¥Drivers¥USB¥10 

 

 

6 Windows セキュリティの画面が表示され

た場合は、［インストール］をクリックしま

す。 

 
7 ドライバがインストールされます。  
8 ドライバのインストールが完了すると、イ

ンストール終了のダイアログが表示される

ので、［閉じる］ボタンをクリックします。 

 
これで G9SP コンフィグレータの USB ドライバをインストールできました。 
 
 インストールの確認 
引き続き、ドライバのインストールが正常に終了したことを確認します。 
 
1 Windows のデバイスマネージャーを起動します。 
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2 ［ユニバーサル シリアル バス コントロ

ーラー］ツリーに［OMRON G9SP 
Device］が表示されていれば、USB ドラ

イバのインストールは適切に行われてい

ます。 

 
 
 インストールに失敗したときは 
 
1 パソコンでデバイスマネージャーを表示します。 

「ほかのデバイス」に「OMRON-PLC」が表示されている場合、USB ドライバのインストールに失敗

しています。 
2 「OMRON-PLC」を右クリックし、「削除」を選択してドライバを削除します。 
3 再度インストール手順にしたがって、インストールしてください。 
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コンフィグレーションデータの作成 
  

この章では、G9SP コンフィグレータを用いて、G9SP シリーズのコンフィグレーションデータ

（入出力端子設定やプログラムの総称）を作成する手順について説明します。 
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6－1 概要 
G9SP シリーズのコンフィグレーションデータの作成は、G9SP コンフィグレータを用いて行います。 

 

G9SPコンフィグレータ画面 

プロジェクトウィンドウ ： 
G9SP コンフィグレータ上での全ての
操作の起点となるウィンドウです。 

ファンクションブロックウィンドウ ： 
プログラムで使用可能なファンクショ
ンブロックのリストを表示しています。

I/O タグリストウィンドウ ： 
プログラムで使用可能な I/O タグの
リストを表示しています。 

アウトプットウィンドウ ： 
G9SP コンフィグレータ上で行った 
操作の結果が表示されます。 

オペレーションガイドウィンドウ ： 
G9SP シリーズの立上げ手順に関
するガイドです。 

プログラムウィンドウ ： 
プログラムを作成するウィンドウです。

 
 

基本的な流れ 

G9SP シリーズのコンフィグレーションデータの作成は、基本的に、以下の流れで行います。 
1. G9SP コンフィグレータの起動 
2. ハードウェア設定（ユニット構成→接続 I/O 機器の選択） 
3. プログラミング 
4. システム設定 
5. レポートの表示と印刷 
6. 装置のセキュリティ設計 
7. 机上デバッグ（検索機能による解析、オフラインシミュレーション） 
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6－2 コンフィグレーションデータの作成 
 
まず、G9SP コンフィグレータを起動し、ハードウェア設定、プログラミング、システム設定の順に実施

していきます。 
 

6－2－1 G9SPコンフィグレータの起動 
1 ［スタート］メニュー|［(すべての)プログラム］|［OMRON G9SP Configurator］|［G9SP 

Configurator］を選択します。 
2 「起動時の操作選択ガイド」にて、「新規プロジェクト」か「既存ファイルを開く」を選択します。 

 

 使用上の注意 

・ユーザ定義ファンクションブロックを操作する場合は、管理者として実行する必要があります。

「6-5-4 ユーザ定義ファンクションブロック操作時の起動方法」を参照してください。 

 
ここからは、 「付 1－1－1 非常停止スイッチアプリケーション」の例を使用して、「新規プロジェク

ト」作成手順について説明します。 
 

6－2－2 ハードウェア設定 
まず、最初に G9SP シリーズのハードウェア設定を行います。 

 
1 ユニット構成 

G9SP シリーズの機種、および、接続する拡張 I/O ユニットをドラッグ&ドロップします。接続

するオプションボードを選択する必要はありません。 
現在のフェーズを確認しながら、設定
することができます。 

ボタンをクリックすることで、任意の
設定画面へジャンプできます。  

 

G9SP シリーズ、拡張 I/O ユニットをド
ラッグ＆ドロップします。 

全構成の情報を表示します。 
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2 接続 I/O 機器の選択 
安全入出力端子に接続する外部機器を選択します。あわせて、「I/O コメント」「テストソー

ス」も編集します。安全入出力機能の詳細については、 「2－1－5 安全入力機能の

解説」「2－1－6 安全出力機能の解説」を参照してください。 

・ 安全出力端子 
最初に安全出力端子に、接続する外部機器をドラッグ＆ドロップします。 

 

「セーフティリレー 2 個溶着チェック
有り」をドラッグ&ドロップします。同
時にフィードバック入力用の安全入
力端子を設定できます。 

接続機器の設定内容
が表示されます。 

I/O コメントを編集します。本例では、
プログラム上で KM1/KM2 で区別でき
るように入力します。 

 

・ 安全入力端子 
次に安全入力端子に、接続する外部機器をドラッグ＆ドロップします。 

「非常停止スイッチ(2NC)」「リセットス
イッチ」をドラッグ&ドロップします。 

入力フィルタのために ON/OFF ディレーを設定する
場合は、「高度な設定」より行います。最大 1000ms
までのディレーを設定することができます。 

I/O コメントを編集します。本例では、
プログラム上で S1, S2, KM1_KM2 で区
別できるように入力します。 

安全入力端子と接続するテスト出力
端子を選択します。本例では、各端子
間の短絡を検知できるように、Si2, Si3
のテストソースを Si0/Si1 と異なる端
子に設定します。 

 

 参考 

・I/O コメントは、日本語（全角・半角とも）最大 16 文字、英語最大 48 文字。ただし、以下の文

字は使用できません。 
     ¥ / : * ? “ < > | % # .  

・テスト出力端子 T3 のミューティングランプ出力機能（断線検知付き出力端子）を使用する場

合は、本画面の「ミューティングランプ出力設定」より設定してください。その場合、T3 をテスト

パルス出力用端子として併用することはできません。 
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3 I/O コメントの編集 
最後の画面で、各入出力端子に付記したコメントを確認、編集することができます。また、

拡張 I/O ユニットの I/O コメントも本画面で行います。 

 

任意のコメントを入力することができます。
(日本語 16 文字、英語 48 文字) 

全端子の I/O コメントを csv ファイルに 
エクスポート/インポートすることができます。

単語を指定して一括置換ができます。

 
 

6－2－3 プログラミング 
ハードウェア設定の完了後、安全回路のプログラミングを行います。 
入出力端子や通信データの値を示す I/O タグと、安全規格認証済みのファンクションブロックを線で

つなぐだけなので、非常に簡単に直感的にプログラミングを行うことができます。 
また、I/O タグとファンクションブロックを自由に配置できるので、視認性、解析性に優れたプログラム

を作成することが可能です。 
ファンクションブロックの種類・仕様については、 「G9SP シリーズ セーフティコントローラ コマンドリ

ファレンスマニュアル（SJLB-307□）」を参照してください。 
 

(1) 使用する I/O タグを順次ドラッグ＆ドロップして配置します。 
I/O タグは、入力・出力・安全・標準の属性に応じて色分けして表示されます。

(2) 使用する FB を順次 
ドラッグ＆ドロップします。

(3) I/O タグと FB のポイントをマウ
スを左クリックしたままつなぐこと
で結線します。 

(4) FB をダブルクリックすることで、FB の
パラメータを編集できます。本例ではデフ
ォルト設定のままで問題ありません。 

(5) 全ての配置と結線が完了したら、[編
集]メニュー | [ビルド]、または、  アイコ
ンをクリックし、ビルドを行います。未結線
ポイントがある場合などエラー検出時は、
ここにエラー内容を表示します。 

入力 I/O タグ

出力 I/O タグ

I/O タグリストの
入力、出力表示
を切り替えます 

プログラムで使用中の I/O タグは、太
字表示されます。 
また、ダブルクリックすることで、使用し
ているページへジャンプします。 
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入出力 I/Oタグ 

 I/Oタグとは 
入出力端子や通信データの値が反映されている I/O データです。I/O コメントと呼ばれるタグにて区別

できるため、G9SP シリーズ内部のアドレス割付を意識せずプログラミングをすることが可能です。 
 

 プログラムで使用可能な I/Oタグ 
「G9SP シリーズ セーフティコントローラ コマンドリファレンスマニュアル（SJLB-307□）」の「1－1

－2 入出力 I/O タグ」を参照してください。 
 

 I/Oコメントとの関係 
入出力端子に設定した I/O コメントが I/O タグへ反映されます。本例で言えば、安全入力端子 Si 0
に「非常停止 NC S1 11-12」と I/O コメントを設定したので、入力 I/O タグ Si 0 にその名称が反映さ

れています。 

 
 

プログラミング効率を高める便利な機能 

ここでは、プログラミング効率を高めるための便利な機能を紹介します。 
 テキストボックス、FBコメント 

プログラムの視認性を向上させるために、任意のテキスト、FB コメントを追記可能です。 

 
プログラムの説明など、任意のテキストを貼り付けられます。
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 ページとジャンプタグ 
プログラムを最大 16 ページに分けて作成することができます。 
非常停止、コントローラ状態監視などの機能毎や、ロボット A、制御盤 B などの実配置毎などでページ

を分割することで、視認性と解析性に優れたプログラムを作成することが可能となります。 
ページ間のデータ受け渡しにはジャンプタグ（最大 64 個）を使用します。 
 
 各種検索機能 

プログラムの解析に役立つ検索機能が搭載されています。 
・使用されている I/O タグの検索 

使用されている I/O タグは、I/O タグリスト上で太字表示されます。これをダブルクリックする

と、使用されているページへジャンプし、I/O タグが赤点滅します。 
また、ジャンプタグをダブルクリックすることで、対となるジャンプタグへジャンプします。 
 

・文字列による検索 
［編集］メニュー|［検索］を選択することで、I/O タグやファンクションブロックを文字列により

検索できます。検索結果をダブルクリックすることで、使用されているページへジャンプし、

I/O タグやファンクションブロックが赤点滅します。 
 

・不正プログラム箇所の検索 
ビルドエラーの結果がアウトプットウィンドウに表示されますが、それをダブルクリックすること

で該当ページへジャンプし、該当する I/O タグやファンクションブロックが赤点滅します。 
 

 ユーザ定義ファンクションブロック 
複数のファンクションブロックの組合せを 1 つのユーザ定義ファンクションブロックに統合することがで

きます。頻繁に使用する組合せをユーザ定義ファンクションブロック化することで、プログラムの部品

化・共通化がはかれ、プログラミング効率を向上させます。 
詳細は、 「6－5 プログラムの部品化と再利用」を参照してください。 

 

プログラミングを行う上での留意事項 

ここでは、プログラミングを行う上で最低限留意すべきことを説明します。 
 ビルド 

G9SP コンフィグレータで作成したプログラムは、ビルドを行うことで、ダウンロード可能なデータに変換

されます。このビルドは、ダウンロード開始時に自動的に実行されますが、プログラムチェックの目的で

手動にて実施することも可能です（［編集］メニュー|［ビルド］、または、 アイコン）。 
また、後述の「プログラム容量」や「プログラム実行順序」は、このビルドを実施した時に更新されます。 

 
 プログラム容量 

作成したプログラムがどれくらいのプログラム量であるかを画面最下部で随時確認できます。最大容

量（右側の分母部分）を超えないよう注意してください。 
プログラム GUI とは、ファンクションブロックの位置情報やテキストボックス等、プログラムの表示に必

要な情報です。 
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 プログラム実行順序 
ファンクションブロックはページ毎に順次実行されます。 

上から順に実行されます 

各ページ内での実行順序 

 
 

 ループバック接続 
実行順序の後ろのファンクションブロックの出力端子を、実行順序の前のファンクションブロックの入

力端子と接続することをループバック接続と言います。このループバック接続を行う場合は、ジャンプ

タグを用いて接続してください。 
 ループバック接続のため、ジャンプタグ”Jump”を

用いて接続しています。 

FB[2]が実行された後に”Jump”が ONになるため、FB[1]の
結果である”Output1”は 1サイクル遅れて ONします。 

<例> 

 
 

6－2－4 システム設定 
プログラミングが終われば、最後にシステム設定を行います。 
このシステム設定は、通常は設定する必要はありません。以下のケースに該当する場合に設定してく

ださい。 
システム設定は、プロジェクトウィンドウから呼び出します。 

 

・ サイクルタイムを手動で設定する場合 
G9SP コンフィグレータでは、プログラムの内容や安全入力端子設定に従って、動作可能

な最小のサイクルタイムを計算し自動的に設定します。そのため、プログラムの内容と量に

よりサイクルタイムが変化し、安全応答性能の再計算が必要となります。これを避けるため

に、サイクルタイムを手動で入力することができます。 
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設定可能なサイクルタイムの範囲

動作可能な最小値。プログラムの
内容により変化します。 

 
 

・ メモリカセットによるリストアを禁止する場合 
「11－3 G9SP シリーズへのリストア」に記載の「リストア禁止設定」をする場合、シス

テム設定から設定します。 
 

・ Ethernet通信ボード形 CP1W-CIF41を使用する場合 
Ethernet 通信オプションボードを使用する場合、IP アドレスなどの TCP/IP 設定をシス

テム設定から行う必要があります。 
設定項目の詳細については、 「7－3 Ethernet 通信」を参照してください。 
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6－2－5 レポートの表示と印刷 
これまで設定したコンフィグレーションデータに関するレポート（コンフィグレーションレポート）をパソコン

の画面上に表示し、設定内容の確認を行います。 
 

 レポートとは 
G9SP コンフィグレータは 2 種類のレポートを作成します。以下、それぞれの特徴を説明します。 

項目 コンフィグレーションレポート 照合レポート 
目的 ・コンフィグレーションデータ内容の文書化 

・ハードウェア設計者への通知 
コンフィグレーションデータが G9SP シリーズに

正しくダウンロードされたことの確認 
表示される内容 コンフィグレーションデータ 照合結果 

+コンフィグレーションデータ 
印刷 可能 可能 
ファイルへの保存 不可 可能 
表示タイミング ［ファイル］メニュー|［印刷プレビュー］を選択 ［通信］|［照合］を実施完了後 

 

 参考 

・照合については、 「8－2－3 コンフィグレーションデータの照合」を参照してください。 
・市販の PDF 作成ソフトウェアなどを活用することで、コンフィグレーションレポートをファイルに

保存することができます。 

 
 コンフィグレーションレポートの用途例 

・ コンフィグレーションデータ内容の文書化 
G9SP コンフィグレータにて設定した内容を文書化し、装置の設計文書として活用でき

ます。 

・ ハードウェア設計者への通知 
ハードウェア設計者の配線図面作成や安全応答性能計算のために、入出力端子割付

やサイクルタイム、ON/OFF ディレー値などが必要です。本レポートにそれらの内容が

含まれているので、内容通知文書として活用できます。 
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6－3 装置のセキュリティ設計 
 
G9SP シリーズや G9SP コンフィグレータで作成したプロジェクトファイルへの不正アクセスを防止する

ために、パスワードによるアクセス制限を設ける方法について説明します。 
 

パスワードの種類と用途例 

以下 2 種類のパスワードがあります。 
パスワード種別 内容 G9SP シリーズへの 

設定タイミング 
パスワード入力のタイミング 

編集用 プロジェクトファイルに含まれる

コンフィグレーションデータの

編集を制限するパスワード。 

パラメータ

パスワード 

参照用 参照を制限するパスワード。 

ダウンロード時 
「8－2 G9SP シリーズへ

のダウンロード」 

・プロジェクトファイルを開く時

・アップロード時 
・パラメータパスワード変更時

デバイスパスワード G9SP シリーズへのアクセスを

制限するパスワード。 
デバイスパスワード変更時 

「8－5 デバイスパスワー

ドの設定」 

・ダウンロード時 
・モード変更時 
・コンフィグレーションロック時

・リセット時 
・デバイスパスワード変更時 

 

 使用上の注意 

・セキュリティのために、デバイスおよびプロジェクトファイルへのパスワードの設定を推奨しま

す。 
・パラメータパスワードの紛失時は復旧方法がありませんので、パラメータパスワード設定時は、

パスワード未設定のプロジェクトファイルを別途保管してください。 
・設定したパラメータパスワードは、G9SP シリーズへダウンロードした際に有効となります。設定

後は、必ずダウンロードを行ってください。 
・デバイスパスワードの紛失時については、 「8－5 デバイスパスワードの設定」を参照してく

ださい。 

 

プロジェクトファイルの操作権限 

パラメータパスワードの認証結果により、プロジェクトファイルの操作権限が決定されます。以下に操作

権限を示します。 
 

操作権限 意味 
設定なし パラメータパスワードを設定していません。 
編集権限 プロジェクトファイルの編集、参照とも可能です。 
参照権限 プロジェクトファイルの参照のみ可能です。 
権限なし プロジェクトファイルの編集、参照とも不可です。 

デバイスモニタによる異常履歴等の確認は可能です。 
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パスワードの使用方法 

以下の代表的なケースに対して、パスワードの使用方法を説明します。 
 
 G9SPシリーズへのアクセスのみを制限する場合 

デバイスパスワードのみを設定します。 
パスワード 主な操作 

権限別ユーザ 

パ
ラ

メ
ー

タ
パ

ス
ワ

ー
ド
 
編

集
権

限
 

パ
ラ

メ
ー

タ
パ

ス
ワ

ー
ド
 
参

照
権

限
 

デ
バ

イ
ス

パ
ス

ワ
ー

ド 

パ
ラ

メ
ー

タ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

編
集

 

パ
ラ

メ
ー

タ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
照

 
レ

ポ
ー

ト
表

示
, 

印
刷

, 
照

合
 

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド,モ

ー
ド
変

更
,リ

セ
ッ

ト, 
コ

ン
フ

ィ
グ

レ
ー

シ
ョ
ロ

ッ
ク

 

プ
ロ

グ
ラ

ム
モ

ニ
タ

に
よ

る
デ

バ
ッ

グ
 

デ
バ

イ
ス

モ
ニ

タ
に

よ
る

デ
バ

ッ
グ

(異
常

/操
作

履
歴

等
) 

デ
バ

イ
ス

パ
ス

ワ
ー

ド
変

更
 

ユーザ A（例：設計管理者） -- -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ B（例：装置オペレータ） -- -- × ○ ○ × ○ ○ ×

 

・ 設定手順 
1 G9SP シリーズへオンライン接続後に、デバイスパスワードを設定してください。 

詳細は 「8－5 デバイスパスワードの設定」を参照してください。 
 

・ 認証手順 
1 ダウンロードやモード変更を行う際に、G9SP コンフィグレータがデバイスパスワードの入

力を促すので、設定したデバイスパスワードを入力してください。 
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 G9SPシリーズへのアクセス+パラメータの参照を制限する場合 
参照用パラメータパスワード、編集用パラメータパスワード、デバイスパスワードを設定します。 

パスワード 主な操作 

権限別ユーザ 

パ
ラ

メ
ー

タ
パ

ス
ワ

ー
ド
 
編

集
権

限
 

パ
ラ

メ
ー

タ
パ

ス
ワ

ー
ド
 
参

照
権

限
 

デ
バ

イ
ス

パ
ス

ワ
ー

ド 

パ
ラ

メ
ー

タ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

編
集

 

パ
ラ

メ
ー

タ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
照

 
レ

ポ
ー

ト
表

示
, 

印
刷

, 
照

合
 

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド,モ

ー
ド
変

更
,リ

セ
ッ

ト, 
コ

ン
フ

ィ
グ

レ
ー

シ
ョ
ロ

ッ
ク

 

プ
ロ

グ
ラ

ム
モ

ニ
タ

に
よ

る
デ

バ
ッ

グ
 

デ
バ

イ
ス

モ
ニ

タ
に

よ
る

デ
バ

ッ
グ

 
(異

常
/操

作
履

歴
等

) 

デ
バ

イ
ス

パ
ス

ワ
ー

ド
変

更
 

ユーザ A（例：設計管理者） ○ -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ B（例：保守担当者） × × ○ × × ○ × ○ ○

ユーザ C（例：装置オペレータ） × × × × × × × ○ ×

 

・ 設定手順 
1 次のパラメータパスワード変更画面で、現在の「編集用パラメータパスワード」「参照用パ

スワード」と新しい「編集用パスワード」「参照用パスワード」をそれぞれ入力します。「編

集用」と「参照用」は同じパスワードを入力します。 

 

同じパスワードを 

入力してください。 

半角英数字で 

6 文字以上 16 文字まで。

編集用と参照用は同一の

パスワード。 

パスワード未設定 
時は空欄まま 

 
2 G9SP シリーズへオンライン接続後に、デバイスパスワードを設定してください。 
 

・ 認証手順 
1 プロジェクトファイルを開く時、または、コンフィグレーションデータをアップロードした時に、

G9SP コンフィグレータがパラメータパスワードの入力を促すので、設定した編集用、か

つ、参照用パラメータパスワードを入力してください。 
一致した場合は、編集権限でプロジェクトファイルが開きます。不一致の場合、［キャン

セル］をクリックすることで、権限なしでプロジェクトファイルが開きます。 
編集用パラメータパスワード 参照用パラメータパスワード プロジェクトファイル操作権限 

一致 編集権限 
不一致 権限なし 

 
2 ダウンロードやモード変更を行う際に、G9SP コンフィグレータがデバイスパスワードの入

力を促すので、設定したデバイスパスワードを入力してください。 
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 G9SPシリーズへのアクセス+パラメータの編集・参照を制限する場合 
参照用パラメータパスワード、編集用パラメータパスワード、デバイスパスワードを設定します。 

パスワード 主な操作 

権限別ユーザ 

パ
ラ

メ
ー

タ
パ

ス
ワ

ー
ド
 
編

集
権

限
 

パ
ラ

メ
ー

タ
パ

ス
ワ

ー
ド
 
参

照
権

限
 

デ
バ

イ
ス

パ
ス

ワ
ー

ド 

パ
ラ

メ
ー

タ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

編
集

 

パ
ラ

メ
ー

タ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
照

 
レ

ポ
ー

ト
表

示
, 

印
刷

, 
照

合
 

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド,モ

ー
ド
変

更
,リ

セ
ッ

ト, 
コ

ン
フ

ィ
グ

レ
ー

シ
ョ
ロ

ッ
ク

 

プ
ロ

グ
ラ

ム
モ

ニ
タ

に
よ

る
デ

バ
ッ

グ
 

デ
バ

イ
ス

モ
ニ

タ
に

よ
る

デ
バ

ッ
グ

 
(異

常
/操

作
履

歴
等

) 

デ
バ

イ
ス

パ
ス

ワ
ー

ド
変

更
 

ユーザ A（例：設計管理者） ○ -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ B（例：立上げデバッグ

担当者） 
× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ C（例：保守担当者） × × ○ × × ○ × ○ ○

ユーザ D（例：装置オペレータ） × × × × × × × ○ ×

 

・ 設定手順 
1 次のパラメータパスワード変更画面で、現在の「編集用パラメータパスワード」「参照用パ

スワード」と新しい「編集用パスワード」「参照用パスワード」をそれぞれ入力します。「編

集用」と「参照用」は異なるパスワードを入力します。 

 

同じパスワードを 

入力してください。 

半角英数字で 

6 文字以上 16 文字まで。

編集用と参照用は異なる

パスワード。 

パスワード未設定 
時は空欄まま 

同じパスワードを 

入力してください。 
 

2 G9SP シリーズへオンライン接続後に、デバイスパスワードを設定してください。 
 

・ 認証手順 
1 プロジェクトファイルを開く時、または、コンフィグレーションデータをアップロードした時に、

G9SP コンフィグレータがパラメータパスワードの入力を促すので、設定した編集用、ま

たは、参照用パラメータパスワードを入力してください。 
編集用パラメータパスワードと一致した場合は、編集権限でプロジェクトファイルが開きま

す。また、編集用パラメータパスワードと不一致で、参照用パラメータパスワードと一致し

た場合は、参照権限で開きます。両方とも不一致の場合は、［キャンセル］をクリックす

ることで、権限なしで開きます。 
編集用パラメータパスワード 参照用パラメータパスワード プロジェクトファイル操作権限 

一致 （照合スキップ） 編集権限 
不一致 一致 参照権限 
不一致 不一致 権限なし 

 
2 ダウンロードやモード変更を行う際に、G9SP コンフィグレータがデバイスパスワードの入

力を促すので、設定したデバイスパスワードを入力してください。 
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6－4 オフラインシミュレーション 
G9SP シリーズのプログラムをパソコン上でシミュレーションし動作を確認することができます。 

 シミュレーション
の開始・停止 

・運転/停止 
・セット/リセット/反転

任意の入力 I/O タグの値を変化させることで、プログラムの
動作をシミュレーションすることができます。 

タイミングチャート 

あらかじめ設定した入力パターンでの
動作を確認するために使用します。 

 
 

 使用上の注意 

オンラインモニタ中はシミュレーションを使用することができません。オンライン接続を解除して

から、シミュレーションを開始してください。 

 

6－4－1 基本的な使い方 
シミュレーションの基本的な使い方を説明します。 
 シミュレーション開始手順 

1 G9SP コンフィグレータがオフライン状態 であることを確認します。 
2 シミュレーション開始アイコン をクリックします。プログラムウィンドウの背景がピンク色に変わりま

す。 
 

 シミュレーション実行手順 
1 プログラムの運転アイコン をクリックします。 
2 任意の I/O タグを選択し、セットアイコン 、リセットアイコン 、反転アイコン をクリックし、プロ

グラムのデバッグを行います。 
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6－4－2 デバッグ効率を高める便利な使い方 
シミュレーションを用いてデバッグ効率を高める便利な使い方を説明します。 

 

初期値設定 

シミュレーション実行開始時の入力 I/O タグの初期値を設定することができます。現実のシステムの

状態を再現する場合や、類似の入力状態でのテストケースを評価する場合に便利です。 

 
 

フィードバック設定 

セーフティリレーのフィードバック入力などのように、出力状態に連動して変化する入力状態を設定す

ることができます。 
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タイミングチャートによるシミュレーション 

タイミングチャートを用いることで、あらかじめ設定した入力パターンでの出力状態の変化をシミュレー

ションすることができます。 
 

 タイミングチャートへの登録手順 
プログラムウィンドウにて、登録したい I/O タグを選択し、[右クリック] | [タイミングチャートウィンドウに追

加]を選択します。 
 

 タイミングチャートの実行手順 
1 タイミングチャートに追加した入力 I/O タグに対して、ON/OFF パターンを入力します。 
2 タイミングチャート実行アイコン をクリックします。1 パルス（ステップ）ずつ実行する場合は をク

リックします。 

 任意の入力 I/O タグの ON/OFF パターンを、
あらかじめ入力しておきます。 
   ON にセット : キーボードで“S”入力 

   OFF にリセット : キーボードで“R”入力 
   反転 : キーボードで“Space”入力 

タイミングチャー
トの実行・停止 

タイミングチャートを実行することで
出力 I/O タグの値が表示されます。

タイミングチャート
オプション 

 
 

 参考 

・プログラムウィンドウによるシミュレーション実行と、タイミングチャートによるシミュレーション実

行は同時には行えません。 
・タイミングチャートオプションにより、1 パルス時間を設定することができます。 
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6－5 プログラムの部品化と再利用 
G9SP コンフィグレータが提供するファンクションブロックを組み合わせて、ユーザにより新たなファン

クションブロック（ユーザ定義ファンクションブロック）を作成できます。これを活用することで、プログラ

ムの部品化とその再利用が可能となります。 
 

6－5－1 用途例 

複数箇所で使用している回路を一元化 

同一内容の回路を複数箇所で使用している場合、その回路をユーザ定義ファンクションブロック化す

ることで、回路変更時のメンテナンス工数を削減することができます。 
 

この部分をユーザ定義ファンクション
ブロック化する  

 

他のプロジェクトファイルで使用している回路を再利用 

他のプロジェクトファイルで作成したユーザ定義ファンクションブロックをエクスポート/インポートできる

ので、既に作成しデバッグの完了している回路を再利用することで、プログラミング工数の削減や品

質向上を実現できます。 
 

プログラムの構造化と視認性向上 

ユーザ定義ファンクションブロックは、1 つのファンクションブロックとして見えますので、プログラムを構

造化することができ、それにより、視認性も向上します。 
 

 使用上の注意 

・ユーザ定義ファンクションブロックを使用しても、プログラム容量の削減にはなりません。つまり、

5 個のファンクションブロックから構成されるユーザ定義ファンクションブロックを 3 個使用した

場合のファンクションブロック数は、5 x 3 = 15 個となります。 
・ユーザ定義ファンクションブロックの使用には、Windows の Administorator、または、Power 
user 権限が必要です。 

・プロジェクトウィンドウに登録可能なユーザ定義ファンクションブロック数の最大は256個です。 
・ユーザ定義ファンクションブロック内に作成可能なフォルダ数は 16 個です。 
・ユーザ定義ファンクションブロック名称、ページ名称、フォルダ名称は日本語（全角・半角と

も）最大 16 文字、英語最大 48 文字です。 
・参照用、編集用のパスワードは半角英数で、6～16 文字の間で設定してください。 
・エディタ上に配置可能なユーザ定義ファンクションブロック数は、最大 128 個です。 
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6－5－2 仕様 
ユーザ定義ファンクションブロックの仕様を示します。  

項目 仕様 
最大入出力端子数 入力: 32 個、出力: 16 個 
最大ファンクションブロック数 128 個 
最大ページ数 32 ページ 
最大ジャンプタグ数 64 個 
入出力コメントサイズ 日本語（全角・半角とも）最大 16 文字、 

英語最大 48 文字 
ユーザ定義ファンクションブロック中での別のユーザ定

義ファンクションブロックの使用 
不可 

 

6－5－3 操作権限 
ユーザ定義ファンクションブロックの操作権限には、パスワードとアクティベーションキーがあります。 
ユーザ定義ファンクションブロックへの操作の権限は以下のとおりです。 

 編集 参照・モニタ インポート 
パスワード 編集 ○ ○ ○ 

参照 × ○ ○ 
アクティベーションキー × × ○ 

アクティベーションキーは、意図しないユーザ定義ファンクションブロックのインポートを防止する目的

で使用します。 
 
操作権限の設定は、プロジェクトウィンドウで作成したファンクションブロックを右クリックして行います。

また、ユーザ定義ファンクションブロックの新規作成時にも設定できます。 
 

6－5－4 ユーザ定義ファンクションブロック操作時の起動方法 
ユーザ定義ファンクションブロックを作成/編集/保存/削除/インポートするには、管理者として実行する

必要があります。次の手順で G9SP コンフィグレータを起動してください。 
 
1. ［スタート］メニューから［(すべての)プログラム］|［OMRON G9SP Configurator］を選択します。 
2. ［G9SP Configurator］にカーソルを合わせ右クリックします。 
3. 表示されたポップアップメニューの「管理者として実行」を選択します。 
 



6－5 プログラムの部品化と再利用 
 

6-20 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

 
 
管理者として実行しない場合、ユーザアカウント制御によって、ユーザ定義ファンクションブロックファ

イルがユーザ共通のフォルダに保存されません。管理者権限を持つユーザでログオンしていてもユ

ーザ毎に異なるフォルダに保存されるため、他のユーザから参照できなくなります。 
 

6－5－5 ユーザ定義ファンクションブロックの作成 
 
1. プロジェクトウィンドウで［ユーザ定義ファンクションブロック］を選択し、右クリックで［新しいユーザ定

義ファンクションブロック］を選択します。 

 
2. 作成するユーザ定義ファンクションブロックの名称、最初のページ名称、入出力数を設定します。 
 
3. ［OK］ボタンをクリックします。 
 
4. ［パスワード設定］ダイアログボックスが表示されますので、［編集用パスワード］、［参照用パスワー

ド］を設定し、［OK］ボタンをクリックします。 
プロジェクトウィンドウの［ユーザ定義ファンクションブロック］にユーザ定義ファンクションブロックが

追加されます。 
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 参考 

・パスワードは、半角英数字で 6 文字以上 16 文字までです。また、以下の文字は、ユーザ定

義ファンクションブロック名に使用できません。 
     ¥ / : * ? " < > | % # .  
・パスワードを設定せずに［OK］ボタンをクリックすると、パスワード設定なしの状態（誰でも編集、

参照が可能）での管理になります。 

 
5. プログラムを作成します。 

作成したユーザ定義ファンクションブロックのページをダブルクリックし、通常のプログラム同様に、

ファンクションブロックを配置して回路を構成します。 
 
6. ユーザ定義ファンクションブロックを保存します。 

［ファイル］メニューの［ユーザ定義ファンクションブロック］|［保存］を選択します。 
なお、プログラムで使用しているユーザ定義ファンクションブロックを編集した場合、保存のタイミン

グでプログラムに使用しているユーザ定義ファンクションブロックも更新されます。 
 

 参考 

既に作成済みのプログラムを、後からユーザ定義ファンクションブロック化できます。 
手順: 
プロジェクトウィンドウで、[プログラム]下にあるページのうち、ユーザ定義ファンクションブロック化

したいページを右クリックし、[ユーザ定義ファンクションブロックとして登録]を選択します。 
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6－5－6 ユーザ定義ファンクションブロックのエクスポート 
作成したユーザ定義ファンクションブロックをエクスポートし、他のプロジェクトファイルで使用することが

できます。 
 

 使用上の注意 

ユーザ定義ファンクションブロックを部品として配布する前には、十分な動作確認を行ってくだ

さい。 

 
1. ［プロジェクトウィンドウ］で、保存したいユーザ定義ファンクションブロックを選択し、右クリックで［エ

クスポート］を選択します。 

 
 
2. エクスポートする場所を選択し[保存]ボタンを押下します。 
 
3. ［アクティベーションキー］ダイアログボックスが表示されます。 

［アリティベーションキー］はインポートの際に必要ですので、［アクティベーションキー］を記録して、

［OK］ボタンをクリックします。 

 
 
4. ユーザ定義ファンクションブロックファイル(.udf)として保存されます。 
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6－5－7 ユーザ定義ファンクションブロックのインポート 
他のプロジェクトファイルで作成したユーザ定義ファンクションブロックをインポートします。 
1. ［プロジェクトウィンドウ］で、［ユーザ定義ファンクションブロック］を選択し、右クリックで[インポート]を

選択します。 

 
 
2. インポートするユーザ定義ファンクションブロックファイル(.udf)を選択し[開く]ボタンを押下します。 
 
3. ［インポート確認］ダイアログボックスが表示されます。 

インポートするユーザ定義ファンクションブロックの［アクティベーションキー］を入力して、［OK］ボ

タンをクリックします。 
また、ユーザ定義ファンクションブロックパスワードを入力することでもインポートできます。 

 
 
4. ユーザ定義ファンクションブロックがインポートされ、プロジェクトウィンドウに表示されます。 
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7－1 オプションボード通信共通機能 
G9SP シリーズでは、RS-232C シリアル通信ボード（形 CP1W-CIF01）、または、Ethernet 通信ボー

ド（形 CP1W-CIF41）を介して、標準 PLC と通信が可能です。 
本章では、オプションボード通信機能の用途例、通信仕様の説明に加え、オムロン製 PLC との接続

例を示します。なお、他社製 PLC との接続例については、 「G9SP シリーズ ホスト接続マニュア

ル（SJLB-308□）」にて説明します。 
 

7－1－1 特長 
G9SP シリーズのオプションボード通信機能の特長を説明します。 
 RS-232Cシリアル通信と Ethernet通信を選択可能 

用途に応じて、2 種類の通信種別を選択できます。プロトコルは無手順（RS-232C シリアル）、

UDP/IP（Ethernet）のため、オムロン製に加え、他社製標準 PLC との通信も可能です。オムロン製

標準 PLC とは、FINS/UDP プロトコルによる通信が可能です。 
 簡単に接続 

G9SP シリーズ側の設定は、不要（RS-232C シリアル通信使用時）、または、TCP/IP 設定のみ

（Ethernet 通信使用時）です。また、標準 PLC 側も、後述の設定例、サンプルラダープログラムに従

って行うだけで簡単に接続できます。 
 豊富なモニタデータ 

G9SP シリーズに発生した異常の詳細情報や、稼動状況などをモニタすることが可能です。特に、安

全入出力端子については、異常発生端子番号だけでなく、その異常要因（例：24V 側への短絡、地

絡）を確認することができます。 
 G9SPシリーズのプログラムへの入力が可能 

G9SP シリーズが受信したデータをプログラム中で使用することができます。 
 

7－1－2 用途例 

G9SPシリーズが正常に動作しているかを監視 

G9SP シリーズの「ユニット正常運転ステータス」と「発生中の異常情報」を使用することで、G9SP シ

リーズが正常に動作しているかを監視することが可能です。「ユニット正常運転ステータス」は、

G9SP シリーズに一切の異常が発生しておらず、運転モードで動作している時に ON となります。この

フラグが OFF の場合は、何か異常が発生している可能性があるので、「発生中の異常情報」を確認

し、現在、G9SP シリーズに発生している異常を特定します。 
 

G9SP シリーズを監視するために必要な
情報がパッキングされ送信されます。 

ユニット全体ステータス

発生中の異常情報 

標準 PLC 
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安全入出力端子の状態を監視 

G9SP シリーズの「安全入/出力端子データ」「安全入/出力端子ステータス」「安全入/出力端子異常

要因」を使用することで、G9SP シリーズの安全入出力端子の状態を監視することが可能です。「安

全入/出力端子データ」は端子の ON/OFF 状態を示し、「安全入/出力端子ステータス」は端子に異

常が発生しているか否か（異常発生時 OFF）を示します。異常が発生している時は、さらに「安全入/
出力端子異常要因」で異常要因を推定することができます。例えば、ある安全出力端子 So 0 で「地

絡異常」が発生した場合、以下のように値が変化します。 
 
正常時    異常発生時   
So 0 に関する情報 値 意味  So 0 に関する情報 値 意味 
安全出力端子データ 1 ON  安全出力端子データ 0 OFF 
安全出力端子ステータス 1 正常  安全出力端子ステータス 0 異常 
安全出力端子異常要因 0 異常なし  安全出力端子異常要因 3 地絡検知 

 
G9SP シリーズを監視するために必要な
情報がパッキングされ送信されます。 

安全入出力端子データ 

安全入出力端子ステータス 

標準 PLC 

安全入出力端子異常要因 

 

 

G9SPシリーズへ運転指令を行う 

G9SP シリーズの「通信受信データ」を使用することで、標準 PLC から G9SP シリーズのプログラムへ

値を書き込むことが可能です。標準 PLC から安全システム側へ運転指令を出す、というような用途

で使用できます。 
 

G9SP シリーズのプログラムで使用
可能なデータを送信します。 

標準 PLC 

 

プログラムで使用している入力 I/O
タグに対するビットを指定する。  
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7－1－3 送受信可能なデータ 
G9SP シリーズが送受信するデータを説明します。データ仕様は、RS-232C シリアル通信、Ethernet
通信で違いはありません。 

 

受信データ（標準 PLC→G9SPシリーズ） 

標準 PLC から G9SP シリーズへ送信されるデータ部のフォーマットを示します。 
 

+0 通信受信データ 4 バイト 
+4 予約 2 バイト 

 

 通信受信データ 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 
+0 bit07 bit06 bit05 bit04 bit03 bit02 bit01 bit00 
+1 bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit09 bit08 
+2 bit23 bit22 bit21 bit20 bit19 bit18 bit17 bit16 
+3 bit31 bit30 bit29 bit28 bit27 bit26 bit25 bit24 
G9SP シリーズのプログラムで使用可能な 32 点のビットデータです。I/O タグリストに「通信受信データ」と

表示されます。 

G9SP シリーズが受信
したデータです。 
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送信データ（G9SPシリーズ→標準 PLC） 

G9SP シリーズから標準 PLC へ送信されるデータ部のフォーマットを示します。 
 

+0 通信送信データ 4 バイト 
+4 安全入力端子データ 6 バイト 
+10 安全出力端子データ 4 バイト 
+14 安全入力端子ステータス 6 バイト 
+20 安全出力端子ステータス 4 バイト 
+24 安全入力端子異常要因 24 バイト 
+48 安全出力端子異常要因 16 バイト 
+64 予約 2 バイト 
+66 ユニットステータス 2 バイト 
+68 コンフィグレーション ID 2 バイト 
+70 ユニット通電時間現在値 4 バイト 
+74 予約 20 バイト 
+94 発生中の異常情報 12 バイト 
+106 異常履歴数 1 バイト 
+107 操作履歴数 1 バイト 
+108 異常履歴 40 バイト 

+148 操作履歴 40 バイト 
 

 通信送信データ 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 bit07 bit06 bit05 bit04 bit03 bit02 bit01 bit00 
+1 bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit09 bit08 
+2 bit23 bit22 bit21 bit20 bit19 bit18 bit17 bit16 
+3 bit31 bit30 bit29 bit28 bit27 bit26 bit25 bit24 
G9SP シリーズのプログラムで使用可能な 32 点のビットデータです。I/O タグリストに「通信送信データ」と

表示されます。 
 

 安全入力端子データ 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 Si 07 Si 06 Si 05 Si 04 Si 03 Si 02 Si 01 Si 00 
+1 Si 15 Si 14 Si 13 Si 12 Si 11 Si 10 Si 09 Si 08 
+2 予約 Si 19 Si 18 Si 17 Si 16 
+3 予約 
+4 予約 
+5 予約 
安全入力端子の自己診断後の ON/OFF 値です。 

0：入力端子 OFF、または、異常発生中    1：入力端子 ON 
 

 安全出力端子データ 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 So 07 So 06 So 05 So 04 So 03 So 02 So 01 So 00 
+1 So 15 So 14 So 13 So 12 So 11 So 10 So 09 So 08 
+2 予約 
+3 予約 
安全出力端子をモニタした ON/OFF 値です。 

0：出力端子 OFF    1：出力端子 ON 
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 安全入力端子ステータス 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 Si 07 Si 06 Si 05 Si 04 Si 03 Si 02 Si 01 Si 00 
+1 Si 15 Si 14 Si 13 Si 12 Si 11 Si 10 Si 09 Si 08 
+2 予約 Si 19 Si 18 Si 17 Si 16 
+3 予約 
+4 予約 
+5 予約 
安全入力端子の自己診断による正常状態フラグです。断線や地絡、短絡など安全入力端子の異常をモ

ニタするために使用します。 
0：異常発生中     1：正常（異常なし） 

 
 安全出力端子ステータス 

 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 
+0 So 07 So 06 So 05 So 04 So 03 So 02 So 01 So 00 
+1 So 15 So 14 So 13 So 12 So 11 So 10 So 09 So 08 
+2 予約 
+3 予約 
安全出力端子の自己診断による正常状態フラグです。断線や地絡、短絡など安全出力端子の異常をモ

ニタするために使用します。 
0：異常発生中     1：正常（異常なし） 

 
 安全入力端子異常要因 

 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 
+0 Si 01 Si 00 
+1 Si 03 Si 02 
+2 Si 05 Si 04 
+3 Si 07 Si 06 
+4 Si 09 Si 08 
+5 Si 11 Si 10 
+6 Si 13 Si 12 
+7 Si 15 Si 14 
+8 Si 17 Si 16 
+9 Si 19 Si 18 
+10 予約 
.... .... .... 
+23 予約 
安全入力端子の自己診断により検出した異常の詳細です。 

0：正常（異常なし） 
1：コンフィグレーション不正 
2：外部接続機器異常 
3：内部回路異常 
4：デュアルチャネル監視異常（デュアルチャネル２入力論理異常） 
5：デュアルチャネルの相手側端子異常 
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 安全出力端子異常要因 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 So 01 So 00 
+1 So 03 So 02 
+2 So 05 So 04 
+3 So 07 So 06 
+4 So 09 So 08 
+5 So 11 So 10 
+6 So 13 So 12 
+7 So 15 So 14 
+8 So 17 So 16 
+9 So 19 So 18 
+10 予約 
.... .... .... 
+15 予約 
安全出力端子の自己診断により検出した異常の詳細です。 

0：正常（異常なし） 
1：コンフィグレーション不正 
2：過電流検知 
3：地絡検知 
4：出力 ON 固着異常 
5：デュアルチャネルの相手側端子異常 
6：内部回路異常 
8：デュアルチャネル出力間のデータ異常 
 

 ユニットステータス 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 ユニット正常運

転ステータス 
+1 予約 予約 ファンクション

ブロック異常

フラグ 

予約 予約 安全入出力端

子異常フラグ 
出力電源電圧

異常フラグ 
予約 

G9SP シリーズのユニット全体の状態示すフラグです。 
ステータス名 意味 

ユニット正常運転ステータス 0 : 異常発生中、または、プログラム停止中 
1 : 正常状態（異常が発生していない）、かつ、プログラム実行中 

出力電源電圧異常フラグ 0 : 出力用電源電圧が正常 
1 : 出力用電源電圧が異常、または、電源 OFF 

安全入出力端子異常フラグ 0 : 全安全入出力端子に異常が発生していない 
1 : 異常発生中の安全入出力端子あり 

ファンクションブロック異常フラグ 0 : 全ファンクションブロックに異常が発生していない 
1 : 異常発生中のファンクションブロックあり 

 

 コンフィグレーション ID 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 コンフィグレーション ID 下位バイト 
+1 コンフィグレーション ID 上位バイト 
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 ユニット通電時間現在値 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 ユニット通電時間現在値 1 バイト目（最下位バイト） 
+1 ユニット通電時間現在値 2 バイト目 
+2 ユニット通電時間現在値 3 バイト目（最上位バイト） 
+3 予約 
G9SP シリーズが通電され正常起動している時間の積算値です。ユニット通電時間は 6 分ごとに更新、保

存されます。単位は[分]です。 
例えば、ユニット通電時間現在値が 100 日 12 時間 12 分の場合、 
  100 x 24 x 60 + 12 x 60 + 12 = 144732 [分] = H’ 02355C [分] 
なので、以下のように格納されます。 

+0 5C 
+1 35 
+2 02 
+3 00（予約） 

 
 発生中の異常情報 

 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 
+0 異常情報マップ 0 
+1 異常情報マップ 1 
.... .... 
+11 異常情報マップ 11 
G9SP シリーズに現在発生している異常内容をビットマップで表します。複数の異常が発生している場合は、

複数のビットが ON します。異常内容と対応するビットマップについては、次ページを参照してください。 
 

 異常履歴数 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 異常履歴数 
登録されている異常履歴の数（0～10）です。異常履歴については、 「10－1－3 異常履歴」を参照し

てください。 
 

 操作履歴数 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 操作履歴数 
登録されている操作履歴の数（0～10）です。操作履歴については、 「10－1－4 操作履歴」を参照し

てください。 
 

 異常履歴 
 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

+0 異常履歴 1 件目（最新） 異常コード 
+1 異常履歴 1 件目（最新） 異常発生時のユニット通電時間 3 バイト目 
+2 異常履歴 1 件目（最新） 異常発生時のユニット通電時間 2 バイト目 
+3 異常履歴 1 件目（最新） 異常発生時のユニット通電時間 1 バイト目 
.... .... 
+36 異常履歴 10 件目（最古） 異常コード 
+37 異常履歴 10 件目（最古） 異常発生時のユニット通電時間 3 バイト目 
+38 異常履歴 10 件目（最古） 異常発生時のユニット通電時間 2 バイト目 
+39 異常履歴 10 件目（最古） 異常発生時のユニット通電時間 1 バイト目 
登録されている異常履歴です。異常の内容は、以下の異常コードで表され、加えて、異常発生時のユニッ

ト通電時間も格納されます。 



7－1 オプションボード通信共通機能 
 

7-9 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306） 

7 

オ
プ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
よ
る
標
準P

LC

と
の
通
信

 
・ 異常コード 

「発生中の異常情報」の 
対応ビットマップ 

異常 
コード

[Hex] 

異常内容 

マップ No. Bit No.
H’ 05 強制モードタイムアウト 異常情報マップ 0 4 
H’ 07 コンフィグレーションデータ不正 異常情報マップ 0 6 
H’ 08 システム異常 異常情報マップ 0 7 *1 
H’ 11 安全入力端子の外部接続機器異常 異常情報マップ 2 0 
H’ 12 安全入力端子の内部回路異常 異常情報マップ 2 1 
H’ 13 安全入力端子のデュアルチャネル監視異常 異常情報マップ 2 2 
H’ 15 テスト出力端子の過電流検知 異常情報マップ 2 4 
H’ 17 テスト出力端子の出力 ON 固着異常 異常情報マップ 2 6 
H’ 18 テスト出力端子の電流下限検知異常 

(ミューティングランプ出力として使用時の断線検知) 
異常情報マップ 2 7 

H’ 19 安全出力端子の過電流検知 異常情報マップ 3 0 
H’ 1A 安全出力端子の地絡検知 異常情報マップ 3 1 
H’ 1B 安全出力端子の出力 ON 固着異常 異常情報マップ 3 2 
H’ 1C 安全出力端子のデュアルチャネル出力間のデータ異常 異常情報マップ 3 3 
H’ 1D 安全出力端子の内部回路異常 異常情報マップ 3 4 
H’ 22 出力電源電圧異常 異常情報マップ 4 1 
H’ 25 電源遮断テスト異常 異常情報マップ 4 4 
H’ 26 テスト出力端子の内部回路異常 異常情報マップ 4 5 
H’ 33 ファンクションブロックステータス異常 異常情報マップ 6 2 
H’ 39 内部 NVS アクセス異常 異常情報マップ 7 0 
H’ 3A サポート外の拡張 I/O ユニット 異常情報マップ 7 1 
H’ 3B 拡張 I/O ユニット 接続台数オーバー 異常情報マップ 7 2 
H’ 3C 拡張 I/O ユニット 構成不一致 異常情報マップ 7 3 
H’ 3D 拡張 I/O バス異常 異常情報マップ 7 4 
H’ 3E サポート外のオプションボード 異常情報マップ 7 5 *1 
H’ 3F オプションボード通信異常(通信タイムアウト) 異常情報マップ 7 6 *1 
H’ 40 オプションボード通信異常(未装着) 異常情報マップ 7 7 *1 
H’ 42 メモリカセット未挿入、または不正メモリカセット 異常情報マップ 8 1 
H’ 43 メモリカセット抜き取り、またはアクセス異常 異常情報マップ 8 2 
H’ 44 メモリカセット機能実行中の内部 NVS アクセス異常 異常情報マップ 8 3 
H’ 45 リストア機種情報不一致 異常情報マップ 8 4 
H’ 46 リストアメモリカセットと本体間のデバイスパスワード不一致 異常情報マップ 8 5 
H’ 47 リストア禁止異常 異常情報マップ 8 6 
H’ 48 リストアでのコンフィグレーションデータ不正 異常情報マップ 8 7 
H’ 49 バックアップでの未コンフィグレーションユニット 異常情報マップ 9 0 
H’ 4A バックアップでの未ロックユニット 異常情報マップ 9 1 

 *1.これらの異常は「発生中の異常情報」としてモニタできません。 
 
ここで、以下の異常が発生した場合の「発生中の異常」「異常履歴」の値を例示します。 
発生順 異常内容 発生時のユニット通電時間 異常状態

1 サポート外のオプションボード 0 日 0 時間 6 分 = H’ 000006 [分] 解除 
2 安全入力端子のデュアルチャネル

監視異常 
100 日 12 時間 12 分 = H’ 02355C [分] 発生中 

3 出力電源電圧異常 100 日 12 時間 18 分 = H’ 023562 [分] 発生中 
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 発生中の異常   異常履歴 
  値    値 
+0 異常情報マップ 0 H’00  +0 異常コード H’22 
+1 異常情報マップ 1 H'00  +1 H’02 
+2 異常情報マップ 2 H’04  +2 H’35 
+3 異常情報マップ 3 H’00  +3 

1 件目 
発生時の 
ユニット通電時間 

H’62 
+4 異常情報マップ 4 H’02  +4 異常コード H’13 
+5 異常情報マップ 5 H’00  +5 H’02 
+6 異常情報マップ 6 H’00  +6 H’35 
+7 異常情報マップ 7 H’00  +7 

2 件目 
発生時の 
ユニット通電時間 

H’5C 
+8 異常情報マップ 8 H’00  +8 異常コード H’3E 
+9 異常情報マップ 9 H’00  +9 H’00 
+10 異常情報マップ 10 H’00  +10 H’00 
+11 異常情報マップ 11 H’00  +11

3 件目 
発生時の 
ユニット通電時間 

H’06 
    +12 4件目以降  H’00 
    ....   H’00 
    +39   H’00 

 
 操作履歴 

 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 
+0 操作履歴 1 件目（最新） 操作コード 
+1 操作履歴 1 件目（最新） 操作時のユニット通電時間 3 バイト目 
+2 操作履歴 1 件目（最新） 操作時のユニット通電時間 2 バイト目 
+3 操作履歴 1 件目（最新） 操作時のユニット通電時間 1 バイト目 
.... .... 
+36 操作履歴 10 件目（最古） 操作常コード 
+37 操作履歴 10 件目（最古） 操作時のユニット通電時間 3 バイト目 
+38 操作履歴 10 件目（最古） 操作時のユニット通電時間 2 バイト目 
+39 操作履歴 10 件目（最古） 操作時のユニット通電時間 1 バイト目 

 
登録されている操作履歴です。操作の内容は、以下の操作コードで表されます。 

・ 操作コード 
操作コード[Hex] 操作内容 

H’01 電源 ON/再起動リセット 
H’02 出荷時設定に戻してリセット 
H’04 ダウンロード 
H’05 ロック/ロック解除 
H’06 運転モード変更 
H’07 強制モードの開始/終了 
H’08 デバイスパスワード変更 
H’09 異常履歴クリア 
H’0A メモリカセットへのバックアップ 
H’0B メモリカセットからのリストア 

 
 参考 

標準 PLC のメモリへの格納例については、 「7－2 RS-232C シリアル通信」「7－3 
Ethernet 通信」を参照してください。 
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7－2 RS-232Cシリアル通信 
オムロン製標準 PLC との接続例を説明します。オムロン製標準 PLC とは、無手順プロトコルにより接

続します。 
 

7－2－1 通信仕様と設定 
G9SP シリーズのユニット Ver.2.0.以降では、従来の通信速度 9,600bps に加えて 115,200bps を

使用することが可能です。 

通信速度設定 

G9SP のシリアル通信速度は、G9SP 本体の設定用ディップスイッチ（ 「2-1-1 各部の名称と表

示 LED」参照）で切り替え可能です。 
設定は、起動時（電源オン時/再起動時）のみ反映されます。G9SP が動作中に切り替えることはで

きません。 
 設定用ディップスイッチ 

No. 名称 意味 初期値 
SW3 Baud rate 

(Ver.2.0 以降) 
OFF: 9,600bps (デフォルト、または Ver.1.□) 
ON: 115,200bps (Ver.2.0 以降) 

OFF 

 使用上の注意 

ディップスイッチの切り替えは、必ず G9SP シリーズの電源が OFF の状態で行ってください。 
ユニット Ver.2.0 以降で切り替えが可能です。 

 

通信仕様 

通信速度 115,200bps でご使用の場合は、通信ケーブル長（伝送距離）は３ｍ以下としてください。 
項目 仕様 

最大伝送距離 15m   (通信速度 9,600bps のとき) 
3m    (通信速度 115,200bps のとき) 

通信速度 9,600bps 
115,200bps 

 使用上の注意 

RS-232C 規格では、通信速度 19,200bps まで、ケーブル長 15m 以下と定義されています。 
通信速度 115,200bps は規格で定義されていないため、ケーブルによる信号劣化や相手機

器の仕様等を確認し、耐ノイズ性などを十分考慮してご使用ください。 
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7－2－2 通信フォーマット 

コマンドフォーマット（標準 PLC→G9SPシリーズ） 

   
+0 40 Hex 固定 1 バイト 
+1 00 Hex 固定 1 バイト 
+2 00 Hex 固定 1 バイト 
+3 0F Hex 固定 1 バイト 
+4 4B Hex 固定 1 バイト 
+5 03 Hex 固定 1 バイト 
+6 4D Hex 固定 1 バイト 
+7 00 Hex 固定 1 バイト 
+8 01 Hex 固定 1 バイト 
+9 データ 6 バイト 
+15 チェックサム(H) 
+16 チェックサム(L) 

2 バイト 

+17 2A Hex 固定 1 バイト 
+18 0D Hex 固定 1 バイト 

 
パラメータ 説明 

データ 「7－1－3 送受信可能なデータ」の「受信データ」 
チェックサム +0 から+14 までのバイトごとの SUM 値 

 

レスポンスフォーマット（G9SPシリーズ→標準 PLC） 
   
+0 40 Hex 固定 1 バイト 
+1 レスポンス長（HL） 00Hex 固定 1 バイト 
+2 レスポンス長（LH） 00Hex 固定 1 バイト 
+3 レスポンス長（LL） 1 バイト 
+4 終了コード(H) 
+5 終了コード(L) 

2 バイト 
 

+6 サービスコード 1 バイト 
+7 データ 188 バイト 
+195 チェックサム(H) 
+196 チェックサム(L) 

2 バイト 

+197 2A Hex 固定 1 バイト 
+198 0D Hex 固定 1 バイト 

 
パラメータ 説明 

レスポンス長（LL） 正常応答の場合：H’C3 
異常応答の場合：H’09 
コマンドフォーマットが不正の場合：H’06 

終了コード コマンドフォーマットが正常の場合：H’0000 
コマンドフォーマットが不正の場合。この場合、サービスコードおよびデータはありません：H’0000 以外

サービスコード 正常応答の場合：H’CB 
異常応答の場合：H’94 

データ 正常応答の場合： 「7－1－3 送受信可能なデータ」の「送信データ」 
異常応答の場合：2Byte の予約データとなります 

チェックサム +0 から+194 までのバイトごとの SUM 値  
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7－2－3 使用例 

システム構成 

標準 PLC から、RS-232C シリアル通信ボード（形 CP1W-CIF01）を介してシリアル通信を行うことに

より、G9SP シリーズにアクセスする方法を以下の例を使って説明します。 
 

CP1Eシリーズ 

RS-232 
ポート 

 
G9SPシリーズ 

無手順 

オムロン製標準 PLC(*1) 

オプションボード
形 CP1W-CIF01

 
 *1：この例では、以下に示すオムロン製の標準 PLC を使用します。 

機器／ツール 形式／バージョン 
標準 PLC 形 CP1E-N40DR-A 
設定・ラダー作成ツール CX-Programmer Ver9.10 

 

G9SPシリーズの設定 

必要により通信速度の設定をします（デフォルト 9,600bps）。G9SP シリーズのシリアル通信仕様に合

わせて、オムロン製標準 PLC 側で通信設定を行います。 
 

オムロン製 PLCの設定 

CX-Programmer を利用し、PLC システム設定でシリアルポート 1 を以下のように設定してください。 
項目名 項目の設定内容 今回の設定値 

通信速度 シリアルポートの通信速度設定 9600, 8, 1, E 
モード 通信プロトコル RS-232C(無手順) 
スタートコード 送受信データのスタートコード 0x0040 
エンドコード 送受信データのエンドコード 受信バイト 198 
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通信ケーブル 

オムロン製標準 PLC CP1E シリーズと接続する場合は、以下の結線ケーブルを使用してください。 
 

コネクタ形状 信号名 ピンNo.  信号名 コネクタ形状 
FG 1  1 FG
SD 2  2 SD
RD 3  3 RD
RS 4  4 RS
CS 5  5 CS
5V 6  6 5V
DR 7  7 DR
ER 8  8 ER
SG 9  9 SG

 

G9SPシリーズ
RS-232Cシリアルオプションボード

（形CP1W-CIF01）

CP1Eシリーズ
RS-232Cポート

ピンNo.

D-Sub
9ピン
オス

D-Sub
9ピン
オス
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オムロン製 PLCのサンプルラダープログラム 

オムロン製標準 PLC から G9SP シリーズの安全入力端子データをモニタするプログラム例を紹介し

ます。 
 RS-232Cシリアル通信シーケンス 

G9SP シリーズは、標準 PLC からの送信コマンドに対してレスポンスを返します。 
 標準 PLC G9SP シリーズ 

送信コマンド 

受信レスポンス 
300ms 後に 
受信処理 

送信処理 

受信処理 

送信処理 
送信コマンド 

受信レスポンス 

受信処理 

送信処理 

送受信処理

送受信処理300ms 後に 
受信処理 

初期処理 

 
 オムロン製 PLCメモリ配置 

アドレス（開始） アドレス（終了） 内容 説明 
D100 D108 RS-232C 送信コマンド 標準 PLC が G9SP シリーズへ送信するデータです。 
D200 D298 RS-232C 受信レスポンス 標準 PLC が G9SP シリーズから受信するデータです。 
D323  受信サイズワークエリア 
D300 D333 SUM 値計算ワークエリア 

RS-232C 通信のためのワークエリアです。受信データサ

イズを一時保存したり、SUM 値計算するために使用しま

す。 
CIO100 CIO101 G9SP 通信受信データ 

（G9SP シリーズへの書込） 
標準 PLC から G9SP シリーズへの書き込みデータ。

G9SP シリーズの通信受信データに格納されます。

（「7-1-3 送受信可能なデータ」参照） 
CIO200 CIO201 G9SP 通信送信データ 

（G9SP シリーズからの読出） 
G9SP シリーズの通信送信データが読み出されます。

（「7-1-3 送受信可能なデータ」参照） 
CIO202 CIO204 G9SP 安全入力端子データ 

（G9SP シリーズからの読出） 
G9SP シリーズの安全入力端子データが読み出されま

す。（「7-1-3 送受信可能なデータ」参照）  
・ G9SP通信受信データ 

 15       8 7       0 

CIO100 bit 
15 

bit
14

bit
13

bit
12

bit
11

bit
10

bit
09

bit
08

bit
07

bit
06

bit 
05 

bit 
04 

bit 
03 

bit
02

bit
01

bit
00

CIO101 bit 
31 

bit
30

bit
29

bit
28

bit
27

bit
26

bit
25

bit
24

bit
23

bit
22

bit 
21 

bit 
20 

bit 
19 

bit
18

bit
17

bit
16

・ G9SP通信送信データ 
 15       8 7       0 

CIO200 bit 
15 

bit
14

bit
13

bit
12

bit
11

bit
10

bit
09

bit
08

bit
07

bit
06

bit 
05 

bit 
04 

bit 
03 

bit
02

bit
01

bit
00

CIO201 bit 
31 

bit
30

bit
29

bit
28

bit
27

bit
26

bit
25

bit
24

bit
23

bit
22

bit 
21 

bit 
20 

bit 
19 

bit
18

bit
17

bit
16

・ G9SP安全入力端子データ 
 15       8 7       0 

CIO202 Si 
15 

Si
14

Si
13

Si
12

Si
11

Si
10

Si
09

Si
08

Si
07

Si
06

Si 
05 

Si 
04 

Si 
03 

Si 
02

Si
01

Si
00

CIO203 予約 Si 
19 

Si 
18

Si
17

Si
16

CIO204 予約 



7－2 RS-232Cシリアル通信 
 

7-16 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

CIO に格納した上記データを G9SP シリーズへ送受信する時には、各チャネルのデータをバイトスワ

ップ（SWAP 命令）する必要があります。 

 
送信ポート 

受信ポート 

RS-232C 

送信コマンド 

受信レスポンス 

G9SP 通信受信データ 

G9SP 通信送信データ 

G9SP 安全入力端子データ 

TXD 命令 

RXD 命令 

D100 – 108 

D200 – 298 

CIO100 – 101 

CIO200 – 201 

CIO202 – 204 

SWAP 命令

SWAP 命令

 
 

 サンプルラダープログラム 

・ 初期設定～サイクリック送受信 

 
 
 

(1)

(2) 

(3) 
(4) (5)

(7)

(6)

(8) 
(9)

(10)

(11)

(12) 

受信処理

送信処理

初期設定
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・ SUM値計算サブルーチン 

 
 

手順 説明 
(1) 送信コマンドの固定部分を設定します。本処理は起動時に 1 回行うのみです。 

（注）コマンドフォーマットの先頭データ（スタートコード）は、ここでは設定不要です。PLCシステム設定で設定した

値が送信されます。 
(2) 通信リフレッシュタイマ 300ms を開始します。これにより、300ms 後に最初の送信が行われます。 
(3) 300ms 経過後、内蔵 RS-232C ポート受信完了フラグをチェックし、受信していれば受信処理を行います。最

初に標準 PLC からの送信コマンドが必要なため、受信処理は 1 回目の送信完了以降になります。 
(4) RS-232C 受信サイズをワークエリア D323 に一時保存します。 
(5) RS-232C 受信ポートから受信レスポンスを D200 へ取り出します。 
(6) 上記の SUM 値計算サブルーチンをコールし、受信レスポンスの SUM 値を計算します。 
(7) 受信レスポンスの SUM 値、エンドコードをチェックし、受信レスポンスから「G9SP 通信送信データ」「G9SP 安

全入力端子データ」を CIO200、CIO202 にコピーします。 
(8) RS-232C 送信ポートが送信可能状態かをチェックします。 
(9) 送信可能なら、CIO100 から「G9SP 通信受信データ」を送信コマンドに設定します。 
(10) 上記の SUM 値計算サブルーチンをコールし、送信コマンドの SUM 値を計算します。 
(11) RS-232C 送信ポートへ送信コマンドを転送し、これにより G9SP シリーズへ送信されます。 
(12) 次の受信処理を 300ms 後に行うためにタイマをリスタートします。 
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7－3 Ethernet通信 
オムロン製標準 PLC との接続例を説明します。オムロン製標準 PLC とは、FINS/UDP プロトコルによ

り接続することができます。  

 使用上の注意 

・Ethernet オプションボード形 CP1W-CIF41 はユニット Ver2.0 以降のみ使用可能です。それ
以外を使用時は、G9SP シリーズが「サポート外のオプションボード」異常（MS LED 赤点滅）
を検出します。 

・１：１通信（コマンド送信する機器は１台）としてください。 
ｎ：１通信（コマンド送信する機器がｎ台）の場合は、CP1W-CIF41 が同時に複数のコマンドを
受信することになり、コマンドを破棄する場合があります。 

・UDP/IP は、通信の信頼性を保証する制御を全く行わないプロトコルです。 
したがって、UDP/IP を使用している FINS 通信サービスにおいても、送信したメッセージが確
実に相手ノードに届く保証はありません。 
信頼性を上げるためには、ユーザアプリケーションでリトライ処理などの対応が必要です。 

・同一 Ethernet ネットワーク上に複数の機器が接続されていると、一時的に Ethernet のネット
ワークの負荷率（回線の混み具合）が高くなる場合があります。 
Ethernet のネットワークの負荷率（回線の混み具合）が高い状態とコマンド送信が重なると、
CP1W-CIF41 はコマンドを破棄する場合があります。 
同一 Ethernet ネットワーク上の機器を減らすか、コマンド送信のリトライ回数を増やす対応を
してください。 

 

7－3－1 通信フォーマット 

コマンドフォーマット（標準 PLC→G9SPシリーズ） 

   
+0 80 Hex 固定 1 バイト 
+1 00 Hex 固定 1 バイト 
+2 02 Hex 固定 1 バイト 
+3 00 Hex 固定 1 バイト 
+4 G9SP シリーズの FINS ノードアドレス 1 バイト 
+5 00 Hex 固定 1 バイト 
+6 00 Hex 固定 1 バイト 
+7 標準 PLC の FINS ノードアドレス 1 バイト 
+8 標準 PLC の通信ユニット番号 1 バイト 
+9 サービス ID 1 バイト 
+10 28 Hex 固定 1 バイト 
+11 01 Hex 固定 1 バイト 
+12 00 Hex 固定 1 バイト 
+13 4B Hex 固定 1 バイト 
+14 03 Hex 固定 1 バイト 
+15 4D Hex 固定 1 バイト 
+16 00 Hex 固定 1 バイト 
+17 01 Hex 固定 1 バイト 
+18 データ  6 バイト 

 
パラメータ 説明 

G9SP シリーズのFINS ノードアドレス G9SP シリーズに設定した FINS ノードアドレスを指定してください。

「7－3－3 使用例」の「G9SP シリーズの設定」参照。 
標準 PLC の FINS ノードアドレス 標準 PLC に設定した FINS ノードアドレスを指定してください。 

「7－3－3 使用例」の「G9SP シリーズの設定」参照。 
標準 PLC の通信ユニット番号 通信ユニットに設定したユニット番号を指定してください。 
サービス ID 任意の値（H’00～H’FF）を指定してください。 
データ 「7－1－3 送受信可能なデータ」の「受信データ」 



7－3 Ethernet通信 
 

7-19 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306） 

7 

オ
プ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
よ
る
標
準P

LC

と
の
通
信

レスポンスフォーマット（G9SPシリーズ→標準 PLC） 

   
+0 C0 Hex 固定 1 バイト 
+1 00 Hex 固定 1 バイト 
+2 02 Hex 固定 1 バイト 
+3 00 Hex 固定 1 バイト 

+4 標準 PLC の FINS ノードアドレス 1 バイト 
+5 標準 PLC の通信ユニット番号 1 バイト 
+6 00 Hex 固定 1 バイト 
+7 G9SP シリーズの FINS ノードアドレス 1 バイト 
+8 00 Hex 固定 1 バイト 
+9 サービス ID 1 バイト 
+10 28 Hex 固定 1 バイト 
+11 01 Hex 固定 1 バイト 
+12 終了コード(H) 
+13 終了コード(L) 

2 バイト 
 

+14 受信バイト数(H) 
+15 受信バイト数(L) 

2 バイト 
 

+16 00 Hex 固定 1 バイト 
+17 サービスコード 1 バイト 
+18 データ 188 バイト 

 

 
パラメータ 説明 

標準 PLC の FINS ノードアドレス 標準 PLC に設定した FINS ノードアドレスが格納されます。 
G9SP シリーズの FINS ノードアドレス G9SP シリーズに設定した FINS ノードアドレスが格納されます。 
標準 PLC の通信ユニット番号 通信ユニットに設定したユニット番号が格納されます。 
サービス ID コマンドフォーマットで指定したサービス ID が格納されます。 
終了コード コマンドフォーマットが正常の場合（異常応答の場合も含む）：H’0000 

コマンドフォーマットが不正の場合。この場合、以降のデータはありません：

H’0000 以外 
受信バイト数 正常応答の場合：H’00BE 

異常応答の場合：H’0004 
サービスコード 正常応答の場合：H’CB 

異常応答の場合：H’94 
データ 正常応答の場合： 「7－1－3 送受信可能なデータ」の「送信データ」 

異常応答の場合：2Byte の予約データとなります 

 

7－3－2 使用例 

システム構成 

標準 PLC から、Ethernet 通信ボード（形 CP1W-CIF41）を介して Ethernet 通信を行うことにより、

G9SP シリーズにアクセスする方法を以下の例を使って説明します。 
 

CJ1M Ethernetユ
ニット 
形 CJ1W- 
ETN21 

 
G9SPシリーズ 

FINS/UDP 

オムロン製標準 PLC(*1) 

オプションボード
形 CP1W-CIF41 

192.168.250.1 

192.168.250.2 

スイッチングハブ 
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 *1：この例では、以下に示すオムロン製の標準 PLC を使用します。   
機器／ツール 形式／バージョン 

標準 PLC 形 CJ1M-CPU11 
Ethernet 通信ユニット 形 CJ1W-ETN21 
スイッチングハブ 形 W4S1-05B 
設定・ラダー作成ツール CX-Programmer Ver9.10 

 

G9SPシリーズの設定 

G9SP コンフィグレータの「システム設定」より TCP/IP 設定を行ってください。 
この設定は、コンフィグレーションデータのダウンロード時に、G9SP シリーズ、ならびに、Ethernet オプ

ションボードに設定されます。 
項目名 項目の設定内容 今回の設定値 

IP アドレス Ethernet オプションボードの IP アドレスです。初期値: 192.168.250.1 192.168.250.2 
サブネットマスク Ethernet オプションボードのサブネットマスクです。初期値: 

255.255.255.0 
変更不要 

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイの IP アドレスを設定してください。初期値: 0.0.0.0 
(IP ルーチング不可) 

変更不要 

FINS ノードアドレス Ethernet オプションボードの FINS ノードアドレスを設定します。「自動」

の場合、IP アドレスの最下位バイトと一致した値が格納されます。 
初期値: 自動(IP アドレスの最下位桁と一致) 
設定可能範囲: 1～254 

変更不要 

FINS/UDP ポート FINS 通信サービスで仕様する UDP ポート No.を指定します。UDP ポ

ート No.とは、UDP がアプリケーション層(ここでは FINS 通信サービス)
を識別するための番号。 
初期値: 0（9600） 
設定範囲: 0～65535 ただし、0 設定時は FINS/UDP ポート No. 
9600 となります。 

変更不要 

IP アドレステーブル 標準 PLC 側の FINS ノードアドレスと IP アドレス間の対応を定義したテ

ーブルを設定します。IP ルーチング使用時に設定します。 
変更不要 
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オムロン製 PLCの設定 

CX-Programmer を利用し、PLC システム設定で Ethernet ポートを以下のように設定してください。 
項目名 項目の設定内容 今回の設定値 

IP アドレス 形 CJ1W-ETN21 の IP アドレス 192.168.250.1 
サブネットマスク 形 CJ1W-ETN21 のサブネットマスク 255.255.255.0 

 

 

 
 

オムロン製 PLCのサンプルラダープログラム 

オムロン製標準 PLC から G9SP シリーズの安全入力端子データをモニタするプログラム例を紹介し

ます。 
 

 Ethernet通信シーケンス 
G9SP シリーズは、標準 PLC からの送信コマンドに対してレスポンスを返します。 
 標準 PLC G9SP シリーズ 

送信コマンド 

受信レスポンス 

送信処理 

受信処理 

送信処理 
送信コマンド 

受信レスポンス 

受信処理 

送信処理 

送受信処理

送受信処理

初期処理 
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 オムロン製 PLCメモリ配置 
アドレス（開始） アドレス（終了） 内容 説明 
D100 D108 Ethernet 送信コマンド 標準 PLC が G9SP シリーズへ送信するデータです。 
D200 D298 Ethernet 受信レスポンス 標準 PLC が G9SP シリーズから受信するデータです。 
D300 D305 CMND 命令コントロールデータ CMND 命令のコントロールデータが格納されます。 
CIO100 CIO101 G9SP 通信受信データ 

（G9SP シリーズへの書込） 
標準 PLC から G9SP シリーズへの書き込みデータ。

G9SP シリーズの通信受信データに格納されます。

（「7-1-3 送受信可能なデータ」参照） 
CIO200 CIO201 G9SP 通信送信データ 

（G9SP シリーズからの読出） 
G9SP シリーズの通信送信データが読み出されます。

（「7-1-3 送受信可能なデータ」参照） 
CIO202 CIO204 G9SP 安全入力端子データ 

（G9SP シリーズからの読出） 
G9SP シリーズの安全入力端子データが読み出されま

す。（「7-1-3 送受信可能なデータ」参照） 

・ G9SP通信受信データ 
 15       8 7       0 

CIO100 bit 
15 

bit 
14 

bit
13

bit
12

bit
11

bit
10

bit
09

bit
08

bit
07

bit
06

bit
05

bit 
04 

bit 
03 

bit 
02 

bit
01

bit
00

CIO101 bit 
31 

bit 
30 

bit
29

bit
28

bit
27

bit
26

bit
25

bit
24

bit
23

bit
22

bit
21

bit 
20 

bit 
19 

bit 
18 

bit
17

bit
16

・ G9SP通信送信データ 
 15       8 7       0 

CIO200 bit 
15 

bit 
14 

bit
13

bit
12

bit
11

bit
10

bit
09

bit
08

bit
07

bit
06

bit
05

bit 
04 

bit 
03 

bit 
02 

bit
01

bit
00

CIO201 bit 
31 

bit 
30 

bit
29

bit
28

bit
27

bit
26

bit
25

bit
24

bit
23

bit
22

bit
21

bit 
20 

bit 
19 

bit 
18 

bit
17

bit
16

・ G9SP安全入力端子データ 
 15       8 7       0 

CIO202 Si 
15 

Si 
14 

Si
13

Si
12

Si
11

Si
10

Si
09

Si
08

Si
07

Si
06

Si
05

Si 
04 

Si 
03 

Si 
02 

Si
01

Si
00

CIO203 予約 Si 
19 

Si 
18 

Si
17

Si
16

CIO204 予約 
 
CIO に格納した上記データを G9SP シリーズへ送受信する時には、各チャネルのデータをバイトスワップ

（SWAP 命令）する必要があります。 

Ethernet 

送信コマンド 

受信レスポンス 

G9SP 通信受信データ 

G9SP 通信送信データ 

G9SP 安全入力端子データ 

CMD 命令 
D100 – 108 

D200 – 298 

CIO100 – 101 

CIO200 – 201 

CIO202 – 204 

SWAP 命令

SWAP 命令

送信ポート 

受信ポート 
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 サンプルラダープログラム 

(1)

(3) 

(4) 

(6) 

(5) 受信処理

送信処理

初期設定

(2)

(7) (8)

 

 
手順 説明 
(1) 送信コマンドの固定部分を設定します。本処理は起動時に 1 回行うのみです。 
(2) CMND 命令のコントロールデータ部を設定します。 
(3) 1 回目の受信に備えて、受信エリアをクリアしておきます。 
(4) クリアした受信エリアにデータが格納されたら、サイズをチェックし受信処理を開始します。 
(5) 受信レスポンスから「G9SP 通信送信データ」「G9SP 安全入力端子データ」を CIO200、CIO202 にコピーし

ます。 
(6) 受信処理が完了したので、CIO100 から「G9SP 通信受信データ」を送信コマンドに設定します。 
(7) 次の受信に備えて、受信エリアをクリアしておきます。 
(8) Ethernet 送信ポートへ送信コマンドを転送し、これにより G9SP シリーズへ送信されます。 
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【 ソフトウェア設計 】 
  

 

  
この章では、G9SP シリーズとパソコンをオンライン接続し、コンフィグレーションデータをダ

ウンロードする方法について説明します。 
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8－2 G9SP シリーズへのダウンロードと照合............................................................... 8-3
8－2－1 オンライン接続....................................................................................8-3
8－2－2 G9SP シリーズへのダウンロード ............................................................8-3
8－2－3 コンフィグレーションデータの照合 .........................................................8-4

8－3 G9SP シリーズからのアップロード........................................................................... 8-5

8－4 G9SP シリーズのリセット................................................................................... 8-6

8－5 デバイスパスワードの設定 ................................................................................ 8-7
 
 

 
 

 
 
 

オンライン接続と G9SP シリーズへのダウンロード 
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8－1 概要 
第 6 章にて作成したコンフィグレーションデータを G9SP シリーズへダウンロードし、運転（RUN）モード

に変更して G9SP システムの動作確認を行います。 
G9SP シリーズへのダウンロード、および、運転（RUN）モードへの変更、動作確認は、G9SP コンフィ

グレータをオンライン接続することにより行います。 
 

運転までの基本的な流れ 

G9SP シリーズの運転は、基本的に、以下の流れで行います。 
1. オンライン接続（G9SP コンフィグレータと G9SP シリーズの接続） 
2.  G9SP シリーズへのダウンロード 
3. コンフィグレーションデータの照合 
4. 運転（RUN）モードへの変更（ 「第 9 章」） 
5. 動作状態の確認とデバッグ（ 「第 10 章」） 
6. 安全性確認テスト（ユーザテスト）の実施（ 「第 10 章」） 
7. コンフィグレーションデータのロック（ 「第 9 章」） 

 
本章では、1～3、および、その他に、オンラインにて行う操作として、以下の操作について説明しま

す。 
・ G9SPシリーズからのアップロード 

G9SP シリーズから設定済みコンフィグレーションデータを読み出します。 

・ リセット 
G9SP シリーズを再起動、または、設定済みコンフィグレーションデータを消去し

出荷時状態に戻します。 

・ デバイスパスワードの設定 
G9SP シリーズへの不正なアクセス（コンフィグレーションデータの改変、モード変

更など）を防止するため、デバイスパスワードを設定します。 
 

 
 

G9SP シリーズ

ダウンロード

アップロード
G9SP コンフィグレータ
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8－2 G9SPシリーズへのダウンロード

と照合 
 
G9SP コンフィグレータをオンライン接続し、G9SP シリーズへコンフィグレーションデータをダウンロード

する手順について説明します。 
 

8－2－1 オンライン接続 

手順 

オンライン接続により、G9SP コンフィグレータと G9SP シリーズの USB 通信を開始します。 
 

1 オンラインアイコン をクリックします。 

 
 

2 以下のようにオフラインアイコン が表示されれば成功です。 

 

 

8－2－2 G9SPシリーズへのダウンロード 

手順 

オンライン接続成功後、G9SP シリーズへコンフィグレーションデータをダウンロードします。 
 
1 ダウンロードアイコン をクリックします。 

 
 

2 デバイスパスワードの入力を促す画面で、デバイスパスワードを入力します。デバイスパスワードを

設定していない場合は、何も入力しません。 
 

3 「ダウンロードに成功しました」と表示されれば成功です。 
 

 使用上の注意 

メモリカセットを挿入した状態ではダウンロードを行えません。メモリカセットを抜き取り、電源を

再投入してから、再度、ダウンロードを行ってください。 
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8－2－3 コンフィグレーションデータの照合 
作成したコンフィグレーションデータが、G9SP シリーズへ正しくダウンロードされたことを確認するため

に照合を行います。 
照合によりコンフィグレーションデータの一致が確認された場合、G9SP シリーズからアップロードされ

たデータにより作成された照合レポートが表示されます。 
 
照合済みの場合、G9SP コンフィグレータ上の右下に、[照合済み]と表示されます。 

 
 

 

 安全上の要点 

作成したコンフィグレーションデータとダウンロードされたデータが一致していることを、照合

後に表示される照合レポートにより必ず確認してください。 
 

手順 

1 照合アイコン をクリックします。 

 
 

 
2 「パラメータに違いは見つかりませんでした。」と表示された後、照合レポートが作成されます。 
 
3 レポートの内容を確認後、[保存]をクリックし閉じます。 
 
4 「パラメータの照合済みとしてマークします。よろしいですか。」と表示された際に、[はい]を選択す

ることで[照合済み]に変わります。 
 

 参考 

・引き続き、入出力配線の確認、および、運転状態の確認を行う場合は、以下を参照してくだ

さい。 
 入出力配線の確認 ⇒ 「10－3 強制セット/リセットによるデバッグ」 
 運転状態の確認  ⇒ 「9－2 動作モードの変更」 
・安全性確認テスト（ユーザテスト）実施済みのプロジェクトファイルに対して照合後、続けてコ

ンフィグレーションデータのロックを行なうことも可能です。ロックについては、「9―3 コンフィグ

レーションロックと自動運転」を参照してください。 
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8－3 G9SP シリーズからのアップロード 
 
アップロードは、G9SP シリーズに設定済みのコンフィグレーションデータを読み出し、G9SP コンフィグ

レータ上に復元する機能です。 
 

手順 

 
1 オンライン接続後、アップロードアイコン をクリックします。 

 
 

 
2 G9SP シリーズに設定済みのコンフィグレーションデータに、パラメータパスワードが設定されている

場合、読み出し完了後にパスワード入力画面が表示されますので、パラメータパスワードを入力し

ます。 
パラメータパスワードを設定していない場合、本手順は不要です。 

 
3 アップロード成功後、G9SP コンフィグレータ上にコンフィグレーションデータが表示されます。手順

2 にてパラメータパスワードが不一致の場合、アップロードは完了しますが、操作の権限が制約さ

れた状態での復元となります。 

 

 参考 

プログラム作成ノウハウの流出防止などの目的で、アップロードによるコンフィグレーションデー

タの復元を防止したい場合、パラメータパスワードを設定することで可能です。（ 「6－3 装

置のセキュリティ設計」参照） 
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8－4 G9SPシリーズのリセット 
 
G9SP コンフィグレータから G9SP シリーズに対して、2 通りのリセットを行うことが可能です。リセットの

実行には、デバイスパスワードが必要です。 
 

リセットタイプ 

 
リセットタイプ コンフィグレーション 

データ 
MS LED 異常履歴/操作履歴 稼動積算時間 

再起動 リセット前の設定を維持 リセット前の状態と同じ リセット前の履歴を維持 リセット前の値を維持 
出荷時設定に戻して再

起動 
（全データ初期化） 

初期化 
（工場出荷時設定） 

緑赤点滅 
（コンフィグレーション待

ち状態） 

リセット前の履歴を維持 リセット前の値を維持 

コンフィグレーションデータには入出力端子設定などのハードウェア設定や、プログラム、システム設

定が含まれます。 
G9SP シリーズはこれらの情報をデバイス内の不揮発性メモリに保存しますが、情報によっては、一

度設定されると変更できないものがあります。これらの情報を出荷時の設定に戻す場合に、「出荷時

設定に戻して再起動」を選択します。 
 

リセットタイプと G9SPシリーズの状態 

リセットタイプと G9SP シリーズの状態によってはリセットできない場合があります。コンフィグレーション

ロックについては、「9―3 コンフィグレーションロックと自動運転」を参照してください。 
G9SP シリーズの状態 リセットタイプ 

コンフィグレーションロック 
 - LOCK LED 黄点灯 

コンフィグレーションアンロック 
 - LOCK LED 黄点滅/消灯 

再起動 リセット可能 リセット可能 
出荷時設定に戻し

て再起動 
リセット不可能 リセット可能 

 

リセット手順 

 
1 オンライン接続後、[通信]メニュー| [リセット]を選択します。 
2 デバイスリセット画面で、リセットタイプとデバイスパスワードを入力します。 
3 「リセットが完了しました」と表示されれば成功です。 
 



8－5 デバイスパスワードの設定 
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8－5 デバイスパスワードの設定 
 
G9SP シリーズは内部の不揮発性メモリにデバイスパスワードを登録することができます。これにより、

ユーザ（安全管理者）以外の意図しない G9SP シリーズへのアクセスを防ぐことが可能です。 
工場出荷時、デバイスパスワードは未設定なので、ユーザによる登録が必要です。 
G9SP シリーズのデバイスパスワードの設定・変更は G9SP コンフィグレータより行います。 
 

アクセス管理の対象 

下記の機能を実行するとき、デバイスパスワードの入力が必要になります。 
パスワードが一致しない限り、G9SP シリーズは下記の機能を実行しません。 

・コンフィグレーションデータのダウンロード 
・コンフィグレーションデータのロック、ロック解除 
・G9SP シリーズのリセットサービス 
・動作モードの変更 
・デバイスパスワードの変更 

 

デバイスパスワードを紛失した場合 

G9SP シリーズのデバイスにパスワードを設定したまま、パスワードを紛失した場合には、担当営業ま

でお問い合わせください。 
詳細は「付－2 パスワードリカバリーツールの使い方」を参照してください。 

 

デバイスパスワード設定手順 

1 オンライン接続後、[通信]メニュー| [デバイスパスワードの変更]を選択します。  
2 次のパスワード変更画面で、現在のパスワードと新しいパスワードを入力します。 

 

同じパスワードを 

入力してください。 

半角英数字で 

6 文字以上 16 文字まで 
パスワード未設定時は 

空欄まま 

 

 

 参考 

デバイスパスワードの詳細については、 「6－3 装置のセキュリティ設計」を参照してくださ

い。 
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【 ソフトウェア設計 】 
  

 

  
この章では、G9SP シリーズを運転モードに変更する方法について説明します。 

  

9－1 G9SP シリーズの動作モード............................................................................. 9-2

9－2 動作モードの変更............................................................................................ 9-4
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9－1 G9SPシリーズの動作モード 
 

動作モードの概要 

G9SP シリーズには以下の動作モードがあります。 
動作モードは、G9SP シリーズ前面 MS , MC LED、G9SP コンフィグレータのデバイスモニタ機能

（ 「10－1 デバイスのモニタリング」参照）により確認できます。 
 

動作モード 説明 MS LED MC LED 
運転モード プログラムを含む全機能実行中です。 緑点灯 消灯 
アイドルモード 初期処理を完了し、運転（RUN）モードへの移行を待っている

状態です。 
緑点滅 消灯 

コンフィグレーション 
待ち状態 

コンフィグレーションデータのダウンロードを待っている状態で

す。 
緑赤点滅 消灯 

運転停止異常 
 

軽微な異常が発生している状態です。 
以下の場合に、この状態に遷移します。 
運転（RUN）モードに復帰するためには、電源再投入、または、

G9SP コンフィグレータからのリセットが必要です。 
1) 未サポートの拡張 I/O ユニットが接続されている 
2) 拡張 I/O ユニットが３台以上接続されている 
3) 未サポートのオプションボードが接続されている  

赤点滅 消灯 

メモリカセット機能実行中 メモリカセットへのバックアップ、および、メモリカセットからのリス

トアを行う状態です。 
消灯 黄色点滅 

または 
黄色点灯 

運転停止異常 
（システム異常） 

重大な異常が発生しています。 
全ての機能を停止し安全状態に移行します。 

赤点灯 消灯 

初期処理中 安全機能を保証するために必要な自己診断を実行中です。 緑赤点滅 消灯 

 
 

 参考 

以下のいずれかに該当する場合、G9SP シリーズは「メモリカセット機能実行中」で起動しま

す。 
・出荷時状態の G9SP シリーズにメモリカセットを挿入して起動したとき 
・G9SP シリーズ内部に保存されているコンフィグレーションデータが、メモリカセット内のそれと

一致しないとき 
・ディップスイッチ SW4 を ON して起動したとき 
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各動作モードで実行可能な機能 

G9SPシリーズの各モードでの状態、各モードでのG9SPコンフィグレータからの操作の可否を以下に

示します。 
 

安全機能 スタンダード機能 G9SP コンフィグレータからの操作 

動作モード 

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

 

ロ
ー
カ
ル

I/O
制

御
 

U
SB

通
信

 

オ
プ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
通

信
 

コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

 
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

 
ロ
ッ
ク
、
ロ
ッ
ク
解

除
設

定
 

リ
セ
ッ
ト 

デ
バ
イ
ス
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変

更
 

オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ

 

強
制

セ
ッ
ト
／

リ
セ
ッ
ト 

運転モード 実行 

アイドルモード 

I/O 
ﾘﾌﾚｯｼｭ実

行 
可能 可能

2

コンフィグレーション

待ち状態 

可能
3 

不可 

運転停止異常 
不可/
可能 

可能 

メモリカセット 
機能実行中 

可能 可能 

不可 

可能 

不可 

可能

運転停止異常 
(システム異常) 

初期処理中 

停止 安全 
状態

1 

停止 停止 

不可 

不可 不可 不可 不可

不可 

注 1：安全状態とは、以下の状態を意味します。 
・安全出力端子が OFF 

注 2：強制セット／リセットは、コンフィグレーションデータがアンロックの場合のみ実行可能です。 
注 3：コンフィグレーションのダウンロードは、メモリカセットが挿入されていない場合のみ実行可能です。 
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9－2 動作モードの変更 
 

動作モード遷移 

まず、電源 ON 時の初期処理完了後の遷移先について示します。 
 

初期処理 

運転モード 

運転 &  
アンロック 

運転 &  
ロック 

アイドル & 
アンロック 

アイドル & 
ロック 

コンフィグレーション 
待ち状態 

有効な 
コンフィグレーション

なし 

アイドルモード 

電源 ON 

有効なコンフィグレーションあり かつ
コンフィグレーションロック解除中 

有効なコンフィグレーションあり かつ
コンフィグレーションロック中 かつ 

アイドルモードにて、電断 

有効なコンフィグレーションあり 
かつ 

コンフィグレーションロック中 

かつ 

運転モードにて、電断

注) ロック ： コンフィグレーションロック中 

アンロック ： コンフィグレーションロック解除中

 
次に、運転モード、アイドルモード、コンフィグレーション待ち状態間の遷移表を示します。 

 

アイドル &  
アンロック 

運転モード

アイドル &  
ロック 

運転 &  
アンロック 

運転 &  
ロック 

アイドルモード ダウンロード 

モード変更(運転)

モード変更(アイドル)

モード変更(運転)

モード変更(アイドル)

ダウンロード 

 
 

モード変更手順 

G9SP シリーズにコンフィグレーションデータをダウンロード後、プログラム実行を開始するには、G9SP
コンフィグレータよりモード変更を行います。 

 
1 オンライン接続後、モード変更（運転）アイコン をクリックします。 

アイドルモードに戻る場合は、モード変更（アイドル）アイコン をクリックします。 

 
2 デバイスパスワードの入力を促す画面で、デバイスパスワードを入力します。 
3 「モード変更に成功しました。」と表示されれば成功です。G9SP シリーズの MS LED が緑点灯し

ていることを確認してください。 
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9－3 コンフィグレーションロックと

自動運転 
 

コンフィグレーションロックとは 

コンフィグレーションデータのダウンロード、照合、および、安全性確認テスト（ユーザテスト）実施を行

ったあと、G9SP シリーズに保存されたコンフィグレーションデータをロックし、データを保護する機能で

す。ロック設定を行うと、解除されるまでコンフィグレーションデータの変更はできません。 
コンフィグレーションロックが設定されると、 

・G9SP シリーズ前面の LOCK LED が黄色点灯します（ロック解除時、黄色点滅）。 
・G9SP コンフィグレータ上では、“照合済み［ロック］”と表示されます。 

 
※ロック後、G9SP コンフィグレータ上のコンフィグレーション 

データを変更すると、ロックアイコンが黄色に変わります。 
 

コンフィグレーションロックの手順 

 
1 オンライン接続後、コンフィグレーションロックアイコン をクリックします。 

 
 

2 デバイスパスワードの入力を促す画面で、デバイスパスワードを入力します。デバイスパスワードを

設定していない場合は、何も入力しません。 
 
3 コンフィグレーションロック成功後、G9SP シリーズ前面の LOCK LED が黄色点灯します。また、

G9SP コンフィグレータ上では、ロック状態を示すマークが表示されます。 
 

 使用上の注意 

コンフィグレーションロックを行うためには、コンフィグレーションデータの照合が完了していること

が必要です。G9SP コンフィグレータ上に「照合済み」が表示されていることを確認ください。 
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起動時運転モード（自動運転） 

G9SP シリーズは使用者の安全性を優先するため、安全性確認テスト（ユーザテスト）完了前の状態

では、起動時にアイドルモードで動作します。 
その後、安全性確認テスト（ユーザテスト）が完了し、以下の条件を満足する場合、運転モードで起

動することができます。この場合、G9SP コンフィグレータからのモード変更操作は必要ありません。 
・コンフィグレーションデータのロック 
・かつ、運転モードに変更したあと電源断 
 

 使用上の注意 

コンフィグレーションがロックされていても、アイドルモードで電源を切ると次回起動時は運転モ

ードとなりません。必ず、運転モードの状態で電源を切ってください。 

 

コンフィグレーションロックの解除（アンロック） 

 

1 オンライン接続後、コンフィグレーションアンロックアイコン をクリックします。 

 
 

 
2 デバイスパスワードの入力を促す画面で、デバイスパスワードを入力します。デバイスパスワードを

設定していない場合は、何も入力しません。 
 
3 コンフィグレーションアンロック成功後、G9SP シリーズ前面の LOCK LED が黄色点滅します。ま

た、G9SP コンフィグレータ上では、アンロック状態を示すマークが表示されます。 
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9－4 コンフィグレーションデータの変更 
 
コンフィグレーションデータのダウンロード後や運転開始後の G9SP シリーズのコンフィグレーションデ

ータの変更について説明します。 
 

コンフィグレーションの変更手順 

G9SP シリーズのコンフィグレーションデータの変更を行うには、まず、システムの安全状態をよく確認

した後、G9SP シリーズのコンフィグレーションロックの解除を行います。 
コンフィグレーションデータの変更手順は、次のとおりです。 
 
(1) システムの安全状態の確認 
(2) G9SP シリーズのモード変更（運転→アイドル） 
(3) G9SP シリーズのコンフィグレーションロックの解除（アンロック） 
(4) G9SP シリーズへの変更したコンフィグレーションデータのダウンロード 
(5) コンフィグレーションデータの照合 
(6) G9SP シリーズのモード変更（アイドル→運転） 
(7) 安全性確認テスト（ユーザテスト）の実施 
(8) コンフィグレーションデータのロック 

 
 

 安全上の要点 

G9SP シリーズのコンフィグレーション変更後は、安全機能が正常に動作することを確認し

てから、本運転を開始してください。 
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9－5 電源断時の動作 
 

9－5－1 電源電圧異常時の動作 

G9SP シリーズは、安全な動作を保証するために電源電圧を監視しています。上限を超える、または

下限を下回る電圧を検出すると、次に示す動作となります。 
 

内部回路用電源電圧異常時の動作 

内部回路用電源電圧に異常が発生すると、G9SP シリーズは動作を停止し、出力を OFF します。 
電源電圧が正常に戻ると、G9SP シリーズは再起動します。 

 

出力回路用電源電圧異常時の動作 

出力用電源電圧に異常が発生すると、G9SP シリーズは動作を継続しますが、出力を OFF します。 
 
出力用電源電圧が正常に供給されているかどうかは、G9SPシリーズのOUT PWR LED表示、また

は、I/O 電源モニタ機能で確認できます。 
 確認方法 1：G9SPコンフィグレータよりモニタする 

「10―1 デバイスのモニタリング」、「10―1－3 異常履歴」、「10―1－4 操作

履歴」を参照してください。 
 確認方法 2：オプションボード通信により「出力電源電圧異常フラグ」をモニタする 

「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」を参照してください。 
 確認方法 3：プログラムにて入力 I/Oタグ「出力電源電圧異常フラグ」を使用する 

「G9SP シリーズ セーフティコントローラ コマンドリファンレスマニュアル

（SLJB-307）」を参照してください。 
 



      

【 立上げ・デバッグ 】 
  

 

  
この章では、パソコンを用いて G9SP シリーズをモニタリングしたり、強制セット／リセットする

ことによりデバッグする方法について説明します。 

  

10－1 デバイスのモニタリング ....................................................................................10-2
10－1－1 デバイスモニタ ................................................................................. 10-2
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10－1 デバイスのモニタリング 
 
G9SP コンフィグレータを使用し、G9SP シリーズの動作状態や異常履歴、操作履歴をオンラインモ

ニタリングすることが可能です。 
 

10－1－1 デバイスモニタ 
G9SP コンフィグレータによるモニタリングは、G9SP シリーズとパソコンをオンライン接続するだけで行

えます。 
オンライン接続時に、G9SP シリーズに異常が発生している場合は、「デバイスモニタ」に異常を示す

(赤丸)表示がされるので、ダブルクリックしてトラブルシューティングを行います。 
 

手順 

1 オンライン接続後、プロジェクトウィンドウの[デバイスモニタ]をダブルクリックします。 
 

画面の説明 

 オンライン接続 

G9SP コンフィグレータの表示モード

G9SP シリーズに異常が発生している
場合、[異常発生]と表示されます。こ
こをダブルクリックすることで、発生中
の異常を確認できます。 

 
 デバイスモニタ 

デバイスモニタには以下の状態が表示されます。 
表示 内容 

(グレー) オフライン G9SP コンフィグレータが G9SP シリーズとオンライン接続されて

いません。 
(白) コンンフィグレーション待ち：正常 

メモリカセット機能実行中：正常 
G9SPシリーズがコンフィグレーション待ち状態、またはメモリカセッ

トによるバックアップ／リストアを実行中です。 
(緑) アイドル：正常 G9SP シリーズがアイドルモードです。 
(青) 運転：正常 G9SP シリーズが運転（RUN）モードです。 
(赤) アラーム G9SP シリーズに異常が発生しています。 
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10－1－2 ステータスモニタ 
G9SP シリーズの動作モード、現在発生している異常を確認できます。 

G9SP シリーズの現在の
動作モードを示します 

異常内容の説明、トラブルシュ
ーティングの方法を表示します。

G9SP シリーズに、現在、発生して
いる異常を表示します 

 

 

10－1－3 異常履歴 
G9SP シリーズに過去および現在に発生した異常を確認できます。G9SP シリーズは内部の不揮発

性メモリに異常履歴を 10 件保存できます。電源再投入後も保存されています。10 件を超えた場合

は、古い履歴より削除されます。 
 

異常の内容が表示されます 異常発生時のユニット通電時間が表示されます

新 

旧 

異常履歴はタブの切り替えで更新されないので、 
必ず、手動で[更新]ボタンをクリックしてください 

全異常履歴を消去します

異常履歴を CSV 形式で保存します 

 

 使用上の注意 

異常詳細の内容については、ツールの「ヘルプ」ボタンから表示できます。また、本マニュアル

「第 13 章 異常とその処置」にも記載されています。いずれかを参照し、原因を取り除いてくだ

さい。 

 参考 

・ユニット通電時間とは、G9SP シリーズが通電され正常起動している時間の積算値です。ユ

ニット通電時間は 6 分ごとに更新、保存されます。 
・[異常履歴]はタブの切り替え（他のタブを開き、再度[異常履歴]タブを開く）では更新されませ

ん。[更新]ボタンをクリックして更新してください。 
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10－1－4 操作履歴 
G9SP シリーズにこれまでに行った操作を確認できます。G9SP シリーズは内部の不揮発性メモリに

操作履歴を 10件保存できます。電源再投入後も保存されています。10件を超えた場合は、古い履

歴より削除されます。 

操作の内容が表示されます 操作実行時のユニット通電時間が表示されます

新 

旧 

操作履歴はタブの切り替えで更新されないので、 
必ず、手動で[更新]ボタンをクリックしてください 

全操作履歴を消去します

操作履歴を CSV 形式で保存します 

 
 保存対象となる操作 

操作履歴には以下の操作が保存されます。 
 

保存対象となる操作 内容 
電源 ON/再起動リセット G9SPシリーズの電源投入、または、G9SPコンフィグレータより[再

起動]リセットを行った。 
出荷時設定に戻してリセット G9SP コンフィグレータより[出荷時設定に戻して再起動]リセットを

行った。 
ダウンロード G9SP コンフィグレータよりコンフィグレーションデータのダウンロード

を行った。 
ロック/ロック解除 G9SP コンフィグレータよりロック、または、ロック解除を行った。 
運転モード変更 G9SP コンフィグレータより運転モードの変更を行った。 
強制モードの開始/終了 G9SP コンフィグレータより、強制モードの開始、または終了を行っ

た。 
デバイスパスワード変更 G9SP コンフィグレータよりデバイスパスワードの変更を行った。 
異常履歴クリア G9SP コンフィグレータより異常履歴のクリアを行った。 
メモリカセットへのバックアップ G9SP シリーズからメモリカセットへのコンフィグレーションデータの

バックアップを行った。 
メモリカセットからのリストア メモリカセットからG9SPシリーズへのコンフィグレーションデータのリ

ストアを行った。 

 

 使用上の注意 

操作履歴は、対象となる操作に成功した場合のみ保存されます。 
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10－2 プログラムのモニタリング 
 

10－2－1 プログラムモニタ 
G9SP コンフィグレータを使用し、G9SP シリーズのプログラム実行状態をグラフィカルにモニタリング

することが可能です。 
 

手順 

1 オンライン接続後、プログラムモニタアイコン をクリックします。 
2 プログラム画面の背景が薄緑色になり、ウィンドウ右下に「オンラインモニタ」と表示されれば成功

です。 
 

画面の説明 

 

異常が発生している場合、ファンク
ションブロックが赤色となります。 

値が ON の場合、
緑色となります。

異常が発生しているファンクションブロック
を表示します。ダブルクリックすることで、
そのページへジャンプします。 

背景：薄緑色 

 

 

 参考 

・アウトプットウィンドウへの異常ファンクションブロックの表示は、[オンラインデバッグ]メニュー | 
[異常発生中のファンクションブロック一覧の取得]を行うことで更新できます。 

・プログラムモニタ中は、プログラムやシステム設定等のコンフィグレーションデータの編集がで

きません。プログラムモニタを終了してから編集を行ってください。 
 
 



10－2 プログラムのモニタリング 
 

10-6 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

 

10－2－2 ウォッチウィンドウ 
G9SP コンフィグレータでは、ウォッチウィンドウを使用することで、さらにデバッグの効率を向上させる

ことができます。 
 

I/Oタグの値をモニタリング 

ウォッチウィンドウへ任意の I/Oタグを登録することができ、ウォッチウィンドウ上で値のON/OFFをモニ

タリングすることが可能です。 
以下の例のように、異なるページに配置された I/O タグの値の変化を確認するときに便利です。 
 
例）異なるページに配置された I/O タグ値を同時にモニタリングする場合 

ページ 1 に配置された入力 I/O タグの変化時に、ページ 2 の出力 I/O タグの値を確認する

場合、出力 I/Oタグをウォッチウィンドウに登録することで、ページ1を表示しながら、両方の

値の変化をモニタリングすることができます。 
 

ページ 1 

ページ 2 

ウォッチウィンドウへ登録

 
 

I/Oタグの関連を解析表示 

G9SPコンフィグレータは、ウォッチウィンドウへ登録した I/Oタグを起点に、関連する I/Oタグを解析し

て表示します。 
以下の例のように、出力 I/O タグ起点に関連する入力 I/O タグを表示し、それぞれを遮断した際に、

確実に出力が遮断されることを確認できます。 
 
例）ある出力が正しく遮断されるかを確認する場合 

確認したい出力 I/Oタグをウォッチウィンドウに登録し、その出力 I/Oタグのツリーを開きます。

そこに、関連する入力 I/O タグが一覧で表示されるので、これらの値を変化させ、そのとき

の出力 I/O タグの変化をモニタリングします。これにより、効率的にモニタリングができる上、

確認項目の漏れを防止することができます。 
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確認する出力 I/O タグ 

関連する入力 I/O タグ 

 
 

ウォッチウィンドウへの登録・削除手順 

 任意の I/Oタグを登録する手順 
プログラム画面、または、I/O タグリストウィンドウにおいて、登録したい I/O タグを右クリックし、[ウォッチ

ウィンドウに登録]を選択します。 
 

 使用されている全 I/Oタグを一括登録する手順 
ウォッチウィンドウの[一括登録]ボタンをクリックします。 

 
 任意の I/Oタグを削除する手順 

ウォッチウィンドウに登録されている I/O タグを右クリックし、[削除]を選択します。 
 

 ウォッチウィンドウに登録されている全リストを削除する手順 
ウォッチウィンドウの[一括削除]ボタンをクリックします。 

 

 参考 

ウォッチウィンドウに登録された I/Oタグ、および、その関連する I/Oタグを一覧で、csvファイル

形式で保存することができます。使用している安全出力機器の遮断条件をドキュメント等に整

理する場合などに活用できます。 
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10－3 強制セット/リセットによるデバッグ 
 

プログラムモニタ画面において、入出力 I/O タグに対して、強制セット／リセットが可能です。強制セッ

ト／リセット時は、実際の入出力端子の値や通信データの ON/OFF 状態に関わらずプログラムで使

用するデータを ON/OFF させることができます。 
出力端子の配線チェックや、通信相手不在状態でのG9SPシリーズの動作確認等に利用することで、

効率的なデバッグが可能となります。 
 

 使用上の注意 

・強制セット／リセットは、G9SP シリーズのコンフィグレーションデータがロック解除中（アンロッ

ク）のみ行うことができます。 
・強制モード終了、または、継続時間経過後は、G9SP シリーズはプログラムの実行を停止し、

アイドルモードへ遷移します。 

 

 
出力が動作し、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがありま

す。強制セット／リセットを行う場合、十分な安全方策を実施し

てください。 
 

 

 

10－3－1 強制モード 
強制セット／リセットを行うためには、G9SP シリーズを強制モードに変更する必要があります。 

 モード変更(運転)

モード変更(アイドル)

モード変更(運転)

モード変更(アイドル)
強制モード

強制モード開始 

アイドル 運転 

アイドル 運転 

強制モード終了 or 
強制モード継続時間経過

強制モード開始 

 

強制モードの開始 

強制モードへの変更には、デバイスパスワードの入力が必要です。 
また、G9SP シリーズのコンフィグレーションデータがロック解除中（アンロック）のみ強制モードへ変更

することが可能です。 
 

強制モードの時間監視 

G9SP シリーズが強制モードを継続できる時間には制約があります。上限 24 時間までの継続時間を、

強制モードの開始、または、再開時に指定します。 
この継続時間経過後、G9SP シリーズは強制モードを終了します。 
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強制モードの終了 

強制モードの終了には、次の 3 通りの方法があります。 
 

 G9SPコンフィグレータより、強制モード終了を実行した場合 
・強制モード終了後、G9SP シリーズはプログラムの実行を停止し、通常モードのアイドルモードへ遷

移します。 
・G9SP シリーズはそれまで強制セット、または、強制リセットされていたデータを実 I/O の値に戻しま

す。 
 

強制モード 
開始 

入力 I/O タグ N  
(強制セット／リセット後) 

強制
セット

入力 I/O タグ N  
(実データ) 

強制
リセット

強制
セット

強制モード
終了  

 
 強制モード継続時間が経過した場合 

・強制モードの時間監視により、継続時間が経過した場合、G9SP シリーズはプログラムの実行を停

止し、通常モードのアイドルモードへ遷移します。 
・G9SP シリーズはそれまで強制セット、または、強制リセットされていたデータを実 I/O の値に戻しま

す。 
 

 G9SPシリーズがアイドルモード、運転モード以外へ変更された場合 
ダウンロード実行、リセット実行、電源遮断が該当します。 
アイドルと運転モード間の変更では、強制モードを継続します。 

 

起動時の強制モード 

G9SP シリーズを強制モード中に電断した場合でも、次回起動時は通常モードで起動しますので、再

度、強制モードの開始を行なってください。 
 

手順と画面説明 

1 強制モードの開始 
プログラムのモニタリング画面にて （強制モード開始／再開）を押し、以下画面にてデバ

イスパスワードと強制モードの継続時間を入力します。 
プログラム画面の背景がオレンジ色になり、ウィンドウ右下に「強制セット／リセット」と表示さ

れれば成功です。 
 

 

デバイスパスワードを

入力します。 
強制モードの継続時間を入力 

します。上限 1440 分（24 時間）。 

 
 



10－3 強制セット/リセットによるデバッグ 
 

10-10 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

2 強制セット／リセット 
強制セット／リセットを行う I/O タグを選択し、右クリックにより、以下の操作を選択します。 

ボタン 意味 内容 

 強制セット 実際の ON/OFF 状態に関わらず ON となります。 

 
強制リセット 実際の ON/OFF 状態に関わらず OFF となります。 

 強制反転 現在の ON/OFF 状態の反転値になります。 

 強制解除 強制セット、または、強制リセットに設定した状態を解除し、実際の

ON/OFF 状態となります。 

 

強制モードを継続したままプログラムモニタを終了する場合 

強制モードを継続したままプログラムモニタを終了することが可能です。 
 

 手順 
プログラムモニタを終了します。それまでに設定した入出力 I/O タグへの強制セット、または、強制リセ

ットの状態は保持されます。 
 

 再開の手順 
一度、プログラムモニタを終了すると、強制セット／リセットを行なうなための権限を失います。再度強

制セット／リセットを行なう場合は、 （強制モード開始／再開）を押し、デバイスパスワード、継続時間

を入力します。 
現在設定されている各 I/O タグの強制セット、または、強制リセットの状態を保持したまま、強制セット

／リセット機能を行なう権限を取得することができます。 
 

強制モード継続時間を延長する場合 

強制モードの継続時間を延長する場合も、 （強制モード開始／再開）により行ないます。 
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10－4 安全性確認と稼動前の準備 
G9SP シリーズの動作確認、デバッグの完了後、最後に以下を実行します。 

1. 安全性確認テスト（ユーザテスト） 
2. メモリカセットへのバックアップコピー 
3. レポートの印刷と保管 
 

10－4－1 安全性確認テスト（ユーザテスト） 
G9SPシリーズを含む安全システムの全ての安全機能が正しく動作することを確認するため、安全性

確認テスト（ユーザテスト）を実施します。 
安全性確認テスト（ユーザテスト）完了後、コンフィグレーションデータをロックし、コンフィグレーション

データの確定を行います。 
 

 参考 

コンフィグレーションロックを行うことで、G9SP シリーズの自動運転（運転モードでの起動）が可

能となります。詳細は、 「9－3 コンフィグレーションロックと自動運転」を参照してください。 
 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。システムの稼動前

に安全性確認テスト（ユーザテスト）を実施して、すべての G9SPシリーズのコンフィグレ

ーションデータとその動作が正しいことを確認してください。 

 

10－4－2 メモリカセットへのバックアップコピー 
確定後のコンフィグレーションデータをメモリカセットへバックアップコピーします。メモリカセット機能、機

能詳細、手順については、 「第11章 メモリカセットによるバックアップ／リストア」を参照してくださ

い。 
 

 参考 

・メモリカセットを用いることで、G9SPシリーズの交換時の作業時間を大幅に軽減することが可

能です。メモリカセットのご使用を推奨します。 
・メモリカセットへのバックアップコピーは、コンフィグレーションデータがロックされている状態で

のみ可能です。 
 

10－4－3 レポートの出力と保管 
最後に、確定後のコンフィグレーションデータの内容を示すレポートを確認し、必要に応じて印刷し大

切に保管してください。手順については、 「6－2―5 レポートの表示と印刷」を参照してください。 
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11－1 概要 
 
G9SP シリーズはオプションのメモリカセット 形 CP1W-ME05M を用いることで、保守効率を高めるこ

とができます。 
 

11－1－1 メモリカセット機能 
G9SP シリーズでは、パソコンを用いることなく G9SP シリーズからメモリカセットへのコンフィグレーショ

ンデータの吸い上げ（バックアップ）、および、メモリカセットから G9SP シリーズへの設定（リストア）が可

能です。 

バックアップ 

メモリカセットに格納されているコンフィグレーションデータを

G9SP シリーズへ設定します。 

リストア 

G9SP シリーズからメモリカセットへコンフィグレーションデータ

を吸い上げます。 メモリカセット機能 

メモリカセット

形 CP1W-ME05M

G9SP シリーズ

バックアップ リストア 

パソコンは不要です パソコンは不要です 

G9SP シリーズ 

MEMORY

 

 

11－1－2 用途例 
G9SP シリーズのメモリカセット機能は、以下の用途で使用可能です。 

故障などによる G9SPシリーズの交換 

装置の本稼動中に故障などの理由により、G9SP シリーズを交換する必要が生じた場合、パソコンを

用いることなく、交換品に対するコンフィグレーションデータの設定（リストア）が可能です。リストアの完

了した交換品 G9SP シリーズは、交換前と同じように自動運転を開始します。 

※事前に、メモリカセットへバックアップ

コピーしておきます。 

交換品

メモリカセットを交換品の方へ挿入して、起動するだけで、

交換品へコンフィグレーションデータがリストアされ、 
交換品は運転を再開します。 

故障品 

G9SP シリーズ G9SP シリーズ

MEMORY
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既存装置をバージョンアップする際の G9SPシリーズのデータ更新 

既存装置のバージョンアップなどの理由により、G9SP シリーズのコンフィグレーションデータを更新す

る必要が生じた場合、パソコンを用いることなく、新しいコンフィグレーションデータの設定（リストア）が

可能です。リストアの完了した更新後の G9SP シリーズは、更新前と同じように自動運転を再開しま

す。 

更新後のコンフィグレーションデータが格納されたメモリ
カセットを G9SP シリーズに挿入し、起動するだけで、更
新データがリストアされ運転を再開します。 

取り外し 更新後

挿入 

※事前に、更新後のコンフィグレーションデータをメ
モリカセットへバックアップしておきます。 

更新前

G9SPシリーズ

MEMORY

MEMORY

 
 

同一内容の装置を量産する際の G9SPシリーズのデータ複製 

同一装置を量産する際、1 個のメモリカセットを用いて、複数の G9SP シリーズへ簡単に同一設定を

行うことが可能です。リストア後の G9SP シリーズは、電源投入により自動運転を開始します。 
あらかじめコンフィグレーションデータが格納されたメモ
リカセットを各 G9SP シリーズへ挿入して起動するだけ
で、データがリストアされ運転を開始します。 

挿入 挿入 

挿入 

※事前に、更新後のコンフィグレーションデータをメ
モリカセットへバックアップしておきます。 

G9SPシリーズ G9SPシリーズ G9SPシリーズ 

MEMORY

 
 

 安全上の要点 

メモリカセットを用いたリストア完了後、G9SP シリーズは自動的に運転を開始します。メモ

リカセットを用いたリストアは、必ず、動力源の電源を切り、システムの安全状態を確認した

上で行ってください。 
 

 使用上の注意 

メモリカセットは G9SP シリーズの電源オフ状態で挿入・取り外しを行ってください。通電中に行

うと、メモリカセット、G9SP シリーズの故障の原因となります。 
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11－2 メモリカセットへのバックアップ 
バックアップの条件、手順について説明します。 
 

条件 

バックアップを行うためには、以下の条件を満たしている必要があります。 

・ G9SPシリーズのコンフィグレーションデータがロック済みであること 
リストア後の安全性を確保するため、安全性確認テスト（ユーザテスト）が完了したコンフィ

グレーションデータを用いることが必要となります。 
 

手順 

1 G9SP シリーズの電源をオフし、メモリカセットを挿入します。 
2 G9SP シリーズ前面のディップスイッチ SW4 を ON にした状態で、G9SP シリーズの電源を投入し

ます。 
3 G9SP シリーズは、以下の LED 表示で起動します。 

消灯 

黄点滅(0.5 秒間隔)

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

全消灯

バックアップ 

待ち状態 

MEMORY

 
 

4 この状態で G9SP シリーズ前面のプッシュスイッチを 1 秒以上押下すると、バックアップを開始し

ます。バックアップ中は、安全入力端子側 I/O LED が右から左へ順次黄色点灯していきます。 

プッシュスイッチ 

消灯 

黄点滅(0.25 秒間隔) 

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

右から左へ順次点灯していきます。

バックアップ中 

MEMORY

 
 

5 バックアップが完了すると、以下の LED 状態となります。このとき、安全入力端子側 I/O LED に、

バックアップしたコンフィグレーションデータの ID を順次点灯します。この ID は、コンフィグレーショ

ン ID という、コンフィグレーションデータを識別するための 10 進数の 4 桁数字です。詳細は、

「11－4 LED を用いたコンフィグレーションデータの確認」を参照してください。 

消灯 

黄点灯 

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

コンフィグレーション ID を表示。
I/O LED が 1 点ずつ黄色点灯。
ID4 桁分点灯します。 

バックアップ完了 

MEMORY

 
以上でバックアップは完了です。通常の運転モードに戻るときは、ディップスイッチ SW4 を OFF に戻

して、G9SP シリーズの電源を再投入してください。 
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また、バックアップ処理の途中で異常が発生した場合、ERR/ALM LED が赤点灯し、安全入力端子

側 I/O LED の異常内容を示す端子番号が赤点灯します。 「13－2 異常詳細と処置・対策の

実施」を参照し異常要因を取り除いてください。 

消灯 

黄点灯 

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

異常の種類を示すために、I/O LED の
該当点が赤点灯します。 

赤点灯ERR/ALM

バックアップ異常 

MEMORY

 
 

 使用上の注意 

・メモリカセットへのバックアップは、G9SP シリーズのコンフィグレーションデータがロックされて

いる時のみ可能です。安全性確認テスト（ユーザテスト）を実施し、コンフィグレーションデータ

をロックした後に行ってください。 
・故障などによる G9SP シリーズの交換を効率的に行う目的でメモリカセットを使用する場合、

装置の本稼動に入る前にバックアップを済ませておいてください。G9SP シリーズが故障した

後では、バックアップが正しく行えない可能性があります。 
・バックアップにより、メモリカセット内のデータは上書きされます。よく確認して実施してくださ

い。 

 

 参考 

・メモリカセットのフォーマットは必要ありません。 
・メモリカセットから G9SP シリーズへのリストア時に、誤ったコンフィグレーションデータの設定を

防止するために、コンフィグレーション IDの照合によりメモリカセットの中身を確認することが可

能です。その照合を行う場合、バックアップ時にコンフィグレーション ID を記録しておいてくだ

さい。 
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11－3 G9SPシリーズへのリストア 
 
リストアの条件、手順について説明します。 

 

条件 

リストアを行うためには、以下の条件を全て満たしている必要があります。 

・ メモリカセットに正しいデータがバックアップされていること 
事前にメモリカセットにコンフィグレーションデータがバックアップされていることが必要です。 
 

・ デバイスパスワードの一致 
G9SP シリーズにデバイスパスワードが設定されている場合は、メモリカセットにバックアップ

したデバイスパスワードと一致することが必要です。出荷時状態は未設定です。 
 

・ リストア禁止設定が[禁止]になっていないこと 
G9SPシリーズに設定されているリストア禁止設定が[禁止]になっていないことが必要です。 
出荷時状態は[許可]です。 
 

・ 機種情報（形式）の一致 
メモリカセットに格納されているコンフィグレーションデータの機種情報と、本体の機種情報

が一致することが必要です。 
 

 リストア禁止設定とは 
装置等の稼動現場での誤ったリストアや不正なリストアを防止するために、メモリカセットによるリストア

を禁止することが可能です。リストア禁止設定を行った場合、コンフィグレーションデータの更新のため

にはパソコンが必要となりますので、注意してご使用ください。 

G9SP コンフィグレータ 

リストア禁止 

メモリカセット 

事前に、パソコン、または、メモリカセッ
トより、「リストア禁止設定」を[禁止]で
設定しておきます。 

リストア[禁止]に設定済みの
G9SP シリーズへのリストア
は行えません。 

リストア[禁止]に設定済みの
G9SP シリーズへのパソコンか
らのダウンロードは可能です。

MEMORY

MEMORY

 
 

リストア禁止設定は、G9SP コンフィグレータの[システム設定]にて設定します。設定方法については、

「第 6 章 コンフィグレーションデータの作成」を参照してください。 
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手順 

1 G9SP シリーズの電源をオフし、メモリカセットを挿入します。 
2 G9SP シリーズ前面のディップスイッチ SW4 を OFF にした状態で、G9SP シリーズの電源を投入

します。 
このとき、メモリカセットに格納されているコンフィグレーションデータと G9SP シリーズに格納されて

いるコンフィグレーションデータが不一致の場合、手順 3 のリストア待ち状態で起動します。 
3 起動後、G9SP シリーズの安全入力端子の I/O LED に、メモリカセット内のコンフィグレーションデ

ータの ID を順次点灯します。 

消灯 

黄点滅(0.5 秒間隔)

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

メモリカセット内のコンフィグレーションデータのコンフ
ィグレーション ID を表示。 
I/O LED が 1 点ずつ黄色点灯。ID4 桁分点灯します。 

リストア待ち状態 

MEMORY

 
 

4 表示されているコンフィグレーション ID を照合し、メモリカセットに意図したコンフィグレーションデー

タが格納されていることを確認できたら、G9SP シリーズ前面のプッシュスイッチを 1 秒以上押下し、

リストアを開始します。リストア中は、安全入力端子の I/O LED が左から右へ順次黄色点灯してい

きます。 

プッシュスイッチ 

消灯 

黄点滅(0.25 秒間隔) 

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

左から右へ順次点灯していきます。

リストア中 

MEMORY

 
 

5 リストアが完了すると、G9SP シリーズは再起動し、コンフィグレーションロック済みの運転モードで

動作します。 

緑点灯

消灯 

MS 

MC

黄点灯LOCK 

リストア完了 

MEMORY

 
 
また、リストア処理の途中で異常が発生した場合、ERR/ALM LED が赤点灯し、安全入力

端子側 I/O LED に異常内容を示す端子番号が赤点灯します。 「13－2 異常詳細と

処置・対策の実施」を参照し異常要因を取り除いてください。 

消灯 

黄点灯 

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

異常の種類を示すために、I/O LED の
該当点が赤点灯します。 

赤点灯ERR/ALM

リストア異常 

MEMORY
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 使用上の注意 

・出荷時状態の G9SP シリーズにメモリカセットを挿入して起動すると、必ずリストア待ち状態で

起動します。パソコンを用いてコンフィグレーションデータのダウンロード等を行う場合は、メモリ

カセット未挿入の状態で行ってください。 
・誤ったコンフィグレーションデータのリストアを防止するために、コンフィグレーション ID の照合

を行ってください。 

 
 

 
安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れが

あります。メモリカセットからのリストア後は、G9SPシリーズ

が適切にコンフィグレーションされ、正しく動作することを確認

するために、安全性確認テスト（ユーザテスト）を実施してくだ

さい。 
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11－4 LEDを用いたコンフィグレーショ

ンデータの確認 
 

G9SP シリーズの I/O LED にコンフィグレーションデータを識別するための ID を表示することができま

す。現在動作中のコンフィグレーションデータを確認したり、リストア実行前に、メモリカセット内のコンフ

ィグレーションデータを確認するために使用します。 
 

 コンフィグレーション IDとは 
G9SP コンフィグレータで作成した全コンフィグレーションデータをもとに生成した 10 進数 4 桁数字で

す。安全入出力端子設定やプログラムなどの安全関連設定に加え、ファンクションブロックの位置情

報や I/O コメントなどの非安全関連設定も含めて生成しています。よって、安全関連設定の変更時は

もちろん、ファンクションブロックの配置変更といった G9SP シリーズの動作に影響のない変更であっ

てもコンフィグレーション ID は異なる値を示します。 
 

 セーフティ署名とは 
G9SP コンフィグレータで作成した安全関連設定をもとに生成したコードです。G9SP シリーズの動作

に影響ある変更があるかどうかを確認するために使用します。 
コード 内容 

署名コード 安全関連設定をもとに生成した 16 進数 4 桁数字です。 
署名日付 G9SP コンフィグレータ上で安全関連設定を行った時刻です。 

 
 G9SPコンフィグレータでの確認方法 

1 プロジェクトウィンドウで、ユニット名称を右クリックし［プロパティ］を選択します。 
2 ［署名］タブを選択します。 

 

コンフィグレーション IDの確認方法 

コンフィグレーション ID の確認方法を示します。 
 

 現在動作中のコンフィグレーションデータを確認する場合 
1 G9SP シリーズがアイドルモード、または、運転モードで動作中に、前面のプッシュスイッチを 1 秒

以上押下します。 
2 1 秒経過後、G9SP シリーズの安全入力端子の I/O LED にコンフィグレーション ID を表示します。 

 
 メモリカセットに格納されているコンフィグレーションデータを確認する場合 

「11－3 G9SP シリーズへのリストア」の手順 3)を参照してください。 
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【 保守・点検 】 
  

 

  
この章では、G9SP シリーズの点検、および G9SP シリーズの交換時にお願いしたいことを

説明します。 

  

12－1 点検について .................................................................................................12-2

12－2 G9SP シリーズ交換時のお願い.......................................................................12-3
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12－1 点検について 
 
G9SP シリーズの機能を最良の状態で使用していただくために、日常あるいは定期的な点検をお願

いします。 
・G9SP シリーズの仕様範囲内で使用されていることを確認してください。 
・G9SP シリーズの取付状態や配線が正常であることを確認してください。 
・安全機能の作動信頼性を一定の水準に維持するために、安全機能の診断を行ってくだ

さい。 
・異常履歴機能により、軽微な異常の発生の有無を確認してください。 
 

 定期点検項目の参考例 
No. 点検項目 点検内容 判定基準 処置 
1 供給電源 電源端子台で測定して電圧

変動は基準内であるか 
電圧変動範囲内 
(第 2 章参照) 

テスタで端子間をチェックし、供給電源が

許容電圧変動範囲内となるように、変更し

てください。 
周囲温度は適当か（盤内使

用の場合、盤内温度が周囲

温度となります） 

0 ～ +55 ℃ 
(第 2 章参照) 

温度計で周囲温度を測定し、使用周囲温

度 0 ～ 55 ℃に入るように、周囲環境を

整備してください。 
周囲湿度（盤内湿度）は適当

か（盤内使用の場合、盤内湿

度が周囲湿度となります） 

10 ～ 90％（結露の

ないこと） 
(第 2 章参照) 

湿度計で周囲湿度を測定し、使用周囲湿

度 10 ～ 90％ に入るように、周囲環境

を整備してください。特に、温度の変化が

急なため、結露することがないかを確認し

てください。 
日光が直接当たっていないか 日光が直接当たらな

いこと 
遮蔽してください。 

ちり、ほこり、塩分、鉄粉が積

もっていないか 
ないこと 除去し、遮蔽してください。 

水、油、薬品などの飛沫がか

かっていないか 
かかっていないこと 除去し、遮蔽してください。 

腐食性ガス、可燃性ガスの雰

囲気でないか 
ないこと 匂い、またはガスセンサなどで、チェックし

てください。 
本体に直接振動や衝撃が伝

わっていないか 
耐振動、耐衝撃の仕

様範囲内であること

(第 2 章参照) 

耐振動、耐衝撃用のクッションなどを設置

してください。 

2 周囲環境 

ノイズ発生源が近くにないか ないこと 
(第 2 章参照) 

ノイズ源を遠ざけるか、遮蔽対策をしてくだ

さい。 
各ユニット間の端子台は完全

に挿入、ロックされているか 
ゆるみのないこと 
(第 4 章参照) 

完全に挿入し、ネジでロックしてください。 

接続ケーブルのコネクタは完

全に挿入、ロックされているか

ゆるみのないこと 
(第 4 章参照) 

完全に挿入、ロックしてください。 

3 取り付け・配

線状態 

外部配線のねじはゆるんでい

ないか 
ゆるみのないこと ドライバで増し締めをしてください。 

4 安全性確認

テスト（ユー

ザテスト） 

全ての安全機能が正しく動作

するか 
意図通りに正しく動作

すること 
異常の原因を除去し、全ての安全機能の

動作を再度確認してください。 
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12－2 G9SPシリーズ交換時のお願い 
 

点検によって不良を発見し、G9SP シリーズの交換を行うときは、次の点にご注意ください。 
・分解、修理、改造はしないでください。本来の安全機能が失われ危険です。 
・安全が確保された状態でユニットを交換できるようご注意ください。 
・感電防止、また機械装置の予期せぬ動作を防ぐため、交換は電源を切った状態で行っ

てください。 
・交換後、新しいユニットに異常がないことを確認してください。 
 

 安全上の要点 

G9SP シリーズ交換後、プログラムのほか運転再開に必要な全てのコンフィグレーションを

再設定し、安全機能が正常に動作することを確認してから、本運転を開始してください。 
 
 

新しいユニットの設定と配線 

 ユニットの交換と配線 
故障したユニットを取り外し、新しいユニットの取り付け、配線を実施してください。 

「第 4 章 取り付けと配線」参照 
 
 

コンフィグレーションデータのダウンロードと動作確認 

 
 G9SPコンフィグレータによる操作 

新規の G9SP シリーズユニットへコンフィグレーションデータをダウンロードし、安全システムの動作確

認を実施してください。 
「第 8 章 オンライン接続と G9SP シリーズへのダウンロード」参照 
「第 9 章 運転と動作モード」参照 

 
 メモリカセットによる操作 

新規の G9SP シリーズユニットへメモリカセットを挿入し、コンフィグレーションデータをリストアし、安全

システムの動作確認を実施してください。 
「第 11 章 メモリカセットによるバックアップ／リストア」参照 
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【 保守・点検 】 
  

 

  
この章では、G9SP シリーズのトラブルシューティングについて説明しています。 

  

13－1 トラブルシューティング概要 .............................................................................13-2
13－1－1 異常状態と対処方法 ....................................................................... 13-2
13－1－2 LED 状態確認 ................................................................................ 13-2
13－1－3 異常内容の確認.............................................................................. 13-4

13－2 異常詳細と処置・対策の実施 .........................................................................13-5
13－2－1 運転停止異常 ................................................................................. 13-5
13－2－2 運転継続異常 ................................................................................. 13-7
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13－1 トラブルシューティング概要 
ここでは、G9SP シリーズで異常が発生したときの対処方法を説明します。 
 

13－1－1 異常状態と対処方法 
異常状態が発生した場合、以下の順序によって対応をしてください。 

 

LED 状態確認 

異常内容の確認 

処置･対策の実施 

G9SP シリーズの前面 LED により、異常状態を把握します 

G9SP コンフィグレータにより、異常内容の詳細状態を読み出す 

異常状態の種類によって、復旧処置（問題解決）と、 
再発防止対策を実施 

・・・

・・・

・・・

完了 

トラブル発生 

 
 

13－1－2 LED状態確認 
まず、G9SP シリーズの前面にある LED の状態により、異常状態の種類を確認します。 

MS FORCE LOCK ERR/ 
ALM 

MC COMM OUT
PWR

I/O 状態 

緑 赤 黄 黄 赤 黄 黄 緑 黄 赤  
正常運転状態 

  ー    ー ー ー ー 正常運転状態（ユーザテスト済み） 

  ー    ー ー ー ー 正常運転状態（ユーザテスト中） 

  ー ー   ー ー ー ー 正常運転状態だが安全出力が ON しない 

異常を検出していないが停止中 

  ー ー   ー ー ー ー 内部回路電源が供給されていない 

  ー ー   ー ー ー ー アイドルモードで停止中 

  ー ー   ー ー ー ー コンフィグレーション待ち状態で停止中 

  ー ー   
 

ー ー ー ー メモリカセット機能（バックアップ/リストア） 
実行中 

運転停止異常を検出 

  ー ー ー ー ー ー ー ー 運転停止異常（システム異常）を検出 

  ー ー  ー ー ー ー ー 運転停止異常（軽微な異常）を検出 

  ー ー   ー ー ー メモリカセット機能（バックアップ/リストア）により

異常を検出 
運転継続異常を検出 
ー ー ー ー  ー ー ー ー ー 運転継続異常を検出 

 
：消灯 ：点滅  ：点灯  ー：任意 
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正常運転状態 

G9SP シリーズは、プログラムを実行し正常に運転している状態です。運転状態は以下の 2 状態に分

類されます。詳細は 「9―3 コンフィグレーションロックと自動運転」を参照してください。 
状態 処置 

正常運転状態（ユーザテスト済み） ユーザテストが完了し、自動運転モードで正常運転中です。特に処置は不要です。

正常運転状態（ユーザテスト中） ユーザテストが完了していないため、コンフィグレーションロック解除状態で運転中

です。現在の運転は正常ですが、次回起動時はアイドル状態で起動します。ユー

ザテストが完了するまでは、起動時に毎回、G9SP コンフィグレータより動作モード

の変更を行ってください。 
正常運転状態だが安全出力が

ON しない 
以下の要因が考えられます。いずれの処置を行っても問題が解決しない場合は、

ユニットの故障が考えられます。その場合は、ユニットを交換してください。 
1.出力タグが ON しているか。 
プログラムモニタにより、出力タグが ON を示す緑色になっているか、確認してくだ

さい。 
2.安全出力端子の設定が、未使用になっていないか。 
安全入出力端子設定を開いて、確認してください。 

3.他の安全出力端子、または、標準出力端子に 24V が印加されていないか、また

は、電源（＋側）に接触していないか。 
この場合、出力電源遮断テストに失敗するため、安全上の理由で安全出力が

ON となりません。配線を確認して、出力電源を再投入してください。 

 

異常を検出していないが停止中 

G9SP シリーズは、プログラムを実行せず停止中です。しかし、特に異常は検出していない状態です

ので、運転させる場合は以下に従って処置してください。 
状態 処置 

内部回路電源が 
供給されていない 

以下を確認のうえ、定格にあった電源を供給してください。 
- 電源電圧が仕様の範囲内か 
- 配線に誤り、断線がないか 
V1/G1 端子での電圧を測定し正常である場合、ユニットの故障が考えられます。その

場合はユニットを交換してください。 
アイドルモードで停止中 1. G9SP コンフィグレータより動作モードの変更（ 「9-2 動作モードの変更」）を行

ってください 
2. 動作モードの変更を行い運転を開始しても、次回起動時に本状態となる場合は、

「9-3 コンフィグレーションロックと自動運転」を参照してください。 
3. 強制モード継続時間がタイムアウトすると、運転モードからアイドルモードに遷移しま

す。再度、強制モードを開始するなどの対策を行ってください。 
コンフィグレーション待ち状態 
で停止中 

G9SP シリーズにコンフィグレーションデータがダウンロードされていません。 「第 8
章 オンライン接続と G9SPシリーズへのダウンロード」を参照し、コンフィグレーションデ

ータをダウンロードしてください。 
メモリカセット機能 
（バックアップ/リストア）実行中 

以下の要因により、メモリカセット機能実行中状態で起動しています。 
「第 11 章 メモリカセットによるバックアップ/リストア」を参照し対策してください。 

・G9SP シリーズが出荷時状態（コンフィグレーション待ち状態）、かつ、メモリカセットが

挿入されている 
・または、G9SP シリーズ内のコンフィグレーションデータと異なるデータが格納されたメ

モリカセットが挿入されている 
・または、ディップスイッチ SW4=ON となっている 
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運転停止異常を検出 

G9SP シリーズは、運転に支障をきたす異常を検出したため、プログラムを実行せず停止中です。以

下に従って処置してください。 
状態 処置 

運転停止異常（システム異常）

を検出 
致命的な異常（ハードウェア故障、アサート異常など）が発生している状態です。電源

再投入しても再発する場合は、ハードウェア故障の可能性が高いのでユニットを交換

してください。 
運転停止異常（軽微な異常）を

検出 
回復可能な軽微な異常（未サポートユニットの装着など）が発生している状態です。以

下を確認のうえ、正しいシステム構成にし電源再投入してください。 
1. サポート外の拡張 I/O ユニットが装着されていないか 
2. 拡張 I/O ユニットが 3 台以上装着されていないか 
3. サポート外のオプションボードが装着されていないか。（特に、Ethernet オプション

ボード形 CP1W-CIF41 はユニット Ver2.0 以降のみサポートしています） 
メモリカセット機能（バックアップ/
リストア）により異常を検出 

メモリカセットによるバックアップ/リストアにより異常を検出した状態です。 
「13-2-1 運転停止異常（メモリカセットに関する異常）」を参照して異常を取り除

いてください。 

 

運転継続異常を検出 

G9SP シリーズが、運転を継続可能な異常を検出しています。 
「13―2―2 運転継続異常」を参照して異常を取り除いてください。 

 

13－1－3 異常内容の確認 
次に、G9SP コンフィグレータ、または、オプションボード通信を用いて、異常内容の詳細を読み出し

ます。 
 

G9SPコンフィグレータによる読み出し 

「10―1―1 デバイスモニタ」に示す方法により、現在発生中の異常、または、異常履歴を確認

します。 
 

オプションボード通信による読み出し 

「第 7 章 オプションボードによる標準 PLC との通信」に示す方法により、現在発生中の異常、ま

たは、異常履歴を確認します。 
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13－2 異常詳細と処置・対策の実施 
ここでは、G9SP シリーズで異常が発生したときの対処方法を説明します。 

 

13－2－1 運転停止異常 

システム異常 

異常名称 推定原因 処置 
システム異常 1. ハードウェアの自己診断によりハードウェア異

常を検出 
2. ソフトエラーなどの要因によりメモリ異常を検出

電源を再投入し、再発する場合はユニットを

交換してください。 

内部 NVS アクセス異常 内部 NVS への読書きアクセス時に異常を検出 電源を再投入し、再発する場合はユニットを

交換してください。 

 
 

ユニット構成異常 

異常名称 推定原因 処置 
サポート外の拡張 I/O ユ

ニット 
サポート外の拡張 I/O ユニットを接続して起動 電源 OFF 状態で、正しいユニット構成に修

正し、電源を再投入してください。 
拡張 I/O ユニット 接続

台数オーバー 
拡張 I/O ユニットを 3 台以上接続して起動 電源 OFF 状態で、正しいユニット構成に修

正し、電源を再投入してください。 
サポート外のオプション

ボード 
サポート外のオプションボードを装着して起動（特

に、Ethernetオプションボード形CP1W-CIF41 は

ユニット Ver2.0 以降のみサポートしています） 

電源 OFF 状態で、正しいユニット構成に修

正し、電源を再投入してください。 

 
 

強制セット/リセットに関する異常 

異常名称 推定原因 処置 
強制モードタイムアウト 強制モード継続時間が経過し、プログラムの実行

を停止 
-- 

 
 

メモリカセットに関する異常 

メモリカセットを挿入して起動、または、ディップスイッチSW4=ONにて起動した場合、G9SPシリーズ

はメモリカセット機能実行中モードとなることがあります。その状態で異常を検出した場合、G9SP シリ

ーズは ERR/ALM LED が赤点灯し、安全入力端子側 I/O LED に異常内容を示す端子番号が赤点

灯します。 

消灯 

黄点灯 

MS 

MC

IN LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

異常の種類を示すために、I/O LED の
該当点が赤点灯します。 

赤点灯ERR/ALM
MEMORY
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異常名称 I/O 

LED 
推定原因 処置 

メモリカセット未挿入、ま

たは、不正メモリカセット 
Si 1 
赤点灯 

1. メモリカセットが未挿入、または、確

実に挿入されていない状態でバックアッ

プが起動された 
2. CP1□でフォーマットされたメモリカセ

ットが挿入された、もしくは、不正なフォ

ーマットのデータが格納されたメモリカセ

ットが挿入され、リストアモードで起動した

リストアを実施する場合： 
1. 電源 OFF 状態で、メモリカセットを確実に

挿入して、電源を再投入してください。 
2. 電源 OFF 状態で、正しいメモリカセットを

挿入して、電源を再投入してください。 
それでも再発する場合は、メモリカセット、も

しくは、G9SP シリーズ本体を交換してくださ

い。 
リストアを実施しない場合： 
G9SP シリーズ本体がコンフィグレーション

待ち状態（出荷時状態）、もしくは、メモリカ

セット内のデータと不一致のコンフィグレーシ

ョンデータを持つ場合、G9SP シリーズはリ

ストアを実施しようとします。リストアを実施し

ない場合は、メモリカセットを抜き取り、電源

を再投入してください。 
メモリカセット抜き取り、

または、アクセス異常 
Si 2 
赤点灯 

1. MC 機能実行中に、メモリカセットを

抜き取った 
2. CPU ユニット、もしくは、メモリカセット

のハードウェア故障 

電源 OFF 状態で、メモリカセットを再度挿入し

て、電源再投入してください。再発する場合は

CPU ユニット、または、メモリカセットを交換して

ください。 
メモリカセット機能実行

中の内部 NVS アクセス

異常 

Si 3 
赤点灯 

G9SP シリーズ本体のハードウェア故障 電源を再投入し、再発する場合はユニットを

交換してください。 

機種情報（形式）不一

致のためリストア失敗 
Si 4 
赤点灯 

1. メモリカセットに格納されているコンフ

ィグレーションデータの機種情報と本

体の機種情報が不一致 
2. メモリカセットに格納されているコンフ

ィグレーションデータが、本体ユニット

バージョンでは未サポートであった。

*1 

電源 OFF 状態で、正しいメモリカセットを挿入

して、電源再投入してください。 

メモリカセットと本体間の

デバイスパスワード不一

致のためリストア失敗 

Si 5 
赤点灯 

メモリカセットに格納されているデバイス

パスワードと本体のデバイスパスワードが

不一致 

電源 OFF 状態で、正しいメモリカセットを挿入

して、電源再投入してください。 

本体がリストア禁止設定

のためリストア失敗 
Si 6 
赤点灯 

「リストア禁止設定」がされている本体

に、リストアを実行しようとした。 
G9SP コンフィグレータを用いて、 
1. コンフィグレーションデータの書換え、 
2. もしくは、出荷時状態へのリセット後、再

度メモリカセットを挿入して、電源再投入

してください。 
メモリカセット内データ不

正によりリストア失敗 
Si 7 
赤点灯 

メモリカセットに格納されているコンフィグ

レーションデータのチェックで、不正デー

タ検出。 

電源 OFF 状態で、正しいメモリカセットを挿入

して、電源再投入してください。 

本体がコンフィグレーシ

ョンデータなしのためバ

ックアップ失敗 

Si 8 
赤点灯 

本体がコンフィグレーションデータを持た

ないため、メモリカセットへのバックアップ

を実施できない。 

-- 

本体がロックされていな

いためバックアップ失敗 
Si 9 
赤点灯 

本体のコンフィグレーションデータがロッ

クされていないため、メモリカセットへの

バックアップを実施できない。 

-- 

 
*1.G9SP ユニットバージョン Ver.1.□では、シングルビームセーフティセンサを 2 系統以上設定したコンフィグレーショ

ンはリストアできません。 
 

 参考 

メモリカセットに関する異常履歴は G9SP シリーズの内部不揮発性メモリに保存されません。

電源再投入する前に読み出して確認してください。 
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異
常
と
そ
の
処
置

 

13－2－2 運転継続異常 

拡張 I/Oユニットに関する異常 

異常名称 推定原因 処置 
拡張 I/O ユニット構成不

一致 
G9SP コンフィグレータで設定されたのと異なる構

成で起動 
電源 OFF 状態で、正しいユニット構成に修

正し、電源を再投入してください。 
拡張 I/O ユニットバス異

常 
拡張 I/O ユニットのリフレッシュに失敗。(拡張 I/O ユ

ニット故障、接触不良、ノイズ外乱) 
電源OFF状態で、拡張 I/Oユニットとの接続を

確認し、再発する場合は、拡張 I/O ユニットの

交換、ノイズ対策を行ってください。 

 

プログラム実行に関する異常 

異常名称 推定原因 処置 
ファンクションブロックス

テータス異常 
ファンクションブロックの実行により論理異常を検

知 
「G9SPシリーズ セーフティコントローラ コマ

ンドリファレンスマニュアル（SJLB-307□）を

参照。 

 

オプションボード通信に関する異常 

異常名称 推定原因 処置 
オプションボード通信

異常(通信タイムアウト) 
オプション通信ボード経由の通信でタイムアウトを検

出。(通信ケーブルの断線、オプション通信ボード故

障、接触不良、ノイズ外乱、接続相手の故障や状態

変更) 

電源 OFF 状態で、オプション通信ボードとの接

続を確認し、再発する場合は、オプション通信

ボードの交換、ノイズ対策、接続相手の確認を

行ってください。 
オプションボード通信

異常(未装着) 
起動後、オプションボードが外れた 電源 OFF 状態で、オプション通信ボードとの接

続を確認し、電源再投入してください。 

 

安全入出力機能に関する異常 

安全入力端子の自己診断機能において異常を検知した場合、G9SP シリーズは、

ERR/ALM LED が赤点滅し、該当の安全入出力端子 I/O LED が赤点灯、もしくは、赤点

滅します。 

緑点滅/緑点灯 

MS 

I/O LED  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 

異常を検出した端子の I/O LED が赤
点灯、または、赤点滅します。 

赤点滅

ERR/ALM
MEMORY

 
 出力電源に関する異常 

異常名称 推定原因 処置 
出力電源電圧異常 出力電源が正しく供給されていない 
電源遮断テスト異常 出力電源遮断テストで異常を検知した 

以下を確認のうえ、定格にあった電源を供

給してください。 
- 電源電圧が仕様の範囲内か 
- 配線に誤り、断線がないか 
- 安全出力端子に 24V が印加されていな

いか、または電源（＋側）に接触していな

いか。 
V2/G2端子での電圧を測定し正常である場

合、ユニットの故障が考えられます。その場

合はユニットを交換してください。 
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 安全入力端子に関する異常 
異常名称 推定原因 処置 

外部接続機器異常 安全入力端子のテストパルス評価機能において

異常を検知した。 
1. 入力信号線に電源(+側)が接触 
2. 入力信号線間の短絡 
3. 外部接続機器の故障 

1./2. 外部配線を確認してください。  
3. 外部接続機器を交換してください。 

内部回路異常 内部回路の故障を検知した 電源を再投入し、再発する場合はユニットを

交換してください。 
デュアルチャネル監視

異常 
安全入力端子のデュアルチャネル評価機能にお

いて異常を検知した。 
1. 入力信号線の地絡、断線 
2. 接続機器の故障 
3. デュアルチャネル監視時間の設定値不正 

1. 外部配線を確認してください。 
2. 外部接続機器を交換してください。 
3. デュアルチャネル評価時間を見直してく

ださい。 

 
 テスト出力端子に関する異常 

異常名称 推定原因 処置 
過電流検知 1. 出力信号線の地絡 

2. 外部接続機器の故障 
1. 外部配線を確認してください。 
2. 外部接続機器を交換してください。 

出力 ON 固着異常 1. 出力信号線に電源(+側)が接触 
2. 内部回路の故障 

1. 外部配線を確認してください。 
2. 電源を再投入し、再発する場合はユニッ

トを交換してください。 
電流下限検知 1. 出力信号線の断線 

2. 外部接続機器の故障 
1. 外部配線を確認してください。 
2. 外部接続機器を交換してください。 

内部回路異常 内部回路の故障を検知した 電源を再投入し、再発する場合はユニットを

交換してください。 

 
 安全出力端子に関する異常 

異常名称 推定原因 処置 
過電流検知 外部接続機器の故障を検知した 外部接続機器を交換してください。 
地絡検知 出力信号線の地絡を検知した 外部配線を確認してください。 
出力 ON 固着異常 1. 出力信号線に電源(+側)が接触 

2. 内部回路の故障 
3. 出力電源が仕様範囲外 

1. 外部配線を確認してください。 
2. 電源を再投入し、再発する場合はユニッ

トを交換してください。 
3. 出力電源を確認してください。 

デュアルチャネル出力

間のデータ異常 
プログラミングミス 安全出力端子をデュアルチャネルで設定

時は、プログラムから同一データを出力する

ように修正してください。 
内部回路異常 内部回路の故障を検知した 電源を再投入し、再発する場合はユニットを

交換してください。 
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付－1 使用用途例 
 

付－1－1 非常停止スイッチアプリケーション 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

4 / PLe 相当 非常停止用押しボタンスイッチ 0 マニュアル 

 アプリケーションイメージ 
非常停止用押しボタンスイッチ S1 押下により、モータ M を停止します。 

 

配線例 

 

E1, E2：DC24V電源 
S1：非常停止押しボタンスイッチ
S2：リセットスイッチ 
KM1, KM2：コンタクタ 
M：モータ 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」を参照してください。 

 
 

動作チャート 
 
 

非常停止スイッチ S1 
11-12 

非常停止スイッチ S1 
21-22 

リセットスイッチ S2 

KM1 

KM2 

EDM フィードバック 

リセットスイッチ ON 

350ms 以上 350ms 以上 350ms 以上 

非常停止スイッチ 
押下 

非常停止スイッチ 
復帰 

デュアルチャネル 
監視異常発生 

EDM 異常発生 

デュアルチャネル 
監視異常解除 

EDM 異常解除 

デュアルチャネル監視時間
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付 

付
録

安全入出力端子設定例 

 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
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付－1－2 安全扉アプリケーション① 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

4 / PLe 相当 セーフティリミットスイッチ 0 オートリセット 

 アプリケーションイメージ 
安全扉(Gate1)S1, S2 開により、モータ M を停止します。 

 

配線例 

 

E1, E2：DC24V電源 
S1：セーフティリミットスイッチ 

S2：リミットスイッチ（NO接点）
KM1, KM2：コンタクタ 
M：モータ 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」を参照してください。 

 
 

動作チャート 

 

セーフティ 
リミットスイッチ S1 

リミットスイッチ S2 

KM1 

KM2 

EDM フィードバック 

安全扉開 安全扉閉 

アイドル 
→運転  
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付 
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安全入出力端子設定例 

 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 

 
 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
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付－1－3 安全扉アプリケーション② 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

セーフティリミットスイッチ 1,2 0 オートリセット 4 / PLe 相当 
非常停止押しボタンスイッチ 0 マニュアル 

 アプリケーションイメージ 
安全扉 1(Gate1) S3, S4 開で M1 停止、 
安全扉 2(Gate2) S5, S6 開で M2 停止、 
非常停止押しボタンスイッチ S1 押下で両方停止。 
 

配線例 

 

E1, E2：DC24V電源 
S1：非常停止押しボタンスイッチ 

S2：リセットスイッチ 
S3,S5：セーフティリミットスイッチ 
S4,S6：リミットスイッチ（NO接点） 
KM1, KM2, KM3, KM4：コンタクタ 
M1,M2：モータ 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」を参照してください。 
 

 

動作チャート 

 

KM1, KM2 
(So0, So1) 

安全扉開 

非常停止スイッチ S1 

リセットスイッチ S2 

Gate1 (S3,S4) 

Gate2 (S5,S6) 

EDM フィードバック 
(Si7) 

KM3, KM4 
(So2, So3) 

EDM フィードバック 
(Si8) 

リセットスイッチ ON 

350ms 以上

非常停止スイッチ 
押下 

非常停止スイッチ 
復帰 

350ms 以上

アイドル 
→運転 

安全扉閉 

 

 

S1 

S3,S4 S5,S6

S2 
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付 

付
録

安全入出力端子設定例 

 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
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付－1－4 セーフティライトカーテンアプリケーション① 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

4 / PLe 相当 ・非常停止押しボタンスイッチ 
・セーフティライトカーテン 1（人体検出用） 
・セーフティライトカーテン 2（危険源検出用） 

0 マニュアル 

 アプリケーションイメージ 
セーフティライトカーテン 1 S2 と 
セーフティライトカーテン 2 S3 を同時遮光時、 
または、非常停止押しボタンスイッチ S1 押下時に 
出力を遮断します。 
 

配線例 

 

E1, E2：DC24V電源 

S1：非常停止押しボタンスイッチ 
S2：セーフティライトカーテン 1 
S3：セーフティライトカーテン 2 

S4：リセットスイッチ 

KM1, KM2：コンタクタ 
M：モータ 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」
を参照してください。 

 
 

動作チャート 

 

KM1, KM2 
 

人（作業者）が 
SLC1 遮断 

非常停止スイッチ S1 

EDM フィードバック 
 

リセットスイッチ ON 

350ms 以上 

非常停止スイッチ 
押下 

非常停止スイッチ 
復帰 

350ms 以上 

アイドル 
→運転 

セーフティライトカーテン 1 
S2 

セーフティライトカーテン 2 
S3 

リセットスイッチ S4 

危険源（ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ等）が
SLC2 遮断 人（作業者）が SLC1 遮断中に 

危険源(ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ等)が SLC2 同時遮断 

危険源(ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ等)が 
SL2 遮断した状態で停止中 

危険源 
接近中 

350ms 以上

 

 S1
S2 

S3

S4
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安全入出力端子設定例 

 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
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付－1－5 セーフティライトカーテンアプリケーション② 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

4 / PLe 相当 ・非常停止押しボタンスイッチ 
・セーフティライトカーテン 1（人体検出用） 
・セーフティリミットスイッチ（危険源検出用） 

0 マニュアル 

 アプリケーションイメージ 
セーフティライトカーテン 1 遮光と 
セーフティリミットスイッチ OFF が 
同時発生時に出力を遮断します。 
非常停止押しボタンスイッチ S1 押下 
時も出力を遮断します。 
 

配線例 

 

E1, E2：DC24V電源 

S1：非常停止押しボタンスイッチ 
S2：セーフティライトカーテン 1 

S3：セーフティリミットスイッチ 

S4：リミットスイッチ 
S5：リセットスイッチ 
KM1, KM2：コンタクタ 
M：モータ 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」を参照してください。 
 

 

動作チャート 

 

KM1, KM2 

人（作業者）が 
SLC1 遮断 

非常停止スイッチ S1 

EDM フィードバック 

リセットスイッチ ON 

350ms 以上 

非常停止スイッチ 
押下 

非常停止スイッチ 
復帰 

350ms 以上 

アイドル 
→運転 

セーフティライトカーテン 1 
S2 

セーフティリミットスイッチ 
S3 

リセットスイッチ S5 

危険源（ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ等）
接近 

人（作業者）が SLC1 遮断中に 
危険源(ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ等)が接近 

リミットスイッチ 
S4 

350ms 以上

 

 

ロボットアームが作業者 
方向に接近時、 
セーフティリミットスイッチ OFF

S1
S2

S3

S5 

S4 
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安全入出力端子設定例 

 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
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付－1－6 電磁ロック安全扉、ユーザモードアプリケーション 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

4 / PLe 相当 ・非常停止押しボタンスイッチ 
・電磁ロックセーフティドアスイッチ 
（メカニカルロックタイプ） 
・ユーザモードスイッチ 

0 マニュアル 

 アプリケーションイメージ 
ユーザモードが通常運転時は安全扉 S2,S3 の開は不可、メンテナンスモードへの切替え

により出力を遮断し、5 秒後に安全扉の開可能となります。 
非常停止押しボタンスイッチ S1 押下時も出力を遮断します。 

 

配線例 

E1, E2：DC24V電源 

S1：非常停止押しボタンスイッチ 

S2：電磁ロックセーフティドアスイッチ
S3：セーフティリミットスイッチ 

S4：ユーザモードスイッチ 
S5：リセットスイッチ 

S6：ロック解除スイッチ 

KM1, KM2：コンタクタ 
M：モータ 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」を参照してください。 

  

動作チャート 

 

KM1, KM2

非常停止スイッチ S1

EDM フィードバック

リセットスイッチ ON 

350ms 以上

非常停止スイッチ 
押下 

非常停止スイッチ 
復帰 

350ms 以上

アイドル 
→運転 

電磁ロックセーフティ
ドアスイッチ S2

セーフティリミットスイッチ
S3

リセットスイッチ S5

ユーザモードスイッチ
(通常運転モード) S4

ユーザモードスイッチ
(メンテナンスモード) S4

ロック解除スイッチ S6

ロック解除信号

350ms 以上

ドア開可能

ドア閉→開

ユーザモード切替え 
による停止 

メンテナンスモード 

ユーザモード切替え 
運転→メンテナンス 

ユーザモード切替え
メンテナンス→運転

ドア開可能 

Off/On ディレー 
5000ms 

Off/On ディレー 
5000ms 

ドア開→閉
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安全入出力端子設定例 

 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
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付－1－7 非接触式ドアスイッチ形 D40Aアプリケーション 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

3 / PLd 相当 ・非常停止押しボタンスイッチ 
・非接触式ドアスイッチ形 D40A 

0 マニュアル 

 アプリケーションイメージ 
非常停止押しボタンスイッチ S1 押下によりモータ M を停止します。 
安全扉（非接触式ドアスイッチ 形 D40A） S2 開によりモータ M を停止します。 

 

配線例 

E1, E2：DC24V電源 
S1：非常停止押しボタンスイッチ 
S2：非接触式ドアスイッチ形 D40A 

S3：リセットスイッチ 
KM1, KM2：コンタクタ 
M：モータ 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」 
を参照してください。 

 
 

動作チャート 
 

 

KM1, KM2 

非常停止スイッチ S1 

EDM フィードバック 

リセットスイッチ ON 

350ms 以上

非常停止スイッチ 
押下 

非常停止スイッチ 
復帰 

350ms 以上

アイドル 
→運転 

非接触式ドアスイッチ 
S2 

リセットスイッチ S3 
350ms 以上 

ドア閉→開 ドア開→閉 
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 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
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付－1－8 非接触式ドアスイッチ形 D40A-2/D40Z アプリケーション 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

4 / PLe 相当 ・非常停止押しボタンスイッチ 
・非接触式ドアスイッチ 形 D40A-2D□ または 形 D40Z 

0 マニュアル 

 アプリケーションイメージ 
非常停止押しボタンスイッチ S1 押下によりモータ M を停止します。 
安全扉（非接触式ドアスイッチ 形 D40A-2D□ または 形 D40Z） S2 開によりモータ M を

停止します。 
 

配線例 

 

注：端子配列は「第2章各部の名称と仕様」 
　　を参照してください。

E1, E2, E3：DC24V電源
S1：非常停止押しボタンスイッチ
S2：非接触式ドアスイッチ

形D40A-2D□または形D40Z
S3：リセットスイッチ
KM1, KM2：コンタクタ
M：モータ  

 

動作チャート 
 

 

KM1, KM2 

非常停止スイッチ S1 

EDM フィードバック 

リセットスイッチ ON 

350ms 以上 

非常停止スイッチ 
押下 

非常停止スイッチ 
復帰 

350ms 以上 

アイドル 
→運転 

非接触式ドアスイッチ 
S2 

リセットスイッチ S3 
350ms 以上 

ドア閉→開 ドア開→閉 
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 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 

 
 



付－1 使用用途例 
 

付-18 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

 

付－1－9 両手押しボタンスイッチアプリケーション 
安全カテゴリ / PL 安全検出機器 停止カテゴリ リセット方法 

4 / PLe 相当 ・両手押しボタンスイッチ 0 オートリセット 

 アプリケーションイメージ 
両手押しボタンスイッチ S11, S12 を同時押下によりモータ M が動作します。 
 

配線例 

注：端子配列は「第 2章 各部の名称と仕様」を参照してください。

E1, E2：DC24V電源
S11, S12：両手押しボタンスイッチ
KM1, KM2：コンタクタ
M：モータ  

 

動作チャート 

両手押しボタンスイッチ 
S11 NO 

両手押しボタンスイッチ 
S11 NC 

両手押しボタンスイッチ 
S12 NO 

両手押しボタンスイッチ 
S12 NC 

KM1, KM2 

EDM フィードバック 

アイドル 
→運転 

押下 押下 押下 押下 解放 解放 解放 両手押しボタンスイッチ
の状態 

押下 解放 

500ms 以内 

S11とS12で入力時間差
500ms 以上のずれ発生

ファンクションブロックステータス異常発生 

Discrepancy Time 

ファンクションブロックステータス異常解除

500ms 以内 
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 ◆入力端子 ◆出力端子

 
 

プログラム例 

 

 
 

 安全上の要点 

・コンタクタ接点の溶着故障を検出するため、機能テストを 6 ヶ月毎に実施してください。 
・システム全体の規格の適合についてはお客様の責任において対応してください。 
・電気的、ならびに、メカ的故障を検出するために、二重化された半導体出力接点と、二重化

されたメカ式出力機器の組み合わせで使用してください。 
・配線例に従って、正しく配線してください。両手押しボタンスイッチの NO 接点を G9SP シリー

ズの端子 Si0 と Si2 に、NC 接点を Si1 と Si3 に接続してください。誤って接続するとシステ

ムが誤作動する原因となります。 

 

 参考 

・両手押しボタンスイッチの同期操作要求（両手の操作入力が 500ms 以内に完了する）を満

足しない場合、出力は ON しません。 
・安全入力端子設定の両手押しボタンスイッチはシングルチャネルで動作します。このため、

デュアルチャネル監視は、安全入力端子ではなく 2 ハンドコントロールファンクションブロックに

よって行われます。 
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付－2 パスワードリカバリツールの使い方 
G9SP シリーズに設定したデバイスパスワードを忘れてしまった場合は、パスワードリカバリツールを使

用して、設定したパスワードをリセットし、パスワードが設定されていない状態（出荷時の状態）に戻しま

す。 
次の手順でデバイスパスワードをリセットしてください。 

 
1 USB ポート経由でパソコンを G9SP シリーズに接続できる状態にします。 
2 [スタート]メニュー | [プログラム] | [OMRON G9SP Configurator] | [Password Recovery Tool]（デ

フォルトのプログラムフォルダ名の場合）を選択します。 
3 パスワードリカバリツールが起動しますので、

[デバイスに接続 ]ボタンをクリックします。

G9SP シリーズにオンライン接続されます。 
 

 

 
4 右の画面に示すように、パスワードのリセット

に必要な情報が表示されます。担当営業へ

の問合せに必要なので、テキストファイルに

出力して印刷するか、クリップボード経由で他

のアプリケーションに貼り付けて印刷するなど

してください。 
 

 
5 ［次へ］をクリックするとリセットキーの入力画

面になります。担当営業から入手したリセット

キーを入力して［パスワードをリセット］ボタンを

クリックしてください。 

 
6 パスワードのリセットに成功すると「パスワードを初期化しました。」という画面が表示されます。これでデ

バイスのパスワードは設定されていない状態（出荷時の状態）に戻ります。［OK］をクリックしてダイアロ

グを閉じ、パスワードリカバリツールの画面で［完了］をクリックして終了してください。 
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付－3 バージョン関連情報 
 
G9SP シリーズユニットと G9SP コンフィグレータとのバージョンの対応、G9SP シリーズユニットのユニ

ットバージョンとメモリカセットによるバックアップ／リストアの対応、およびユニットバージョンごとのサポ

ート機能について説明します。 
 

付－3－1 G9SP ユニットバージョンと G9SP コンフィグレータのバージョンとの関

係 
G9SP シリーズのユニットバージョンと G9SP コンフィグレータのバージョンには、対応関係があります。

基本的に対応するバージョンどうしの組み合わせでお使いください。 
 

ユニットバージョンと G9SP コンフィグレータの対応バージョン 

G9SP シリーズのユニットバージョンと G9SP コンフィグレータの対応バージョンの表を以下に示しま

す。 
G9SP シリーズ G9SP コンフィグレータ 

形式 ユニットバージョン 対応バージョン ハードウェア設定時の 
Version 表記 

形 G9SP-N10S 
Ver.2.0 Ver.2.00 以降 Ver.2 
Ver.1.1 

Ver.1.00／Ver.1.10／Ver.2.00 以降 Ver.1(*1) 
Ver.1.0 

形 G9SP-N10D 
Ver.2.0 Ver.2.00 以降 Ver.2 
Ver.1.1 

Ver.1.00／Ver.1.10／Ver.2.00 以降 Ver.1(*1) 
Ver.1.0 

形 G9SP-N20S 
Ver.2.0 Ver.2.00 以降 Ver.2 
Ver.1.1 

Ver.1.00／Ver.1.10／Ver.2.00 以降 Ver.1(*1) 
Ver.1.0  

*1：G9SP コンフィグレータのバージョン Ver.1.00／Ver.1.10 では G9SP シリーズのハードウェア設定の際の Version
表記はありません。 

 

ユニットバージョンと G9SP コンフィグレータのバージョンがあっていない場合 

G9SP シリーズのユニットバージョンと G9SP コンフィグレータのバージョンがあっていない場合、以下

のように動作します。 
 G9SP コンフィグレータのバージョンの方が古い場合 
G9SP コンフィグレータのバージョンの方が古い場合、G9SP コンフィグレータから G9SP シリーズユニ

ットへオンラインおよびコンフィグレーションはできません。 
例） G9SP シリーズのユニットバージョン：Ver.2.0 

G9SP コンフィグレータのバージョン：Ver1.10 
G9SP コンフィグレータのバージョン Ver1.10 は、G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.1.1 ま

でサポートしていますが、G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.2.0 には対応していません。

G9SPシリーズのユニットバージョンVer.2.0をご使用の場合は、G9SPコンフィグレータのバージ

ョン Ver.2.00 以降をご使用ください。 
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 G9SP シリーズのユニットバージョンの方が古い場合 
G9SP シリーズのユニットバージョンの方が古い場合、G9SP コンフィグレータのハードウェア設定画面

にて、接続するユニットと一致するハードウェアを選択してください。 
例） G9SP シリーズのユニットバージョン：Ver.1.1 

G9SP コンフィグレータのバージョン：Ver2.00 
G9SP コンフィグレータのバージョン Ver2.00 以降は、G9SP シリーズのユニットバージョン

Ver.1.1 をサポートしています。G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.1.1 がサポートしている

機能の範囲で、コンフィグレーションが可能です。 
 

G9SP コンフィグレータのコンフィグレーションデータの互換性 

G9SP コンフィグレータの Ver.1.00/Ver.1.10 で作成したコンフィグレーションデータは、G9SP コンフィ

グレータの Ver.2.00 以降で使用可能です。また、G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.1.1 用に

作成したデータを、G9SP コンフィグレータの Ver.2.00 以降のハードウェア設定画面で、同一形式の

G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.2.0 に設定しなおすことで、G9SP シリーズのユニットバージョ

ン Ver.2.0 用に変更可能です。 
 

 使用上の注意 

G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.2.0 用に作成されたコンフィグレーションデータは、

G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.1.1 用に変換できません。 

 

ユニットバージョンと G9SP コンフィグレータからの操作 

G9SP のコンフィグレーション内容に応じて、G9SP シリーズのユニットバージョンごとの操作可否を以

下に示します。既存のコンフィグレーションを流用する場合等、ご確認をお願いします。 
ただし、G9SP シリーズの形式は一致させてください 

G9SP コンフィグレー

タバージョン 
G9SP コンフィグレータの 

コンフィグレーション 
G9SP シリーズユ

ニットバージョン 
オンライン操作 

ハードウェア設定 新機能(*1) 
使用の有/無 

ダウンロード(*2) その他オンライ

ン操作 
Ver.1.00/ 
Ver.1.10 

(Ver.1) 無 Ver.1.0/Ver.1.1 実行可 実行可 
Ver.2.0 実行不可(*3) 実行不可(*3) 

Ver.2.00 以降 Ver.1 無 Ver.1.0/Ver.1.1 実行可 実行可 
Ver.2.0 実行可 実行可 

Ver.2 無 Ver.1.0/Ver.1.1 実行可 実行可 
Ver.2.0 実行可 実行可 

有 Ver.1.0/Ver.1.1 実行不可(*4) 実行不可(*4) 
Ver.2.0 実行可 実行可  

*1.新機能詳細については、「付－４－３ ユニットバージョンの更新によるサポート機能の追加と変更」を参照ください。 
*2.オンライン操作でアップロードした場合、接続している G9SP シリーズのユニットバージョンに一致したハードウェア設

定(Ver.1 または Ver.2)となります。 
*3.G9SP コンフィグレータ Ver.1.00/Ver.1.10 は、G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.2.0 をサポートしていませ

ん。そのため、オンライン操作ができません。 
*4.G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.1.0/Ver.1.1 でサポートしていない新機能を使用したコンフィグレーションを

しているため、オンライン操作ができません。新機能を使用しないコンフィグレーションに変更することで、オンライン

操作が可能となります。 
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付 

付
録 

付－3－2 G9SP ユニットバージョンとメモリカセットによるバックアップ／リストア

の関係 
 
G9SP シリーズのバックアップ機能を使用しメモリカセット(形 CP1W-ME05M)にコンフィグレーション

データを保存後、別の G9SP シリーズユニットにリストアする場合、実行可否を以下に示します。 
バックアップ／リストア機能の詳細については、「第１１章 メモリカセットによるバックアップ／リストア」

を参照してください。 
 

ユニットバージョンとバックアップデータ 

G9SP シリーズからバックアップする場合、G9SP シリーズのコンフィグレーションがメモリカセットに保

存されます。この時、メモリカセットの内容は上書きされます。コンフィグレーション状況により、以下の

バックアップデータとなります。 
G9SP シリーズユニットバージョン 新機能(*1)使用の有/無 メモリカセットへのバックアップデータ 
Ver.1.0/Ver.1.1 無 Ver.1.0/Ver.1.1 互換データ 
Ver.2.0 無 Ver.1.0/Ver.1.1 互換データ 

有 Ver.2.0 データ  
*1.新機能詳細については、「付－４－３ ユニットバージョンの更新によるサポート機能の追加と変更」を参照ください。 
 

ユニットバージョンとリストアデータ 

G9SP シリーズからメモリカセットに保存されているバックアップデータごとの、G9SP シリーズのユニッ

トバージョンとリストアの実行可否との関係を、以下の表に示します。 
メモリカセット内の 
バックアップデータ(リストアデータ) 

G9SP シリーズ 
ユニットバージョン 

実行可否 

Ver.1.0/Ver.1.1 互換データ Ver.1.0/Ver.1.1 実行可 
Ver.2.0 実行可 

Ver.2.0 データ Ver.1.0/Ver.1.1 実行不可(*1) 
Ver.2.0 実行可  

*1.G9SP シリーズのユニットバージョン Ver.1.0/Ver.1.1 でサポートしていない新機能を使用したコンフィグレーションデ

ータであるため、リストアができません。 
 

付－3－3 ユニットバージョンの更新によるサポート機能の追加と変更 
G9SP シリーズのユニットバージョンの更新により、追加または変更されたサポート機能を紹介しま

す。 
 機能仕様の追加と変更 
追加または変更された機能仕様ごとに、G9SP シリーズのユニットバージョンと G9SP コンフィグレータ

のバージョンを示します。 
機能 追加/ 

変更 
ユニット 

バージョン 
G9SP コンフィグレ

ータのバージョン 
参照先 

安全入力機能 オムロン製シングルビームセーフテ

ィセンサの複数系統設定 
追加 Ver.2.0 Ver.2.00 以降 「２－１－５ 安全

入力機能の概説」 
シリアル通信

機能 
RS-232C シリアル通信ボード(形
CP1W-CIF01)使用時のG9SP前

面スイッチによる通信速度設定 

追加 Ver.2.0 Ver.2.00 以降 「２－１－１ 各部

の名称と表示

LED」 

 



付－3 バージョン関連情報 
 

付-24 
 G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル（SJLB-306）

 
 
 
 
 



索引 

Ｉ 
I/Oコメント .............................................. 6-4, 6-6 
I/Oタグ ...........................................................6-6 

Ｏ 
OFFディレー..................................................2-20 
ONディレー....................................................2-20 

あ 
安全応答性能 .....................................................3-3 
安全性確認テスト......................................... 10-11 
安全入出力端子設定 ..........................................6-4 
アンロック.........................................................9-6 
異常履歴 .........................................................10-3 
ウォッチウィンドウ ........................................10-6 
オフディレー ...................................................2-20 
オンディレー ...................................................2-20 

か 
強制セット／リセット.....................................10-8 
強制モード.......................................................10-8 
コンフィグレーション ID ...............................11-9 

さ 
サイクルタイム ......................................... 3-3, 6-8 
システム設定 .....................................................6-8 
ジャンプタグ .....................................................6-7 
出荷時設定に戻して再起動 ...............................8-6 
照合 ...........................................................8-4 
署名 .........................................................11-9 
シングル／デュアル .............................. 2-19, 2-25 
セーフティ署名 ...............................................11-9 
操作履歴 .........................................................10-4 
 
 

た 
テストソース .................................................. 2-18 
テストパルス種別 ........................................... 2-18 
テストパルス診断 ........................................... 2-18 
テストパルス評価 ........................................... 2-17 
デバイスパスワード ................................ 6-11, 8-7 
デバイスモニタ............................................... 10-2 
デュアルチャネル監視........................... 2-19, 2-25 
デュアルチャネル評価........................... 2-19, 2-25 

な 
入力フィルタ .................................................. 2-20 

は 
バックアップ .................................................. 11-4 
パラメータパスワード.................................... 6-11 
ビルド ........................................................... 6-7 
ページ ........................................................... 6-7 

ま 
ミューティングランプ出力 .............................. 6-4 
メモリカセット機能 ....................................... 11-2 

や 
ユーザ定義ファンクションブロック ................ 6-7 
ユーザテスト ................................................ 10-11 
ユニット構成 .................................................... 6-3 
ユニット通電時間 ........................................... 10-3 

ら 
リアクションタイム ......................................... 3-3 
リストア ......................................................... 11-6 
リストア禁止 .................................................. 11-6 
リセット ........................................................... 8-6 
レポート ......................................................... 6-10 
ロック ........................................................... 9-5 
ロックの解除 .................................................... 9-6 

 
 



マニュアル改訂履歴 
 
マニュアル改訂記号は、表表紙および裏表紙の左下に記載されている Man.No.の語尾に

付記されています。 

 

改訂記号 

SJLB-306P Man. No.

 

 
改訂記号 改訂年月 改定ページ・内容 

A 2010 年 6 月 初版 
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